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例　言

１　本書は、長野県佐久穂町に所在する下記５遺跡の発掘調査報告書である。
　　奥日影遺跡　　　長野県佐久穂町高野町 1869-1 ほか
　　小山寺窪遺跡　　長野県佐久穂町高野町 2064-1 ほか
　　上野月夜原遺跡　長野県佐久穂町大字畑 4049 ほか
　　満り久保遺跡　　長野県佐久穂町大字畑 1664-1 ほか
　　馬越下遺跡　　　長野県佐久穂町大字千代里 3922 ほか

２　発掘調査は、中部横断自動車道建設工事に伴う記録保存調査として、一般財団法人長野県文化振興事
業団長野県埋蔵文化財センターが実施した。委託契約等については第１章を参照願いたい。

３　調査の概要は、長野県埋蔵文化財センター刊行の『長野県埋蔵文化財センター年報』25～31 ほかで
紹介しているが、本書の記述をもって本報告とする。

４　本書で使用した地図は、国土地理院発行の地形図（１：25,000、１：50,000）、佐久市基本図（１：2,500）

をもとに作成した。

５　本書で扱っている国土座標は、国土地理院の定める平面直角座標系第Ⅷ系の原点を基準点としている。
座標値は日本測地系を用いている。

６　発掘調査・整理作業にあたっては、以下の機関・諸氏に業務委託もしくはご指導を得た。（敬称略）

　　○業務委託
　　火山灰分析：パリノ・サーヴェイ（株）（平成 24～26 年度：満り久保遺跡）

　　残留磁化測定：（株）パレオ・ラボ（平成 23 年度：奥日影遺跡）

　　黒曜石産地推定：望月明彦（平成 24 年度：奥日影遺跡、小山寺窪遺跡、満り久保遺跡）

　　樹種同定：パリノ・サーヴェイ（株）（平成 24 年度：奥日影遺跡、小山寺窪遺跡）

　　年代測定：（株）加速器分析研究所（平成22年度：奥日影遺跡、馬越下遺跡、平成24年度：小山寺窪遺跡）

　　珪藻・花粉・植物珪酸体分析：パリノ・サーヴェイ（株）（平成 20 年度：小山寺窪遺跡）

　　石器展開写真：（株）アルカ（平成 24 年度：満り久保遺跡）

　　遺物写真撮影：信毎書籍印刷（株）（平成 31 年度：奥日影遺跡、小山寺窪遺跡、馬越下遺跡）

　　○調査指導（所属・役職は当時）

　　動物骨調査指導・鑑定：茂原信生　京都大学名誉教授
　　　　　　　　　　　　　本郷一美　総合研究大学院大学准教授
　　　　　　　　　　　　　櫻井秀雄　獨協医科大学技術職員
　　　　　　　　　　　　　　　　（平成 24 年度：小山寺窪遺跡）

　　石材鑑定：　　　　　　原山　智　信州大学理学部教授
　　　　　　　　　　　　　　　　（平成 24 年度：奥日影遺跡、小山寺窪遺跡）
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７　発掘調査および報告書刊行にあたり、下記の方々・機関にご指導、ご協力いただいた。お名前を記し
て感謝の意を表する。（敬称略）

　　冨沢一明、山田真一、山田昌久、佐久市教育委員会、佐久考古学会、長野県立歴史館
　　長野県遺跡調査指導委員会
　　（戸沢充則・会田　進・小野　昭・桐原　健・工楽善通・笹澤　浩・高橋龍三郎・丸山敞一郎）

　　長野県文化財保護審議会　史跡・考古資料部会
　　（会田　進・市澤英利・小野　昭・笹澤　浩・高橋龍三郎）

８　発掘作業・整理作業の担当者等は第１章第１節４に記載した。

９　本書全体の編集は贄田明が行い、平林彰が校閲・総括した。
　　執筆分担は下記のとおりである。
　　平林　彰：第１章、第２章
　　上田　真：第４章第２節３（１）、第５章第３節１・５、およびDVD収録の土器観察表
　　鶴田典昭：第７章第２節１・２
　　綿田弘実：第９章
　　贄田　明：上記以外

10　本書に添付したDVDには、以下の内容を収録した。
　　本文 PDF（写真はカラーデータ）、自然科学分析報告書、遺物観察表、その他。
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凡　例

１　遺構番号は、遺構種ごとに付番してある。発掘調査で欠番にしたもの、整理作業において遺構と認定
しなかったため欠番としたものがある。

２　遺物番号は、主に材質に基づく分類による遺物種ごと、図版ごとに付番してある。遺物番号は、本報
告の本文・図表・写真に共通する。

３　本書に掲載した実測図および遺物写真の縮尺は、原則として下記のとおりである。
　　（１）遺構実測図
　　　　 竪穴建物跡、掘立柱建物跡　１：80　　土坑、被熱部　１：40、１：60
　　　　 溝跡　１：40、１：80　　遺構内部施設・遺物微細　１：40
　　（２）遺物実測図
　　　　 土器・土器拓影・陶磁器　１：３、１：４、１：６　　土製品　２：３、１：４
　　　　 石鏃など小形石器・装身具　２：３、３：４　　石斧・磨石・敲石・凹石・砥石など　１：３
　　　　 石皿　１：４　　金属製品　２：３、１：２　　木製品　１：４
　　（３）遺物写真
　　　　 原則として遺物実測図とおおよそ共通であるが、任意縮尺にしているものがある。

４　遺物の器種名については細分せず、過去の埋文センター報告書などを参考にして一般的と思われる名
称を用いた。

５　遺物観察表の法量は、（　）が残存値、〈　〉が復元値、括弧なしが完存値を示している。

６　基本層序および遺構埋土の色調は「新版　標準土色帖 2007 年度版（農林水産省農林水産技術会議事務局 
監修）」による。

７　実測図中のトーン等の凡例は以下のとおりである。これら以外の場合は図中に例示した。
　　（１）遺構図

　　（２）遺物図

出土遺物

被熱部・火床 焼土

地山

カマド材炭化物・灰

繊維土器

須恵器断面 施釉陶器断面 黒色処理 土器赤彩

石器摩耗痕・磨面 石器使用痕
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―　vii　―

挿図目次

第１図 中部横断自動車道と調査対象遺跡
第２図 佐久西小学校遺跡西側の試掘トレンチと

奥日影遺跡の範囲図
第３図 小山寺窪遺跡隣接地の試掘トレンチと
 遺跡の範囲図
第４図 満り久保遺跡隣接地の試掘トレンチと
 遺跡の範囲図
第５図 八千穂高原 IC周辺の試掘トレンチと
 馬越下遺跡の範囲図
第６図 中部横断自動車道と本書所収遺跡
第７図 周辺遺跡分布図（１）
第８図 周辺遺跡分布図（２）
第９図 調査グリッドの設定と呼称
奥日影遺跡
第 10 図 遺跡範囲・調査区位置図
第 11 図 土層柱状図
第 12 図 遺構分布全体図
第 13 図 遺構分布部分拡大図（１）
第 14 図 遺構分布部分拡大図（２）
第 15 図 遺構分布部分拡大図（３）
第 16 図 遺構分布部分拡大図（４）
第 17 図 遺構分布部分拡大図（５）
第 18 図 遺構分布部分拡大図（６）
第 19 図 遺構分布部分拡大図（７）
第 20 図 ＳＫ 222　遺構図
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第１節　調査に至る経過

第１章　発掘調査の経過

第１節　調査に至る経過

１　事業計画の概要
　中部横断自動車道（以下「中部横断道」という。）は、静岡県清水市の新東名道新清水ジャンクション（以
下「JCT」という。）を起点に、山梨県甲斐市の双葉JCTと北杜市の長坂JCTの間で中央自動車道に合流し、
長坂 JCTより分岐北上したのち小諸市で上信越道佐久小諸 JCTに連絡する、総延長約 132㎞の高規格幹
線道路である。
　この道路は、太平洋側と日本海側を結ぶ広域的な高速ネットワークを形成するとともに、佐久地域にお
いては国道 141 号を補完して地域間交流や地域開発を促進させ、救急医療体制への支援や物流の効率化
を図る目的で、1991（平成３）年に佐久小諸 JCTと八千穂高原インターチェンジ（以下「IC」という。）間
を基本計画路線として決定した。1998 年４月、日本道路公団に施工命令が下され、佐久小諸 JCTと佐久
南 IC 間の工事を進めてきたが、2003 年 12 月には、中部横断道佐久南 IC と八千穂高原 IC の延長 14.6㎞
区間について国土交通省の新直轄方式による事業化が決定し、佐久臼田トンネルの掘削を皮切りに本体工
事が本格化した。その後、本線脇 13 か所に調整池の設置、佐久臼田 ICと佐久穂 IC の設置等が追加され、
2018 年４月 28 日に供用を開始した。

２　分布・試掘調査と保護措置の調整
　1991（平成３）年の基本計画路線決定を受けて、長野県教育委員会（以下「県教委」という。）は、当該区
間の南北予想ルートの幅１㎞に所在する埋蔵文化財包蔵地の存否等を確認するため、1994 年度に地元教
育委員会の協力を得て踏査を実施した（県教委 1997）。その後、事業計画が進行し、佐久南 ICと八千穂高
原 IC間のルートがほぼ確定したことを受けて、1998～2000 年度に分布調査を実施し、保護措置を講ずべ
き埋蔵文化財包蔵地や試掘調査の対象とすべき箇所の選定を行った（県教委 2000・2003）。佐久南 IC 以南
については、2004 年度に改めて対象地の現況調査を実施するとともに、2012 年度にかけて順次試掘調査
を実施し、埋蔵文化財包蔵地の範囲と内容の確認を行った（県教委 2007・2010・2013）。
　本報告書にかかわる佐久穂町地区の本線ルート上では、1999～2000 年度の分布調査で、大石棒が出土
したといわれる北沢遺跡隣接地、2001 年に中世の五輪塔群が出土している小山寺窪遺跡の隣接地（以上旧
佐久町）をはじめ、上野月夜原遺跡、中原遺跡、細久保遺跡（旧八千穂村）の隣接地５か所について、試掘
調査による遺跡の存否確認が必要となった。
　2007 年、県教委は佐久西小学校裏遺跡の西側に広がる低地部の試掘で、掘立柱建物跡と想定される土
坑群を発見したため奥日影遺跡と命名した。2009 年には、奥日影遺跡から小山寺窪遺跡へ向かう北向き斜
面部でも、平安時代の土器とともに埋土に焼土や炭化材などを多量に含む焼成施設を確認し、遺跡範囲を
南へ拡大した。また、小山寺窪遺跡も隣接する東側低地部に遺構が広がることを確認したため範囲を拡大
することとなった（第２・３図）。さらに、2008 年には上野月夜原遺跡の範囲を確定するとともに、細久保
遺跡隣接地から満り久保遺跡を、中原遺跡隣接地から馬越下遺跡をそれぞれ新たに発見した（第４・５図）。
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第１図　中部横断自動車道と調査対象遺跡
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第２図　佐久西小学校遺跡西側の試掘トレンチと奥日影遺跡の範囲図
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第３図　小山寺窪遺跡隣接地の試掘トレンチと遺跡の範囲図
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第４図　満り久保遺跡隣接地の試掘トレンチと遺跡の範囲図
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第５図　八千穂高原 IC 周辺の試掘トレンチと馬越下遺跡の範囲図
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第６図　中部横断自動車道と本書所収遺跡
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　以上の状況を受けて、県教委は、佐久穂町教育委員会（以下「町教委」という。）や事業主体である国土
交通省関東地方整備局長野国道事務所（以下「長野国道」という。）と調整会議を重ね、本報告書に掲載し
た５遺跡について、本線または付帯設備の工事等によって破壊される恐れがあるため、発掘調査による記
録保存を図ることを決定した（第６図）。
　今回の開発事業は、広域の市町村にまたがりかつ大規模であるため、佐久小諸 JCTと佐久南 IC間に引
き続き、国土交通省関東地方整備局（以下「関東地整」という。）が県教委および長野県文化振興事業団と
埋蔵文化財発掘調査の実施に関する協定書を締結した上で、関東地整が長野県文化振興事業団に本発掘調
査を委託し、長野県埋蔵文化財センター（以下「埋文センター」という。）が実施する旨の合意を得た。

３　行政手続の経過
　本報告書掲載遺跡の発掘調査にかかわる行政手続については第１表から第３表のとおりである。

第１表　土木工事のための発掘にかかわる行政手続（文化財保護法第 94 条関係）

年月日 文書番号 施行者 文　書　名 あて先 備　　　考
2006. 4. 5 18 長国調第 14 号 長野国道 土木工事に伴う埋蔵文化

財発掘通知
県教委 小山寺窪・上野月夜原遺

跡での土木工事を通知
2006. 6. 8 18 教文第 18-33 号 県教委 周知の埋蔵文化財包蔵地

における土木工事等につ
いて

長野国道
埋文センター

埋文センターが上記遺跡
の発掘調査を受託するよ
う通知

2008. 4. 1 20 長国調第 98 号 長野国道 土木工事に伴う埋蔵文化
財発掘通知

県教委 奥日影遺跡での土木工事
を通知

2008. 4. 1 21 教文第 8-279 号 県教委 周知の埋蔵文化財包蔵地
における土木工事等につ
いて

長野国道
埋文センター

埋文センターが上記遺跡
の発掘調査を受託するよ
う通知

2009. 4. 6 21 長国調第 2号 長野国道 土木工事に伴う埋蔵文化
財発掘通知

県教委 満り久保・馬越下遺跡で
の土木工事を通知

2009. 4.16 21 教文第 8-6 号 県教委 周知の埋蔵文化財包蔵地
における土木工事等につ
いて

長野国道
埋文センター

埋文センターが上記遺跡
の発掘調査を受託するよ
う通知

2012.12.19 24 長埋第 119 号 埋文センター 工事立会終了報告 県教委 遺構・遺物なく本調査不
要と報告

2013.10.31 25 国関整長国工
第 109 号

長野国道 土木工事に伴う埋蔵文化
財発掘通知

県教委 満り久保遺跡での土木工
事を通知

2014. 1.17 25 教文第 8-268 号 県教委 周知の埋蔵文化財包蔵地
における土木工事等につ
いて

長野国道
埋文センター

埋文センターが上記遺跡
の発掘調査を受託するよ
う通知

2012.12.19 24 長埋第 118 号 埋文センター 工事立会終了報告 県教委 遺物包含層の残りが悪く、
かつ、遺構が存在する可
能性もないため、本調査
不要と報告

第２－１表　調査のための発掘にかかわる行政手続（文化財保護法第 92 条関係）
年月日 文書番号 施行者 文　書　名 あて先 備　　　考
2008. 2.29 19 長埋第 8-12 号 埋文センター 埋蔵文化財発掘調査の届出 県教委 上野月夜原遺跡
2008. 3.25 19 教文第 4-15 号 県教委 埋蔵文化財の発掘調査に

ついて通知
埋文センター 上記発掘調査の実施およ

び終了報告提出等を指示
2008. 6.30 20 長埋第 4-1 号 埋文センター 発掘調査終了報告 県教委 上野月夜原遺跡

10,900㎡
2008. 6. 9 20 長埋第 1-2 号 埋文センター 埋蔵文化財発掘調査の届出 県教委 奥日影遺跡
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第２－２表　調査のための発掘にかかわる行政手続（文化財保護法第 92 条関係）

年月日 文書番号 施行者 文　書　名 あて先 備　　　考

2008. 6.12 20 教文第 6-4 号 県教委 埋蔵文化財の発掘調査に
ついて通知

埋文センター 上記発掘調査の実施およ
び終了報告提出等を指示

2008. 8.12 20 長埋第 4-4 号 埋文センター 発掘調査終了報告 県教委 奥日影遺跡
2,200㎡

2008. 8.19 20 長埋第 1-5 号 埋文センター 埋蔵文化財発掘調査の届
出

県教委 小山寺窪遺跡

2008. 8.22 20 教文第 6-7 号 県教委 埋蔵文化財の発掘調査に
ついて通知

埋文センター 上記発掘調査の実施およ
び終了報告提出等を指示

2008.12.19 20 長埋第 4-17 号 埋文センター 発掘調査終了報告 県教委 小山寺窪遺跡
4,200㎡

2009. 3. 2 20 長埋第 1-16 号 埋文センター 埋蔵文化財発掘調査の届出 県教委 小山寺窪遺跡

2009. 3. 5 20 教文第 6-21 号 県教委 埋蔵文化財の発掘調査に
ついて通知

埋文センター 上記発掘調査の実施およ
び終了報告提出等を指示

2009.12.11 21 長埋第 4-10 号 埋文センター 発掘調査終了報告 県教委 小山寺窪遺跡
13,610㎡

2009. 7.28 21 長埋第 1-5 号 埋文センター 埋蔵文化財発掘調査の届出 県教委 満り久保遺跡

2009. 8.26 21 教文第 6-12 号 県教委 埋蔵文化財の発掘調査に
ついて通知

埋文センター 上記発掘調査の実施およ
び終了報告提出等を指示

2009.12.10 21 長埋第 4-11 号 埋文センター 発掘調査終了報告 県教委 満り久保遺跡
5,847㎡

2010. 2. 1 21 長埋第 1-9 号 埋文センター 埋蔵文化財発掘調査の届出 県教委 奥日影遺跡

2010. 2.17 21 教文第 6-17 号 県教委 埋蔵文化財の発掘調査に
ついて通知

埋文センター 上記発掘調査の実施およ
び終了報告提出等を指示

2010.11.25 22 長埋第 4-3 号 埋文センター 発掘調査終了報告 県教委 奥日影遺跡
9,160㎡

2010. 2. 1 21 長埋第 1-10 号 埋文センター 埋蔵文化財発掘調査の届出 県教委 馬越下遺跡

2010. 2.17 21 教文第 6-18 号 県教委 埋蔵文化財の発掘調査に
ついて通知

埋文センター 上記発掘調査の実施およ
び終了報告提出等を指示

2010. 8. 8 22 長埋第 4-1 号 埋文センター 発掘調査終了報告 県教委 馬越下遺跡
8,830㎡

2010. 4. 9 22 長埋第 1-1 号 埋文センター 埋蔵文化財発掘調査の届出 県教委 小山寺窪遺跡

2010. 5. 6 22 教文第 6-2 号 県教委 埋蔵文化財の発掘調査に
ついて通知

埋文センター 上記発掘調査の実施およ
び終了報告提出等を指示

2010.12. 2 22 長埋第 4-6 号 埋文センター 発掘調査終了報告 県教委 小山寺窪遺跡
4,220㎡

2011. 3. 1 22 長埋第 1-8 号 埋文センター 埋蔵文化財発掘調査の届出 県教委 小山寺窪遺跡

2011. 3.15 22 教文第 6-13 号 県教委 埋蔵文化財の発掘調査に
ついて通知

埋文センター 上記発掘調査の実施およ
び終了報告提出等を指示

2011. 4.28 23 長埋第 6-1 号 埋文センター 発掘調査終了報告 県教委 小山寺窪遺跡
150㎡

2012. 2.28 23 長埋第 3-14 号 埋文センター 埋蔵文化財発掘調査の届出 県教委 馬越下遺跡

2012. 4. 2 24 教文第 6-1 号 県教委 埋蔵文化財の発掘調査に
ついて通知

埋文センター 上記発掘調査の実施およ
び終了報告提出等を指示

2012．4.27 24 長埋第 4-1 号 埋文センター 発掘調査終了報告 県教委 馬越下遺跡
230㎡

2013. 3. 1 24 長埋第 1-13 号 埋文センター 埋蔵文化財発掘調査の届出 県教委 満り久保遺跡
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第２－３表　調査のための発掘にかかわる行政手続（文化財保護法第 92 条関係）

年月日 文書番号 施行者 文　書　名 あて先 備　　　考
2013. 3.27 25 教文第 6-23 号 県教委 埋蔵文化財の発掘調査に

ついて通知
埋文センター 上記発掘調査の実施およ

び終了報告提出等を指示
2013. 8.26 25 長埋第 4-2 号 埋文センター 発掘調査終了報告 県教委 満り久保遺跡

300㎡
2014. 3.10 25 長埋第 3-15 号 埋文センター 埋蔵文化財発掘調査の届出 県教委 満り久保遺跡
2014. 3.24 25 教文第 6-16 号 県教委 埋蔵文化財の発掘調査に

ついて通知
埋文センター 上記発掘調査の実施およ

び終了報告提出等を指示
2014．5.27 26 長埋第 17-1 号 埋文センター 発掘調査終了報告 県教委 満り久保遺跡

103㎡
2015. 3. 4 26 長埋第 14-14 号 埋文センター 埋蔵文化財発掘調査の届出 県教委 奥日影遺跡
2015. 3.24 26 教文第 6-20 号 県教委 埋蔵文化財の発掘調査に

ついて通知
埋文センター 上記発掘調査の実施およ

び終了報告提出等を指示
2015. 6.10 27 長埋第 4-1 号 埋文センター 発掘調査終了報告 県教委 奥日影遺跡

260㎡

第３表　埋蔵物の発見にかかわる行政手続（文化財保護法第 102・105・108 条関係）

年月日 文書番号 施行者 文　書　名 あて先 備　　　考
2008. 6.30 20 長埋第 2-1 号 埋文センター 埋蔵物発見届 県教委 上野月夜原遺跡

土器・石器１箱
2008. 7.14 20 教文第 26-51 号 県教委 埋蔵物の文化財認定及び

出土品の帰属通知
埋文センター 上野月夜原遺跡

2008. 8.12 20 長埋第 2-3 号 埋文センター 埋蔵物発見届 県教委 奥日影遺跡
土器１箱

2008. 8.22 20 教文第 26-69 号 県教委 埋蔵物の文化財認定及び
出土品の帰属通知

埋文センター 奥日影遺跡

2008.12.19 20 長埋第 2-14 号 埋文センター 埋蔵物発見届 県教委 小山寺窪遺跡
土器・石器 10 箱

2009. 1. 5 20教文第26-116号 県教委 埋蔵物の文化財認定及び
出土品の帰属通知

埋文センター 小山寺窪遺跡

2009.12.10 21 長埋第 2-11 号 埋文センター 埋蔵物発見届 県教委 満り久保遺跡
土器１箱、石器３箱

2009.12.21 21教文第20-108号 県教委 埋蔵物の文化財認定及び
出土品の帰属通知

埋文センター 満り久保遺跡

2009.12.11 21 長埋第 2-10 号 埋文センター 埋蔵物発見届 県教委 小山寺窪遺跡
土器・石器等 20 箱

2009.12.21 21教文第20-107号 県教委 埋蔵物の文化財認定及び
出土品の帰属通知

埋文センター 小山寺窪遺跡

2010. 8. 4 22 長埋第 2-1 号 埋文センター 埋蔵物発見届 県教委 馬越下遺跡
土器・石器 12 箱ほか

2010．8.17 22 教文第 20-80 号 県教委 埋蔵物の文化財認定及び
出土品の帰属通知

埋文センター 馬越下遺跡

2010.11.25 22 長埋第 2-3 号 埋文センター 埋蔵物発見届 県教委 奥日影遺跡
土器・石器 20 箱

2010.12. 9 22教文第20-111号 県教委 埋蔵物の文化財認定及び
出土品の帰属通知

埋文センター 奥日影遺跡

2010.12. 2 22 長埋第 2-6 号 埋文センター 埋蔵物発見届 県教委 小山寺窪遺跡
土器・石器等 10 箱

2010.12.20 22教文第20-119号 県教委 埋蔵物の文化財認定及び
出土品の帰属通知

埋文センター 小山寺窪遺跡
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年月日 文書番号 施行者 文　書　名 あて先 備　　　考
2011. 4.28 23 長埋第 4-1 号 埋文センター 埋蔵物発見届 県教委 小山寺窪遺跡

土器１箱
2011. 5.18 23 教文第 20-45 号 県教委 埋蔵物の文化財認定及び

出土品の帰属通知
埋文センター 小山寺窪遺跡

2012. 4.27 24 長埋第 2-1 号 埋文センター 埋蔵物発見届 県教委 馬越下遺跡
陶器１点

2012. 5.14 24 教文第 20-15 号 県教委 埋蔵物の文化財認定及び
出土品の帰属通知

埋文センター 馬越下遺跡

2013. 6.10 25 長埋第 2-2 号 埋文センター 埋蔵物発見届 県教委 満り久保遺跡
土器・石器２箱

2013. 6.27 25 教文第 20-31 号 県教委 埋蔵物の文化財認定及び
出土品の帰属通知

埋文センター 満り久保遺跡

2014. 5.27 26 長埋第 15-1 号 埋文センター 埋蔵物発見届 県教委 満り久保遺跡
土器・石器１箱

2014. 6.10 26 教文第 20-28 号 県教委 埋蔵物の文化財認定及び
出土品の帰属通知

埋文センター 満り久保遺跡

１　協定書及び協定締結の経過は埋文センター発掘調査報告 121 第１章に掲載した。

第４－１表　受委託契約等の経過

年　度 予　　　算 遺　　　跡 備　　　考
2008 346,738,405 円 奥日影遺跡、小山寺窪遺跡、上野月夜原遺跡

他 11 遺跡
発掘作業 48,410㎡

2009 381,700,120 円 小山寺窪遺跡、満り久保遺跡他 17 遺跡 発掘作業 63,800㎡
整理作業（佐久南 IC以北）

2010 408,924,000 円 奥日影遺跡、小山寺窪遺跡、満り久保遺跡他
15 遺跡

発掘作業 62,947㎡
整理作業（佐久南 IC以北）

2011 367,330,000 円 小山寺窪遺跡他 17 遺跡 発掘作業 25,688㎡
整理作業（佐久南 IC以北）

2012 327,803,000 円 馬越下遺跡他 17 遺跡 発掘作業 12,022㎡
整理作業（佐久南 IC以北）

2013 233,268,000 円 満り久保遺跡他 20 遺跡 発掘作業 33,870㎡
整理作業（佐久南 IC以北）

2014 175,530,000 円 満り久保遺跡他 21 遺跡 発掘作業 11,751㎡
整理作業（佐久南 IC以北）

2015 112,850,000 円 奥日影遺跡他 13 遺跡 発掘作業 6,565㎡
整理作業

2017 38,964,000 円 奥日影遺跡他 30 遺跡 整理作業
2018 126,991,800 円

うち 51,977,000 円を 2019
年度に繰越

奥日影遺跡他 30 遺跡 整理作業

　中部横断道の建設に伴う発掘調査は、複数の市町村にまたがる大規模な開発事業である。したがって、
調査が複数年度にまたがるとともに調査経費も相当要することから、事業を円滑に推進するため、県教委
は関東地整および長野県文化振興事業団と協定書を締結することとした。なお、協定書は、発掘調査事業
の進ちょくに伴って、2010 年３月、2016 年２月、2018 年４月、2019 年１月の都合４回変更を行っている。
　長野県文化振興事業団は、協定書の第 7条第 1項の規定により、年度毎に関東地整と契約を締結し、年
度末には第８条第２項の規定により、業務実績報告書を提出してきた。本報告書に掲載した遺跡にかかわ
る各年度の受委託契約は第４表のとおりである１。



―　12　―

第１章　発掘調査の経過

４　発掘作業と整理等作業の体制
　本報告書に掲載した遺跡の発掘調査にかかわる作業体制（作業員を含む）は以下のとおりである。
2008 年度　発掘作業（奥日影遺跡、小山寺窪遺跡、上野月夜原遺跡）

所　　長： 仁科松男 副 所 長： 丑山修一 調査部長： 平林　彰 担当課長： 寺内隆夫

調査担当 川崎　保 藤松慎一郎 （奥日影遺跡）

川崎　保 古賀弘一 内堀　団 （小山寺窪遺跡）

作 業 員： 相澤昭二 浅川高義 浅沼君子 井澤政子 井出佐千雄 井上　清 植松和則

太田寅男 小倉栄子 柏木貞夫 木内一夫 木内節雄 木内伸子 木島はつ子

熊谷大輔 黒沢俊男 小宮山登志幸 桜井義胤 佐々木愛子 佐々木　正 佐々木久子

佐々木記代 佐藤　剛 清水末子 鈴木春彦 高橋弓子 西藤冨士夫 秦　茂夫

秦　正信 林　健彦 日向武夫 本田　智 柳沢敏春 山口茂弥 山越常夫

横山道子 渡辺稔秋 （小山寺窪遺跡） 井澤正子 井上　清 熊谷大輔

高橋弓子 秦　正信 横山道子 渡辺稔秋 （上野月夜原遺跡）

2009 年度　発掘作業（小山寺窪遺跡、満り久保遺跡）

所　　長： 仁科松男 副 所 長： 阿部精一 調査部長： 平林　彰 担当課長： 大竹憲昭

調査担当： 川崎　保 太田　潤 内堀　団 （小山寺窪遺跡）

藤原直人 上田　真 （満り久保遺跡）

作 業 員： 井澤政子 井上　清 上原美千代 植松和則 奥平　潔 柏木貞夫 木内伸子

熊谷大輔 黒沢俊男 小宮山登志幸 佐々木　正 佐々木久子 佐々木記代 佐藤　剛

佐藤由美子 鈴木春彦 鈴木佳明 相馬弘隆 高岡清子 高橋弓子 秦　茂夫

秦　正信 日向武夫 細萱和美 柳沢茂夫 山越常夫 横山道子 吉沢順子

渡辺稔秋 （小山寺窪遺跡） 青木　昭 赤尾香苗

坂本和江 佐々木きよえ 佐々木龍夫 須田杉男 須田政澄 相馬くに子 大工原　明

高岡義敏 中野浩吉 西藤冨士男 本田　智 山口茂弥 （満り久保遺跡）

2010 年度　発掘作業（奥日影遺跡、小山寺窪遺跡、馬越下遺跡）

所　　長： 窪田久雄 副 所 長： 阿部精一 調査部長： 大竹憲昭 担当課長： 岡村秀雄

調査担当： 川崎　保 古賀弘一 太田　潤 （奥日影遺跡、小山寺窪遺跡）

藤原直人 太田　潤 清水梨代 （馬越下遺跡）

作 業 員： 青木　昭 井上　清 木内伸子 熊谷大輔 黒沢俊男 坂本和江 佐々木きよえ

佐々木　正 佐々木久子 佐々木記代 佐藤　剛 佐藤由美子 須田正澄 相馬弘隆

高岡清子 高岡義敏 高橋弓子 日向武夫 細萱和美 山越常夫 横山道子

渡辺稔秋 （奥日影遺跡、小山寺窪遺跡）

須田杉男 中野幸吉 本田　智 山口茂弥 吉沢順子 （馬越下遺跡）

2011 年度　発掘作業（小山寺窪遺跡）

所　　長： 窪田久雄 副 所 長： 阿部精一 調査部長： 大竹憲昭 担当課長： 岡村秀雄

調査担当： 黒岩　隆 内堀　団

2012 年度　発掘作業（馬越下遺跡）

所　　長： 窪田久雄 副 所 長： 会津敏男 調査部長： 大竹憲昭 担当課長： 岡村秀雄

調査担当： 若林　卓 宮村誠二

作 業 員： 熊谷大輔 山口茂弥 渡辺稔秋
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2013 年度　発掘・整理等作業（満り久保遺跡）

所　　長： 窪田久雄 副 所 長： 会津敏男 調査部長： 大竹憲昭 担当課長： 岡村秀雄

調査担当： 若林　卓 伊藤友久 栗林幸治 宮村誠二

作 業 員： 植松和則 熊谷大輔 佐藤明美 日向武夫 宮崎未枝子 山口茂弥 渡辺稔秋

（満り久保遺跡） 塚田晴美 西島典子 松本眞行 宮下正治 （整理作業）

2014 年度　発掘作業（満り久保遺跡）

所　　長： 会津敏男 副 所 長： 多城　哲 調査部長： 大竹憲昭 担当課長： 岡村秀雄

調査担当： 藤原直人 栗林幸治

作 業 員： 熊谷大輔 高岡清子 高岡義敏 宮崎未枝子 山口茂弥 渡辺稔秋

2015 年度　発掘・整理等作業（奥日影遺跡他４遺跡）

調査担当： 若林　卓 上田　真 伊藤友久

作 業 員： 赤尾香苗 植松和則 小倉栄子 川上淳子 熊谷大輔 佐藤明美 鈴木春彦

鈴木佳明 高岡清子 高岡義敏 高橋弓子 日向武夫 緑川うめ子 宮崎未枝子

山口茂弥 （発掘作業）

猪股万里子 柄澤登紀子 窪田　順 窪田　翔 塩野入奈菜美 島田由美 清水栄子

清水玲子 高橋康子 日向冨美子 待井　聖 松本眞行 栁原澄子 （整理作業）

2017 年度　整理等作業（奥日影遺跡、馬越下遺跡）

所　　長： 会津敏男 副 所 長： 関崎修二 調査部長： 平林　彰 担当課長： 岡村秀雄

調査担当： 若林　卓 水澤教子

作 業 員： 赤川雅俊 阿部高子 荒井君江 石田和子 猪俣万里子 岩原英治 大澤正明

窪田　順 塩野入奈菜美 祖山克彦 田中富子 中村恵美 西村はるみ 平林昌子

堀内慎一 待井　聖 栁原澄子

2018 年度　整理等作業（奥日影遺跡他４遺跡）

所　　長： 会津敏男 副 所 長： 関崎修二 調査部長： 平林　彰 担当課長： 岡村秀雄

調査担当： 若林　卓 上田　真 藤原直人 贄田　明

作 業 員： 赤川雅俊 荒井君江 石田和子 岩原英治 大澤正明 窪田　順 小池美香

清水秋子 清水栄子 清水正夫 祖山克彦 田中富子 西村はるみ 平林昌子

堀内慎一 吉田　稔

2019 年度　整理等作業（奥日影遺跡他４遺跡）

所　　長： 原田秀一 副 所 長： 関崎修二 調査部長： 平林　彰 担当課長： 岡村秀雄

調査担当： 綿田弘実（課長補佐） 若林　卓 上田　真 贄田　明

作 業 員： 石田和子 西村はるみ
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第２節　発掘調査の経過

１　発掘作業
（１）奥日影遺跡
　奥日影遺跡は、2007（平成 19）年 12 月に県教委が行った試掘調査によって遺構・遺物が検出され、町
教委によって新たに登録された遺物散布地である。
　埋文センターは、2008 年度に 2,200㎡の面調査を実施し、70 基程度の土坑と溝跡、調査範囲の東西から
総柱の掘立柱建物跡を検出した。遺構からは、時期を決定できるような遺物は出土しなかったが、一応、
古代以降のものと推定した。2010 年度は、県教委の試掘によって拡張された遺跡範囲の南側台地部分と
その北斜面を対象に 9,420㎡の調査を行い、南佐久地域では初見となる須恵器窯跡を発見した。また、新
たに見つかった掘立柱建物跡の柱掘方から中世陶磁器や宋銭が出土した。2015 年度は残件 260㎡を調査し
たが、遺構・遺物はなかった。
（２）小山寺窪遺跡
　小山寺窪遺跡は、津金寺伝承地が近接し、旧佐久町教育委員会によって古代・中世の集落跡として登録
されてきた。2000・01 年度に、佐久南部広域営農団地農道整備事業に伴って旧佐久町教育委員会が実施
した発掘調査で、古代の竪穴建物跡や中世を中心とする五輪塔群が発見された。また、2007 年度に県教
委が行った試掘調査で確認された遺構・遺物によって、遺跡範囲が北と東へ広がった。
　埋文センターは、2008 年度に調査範囲の南側１区 4,200㎡について面調査に着手し、低地部で溝や畔を
伴う水田跡を検出した。また、台地上では、竪穴建物跡や掘立柱建物跡をはじめ約 700 基の土坑を確認
した。2009 年度は調査範囲の中央２・３区 13,610㎡の面調査を行い、竪穴建物跡、掘立柱建物跡、土坑、
溝跡を調査した。また、当初予定していた調査範囲の北側にも遺構が広がることも判明した。2010年度は、
２・３区の西側と遺構の広がりを確認した北側５区を対象に 4,220㎡の面調査を行い、前年度と同様に古
代から中世に至る建物跡や多数の土坑、杭列とともに、総延長 100 ｍに及ぶ古代から中世の溝跡を調査し
た。2011 年度は、２区に残った鉄塔部分 150㎡のみの調査となったが、昨年、一昨年の調査区から繋がる
溝跡を検出し１本の溝跡としてつながった。
（３）上野月夜原遺跡
　上野月夜原遺跡は、町教委によって、縄文時代および平安時代の遺物散布地として周知されてきた。た
だし、発掘調査歴はなく不明な点が多いため、2008 年度、埋文センターは遺跡内容を確認する目的で
10,900㎡を対象に確認調査を実施した。調査範囲の北側から遺物が出土したため、トレンチを一部拡張し
て面調査を実施したが、土坑数基を検出しただけで遺構・遺物はほとんどなかった。
（４）満り久保遺跡
　満り久保遺跡は、2007 年に県教委の試掘調査によって黒曜石の剝片や砕片がまとまって出土したため、
町教委によって新たに登録された。
　2009 年度は、埋文センターが 5,847㎡の調査範囲に 41 本のトレンチを設定して確認調査を実施し、尾
根稜線部の平坦面を中心に黒曜石の破片が出土する一方、南北の斜面では時期不明の溝跡を検出するにと
どまった。そこで、尾根稜線部の平坦面について面調査を実施し、槍先型尖頭器に代表される時期と細石
刃・細石核に代表される時期の石器群が出土した。2013・14 年度は尾根稜線部を東西に縦断する町道畑
35 号線部分 403㎡の発掘を行ったが、基盤となる黄褐色ローム層から出土した旧石器はなかった。
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（５）馬越下遺跡
　馬越下遺跡は、2008 年度に実施した県教委の試掘調査によって古代の土器片とともに土坑が確認され
たため、町教委によって新たな埋蔵文化財包蔵地として登録された。埋文センターでは 2010 年度 8,830㎡
を対象として発掘に着手し、緩やかな斜面部から古代の竪穴建物跡や土坑などを検出した。2012 年度は
調査範囲の南西部 230㎡を対象にしたが、遺構・遺物はなかった。
（６）基礎整理作業
　基礎整理作業は、発掘作業を行った遺跡を対象にして主として 12 月から３月の冬期間に実施した。
　記録類には、調査時に記述した所見をはじめ、図面、写真等が含まれる。基礎整理作業では、まずこれ
らの汚染や脱漏を点検・修正し、次に記録相互の点検と矛盾点の解消を行った。図面については、平面図
と断面図や部分図等との照合点検を行い、原図コピーに朱書訂正を行って、第二原図の下図とした。ネガ
写真は、撮影順にアルバムへ収納し、撮影記録簿との照合点検を行い、ポジ写真は、撮影内容別に整理し
て後の本格整理に備えた。また、現場で記載した所見は、図面や写真等と照合しながら、所見整理カード
にまとめた。
　遺物類は、脆弱遺物を選別したのち、土器・石器類は洗浄・注記を行い遺物台帳を作成した。脆弱遺物
は性質ごとに台帳を作成し、金属類はシリカゲルを封入して保管、木質や種実類は水漬けで保管、骨類は
土砂を除去して乾燥保管した。応急保存処理が必要な脆弱遺物については保存処理カードを作成している。
　その他、必要に応じて、出土品の科学分析や鑑定等を実施した。

２　整理等作業
　佐久南 ICから八千穂高原 IC間の発掘調査遺跡 31 か所を５地区に区分し、佐久穂地区は、奥日影遺跡、
小山寺窪遺跡、上野月夜原遺跡、満り久保遺跡、馬越下遺跡の５遺跡をまとめて報告書１冊に掲載する方
針を固めた。
　佐久穂地区の本格整理作業は 2015（平成 27）年度に着手したが、対象となる５遺跡の発掘期間が８年に
及び、調査担当者の交代があったため、まずは、記録類と遺物類等の整備と基礎整理作業結果の確認を行
った。また、主として遺物の分類・接合を行い、実測遺物の抽出、登録を行った。2016 年度は、報告書
刊行を 2018 年度末に設定し、先に刊行を予定している大沢地区および臼田地区の整理作業を優先するた
め、佐久穂地区の整理作業は一時中断した。ところが、2017 年度になって事業予算が減額されたことか
ら、本報告書掲載遺跡に関していえば奥日影遺跡と馬越下遺跡の遺物整理を行えたのみで、本格的な整理
は 2018 年度に延期せざるを得なくなった。2018 年度は、編集会議で報告書作成にかかる統一的な方針を
固めた上で、遺物について報告書掲載資料の抽出、土器の接合と復元、石器の器種分類と計測、写真撮影、
遺構については図面修正とデジタルトレース、仮版組を行い、一部、遺物観察表等の作成を行った。2019
年度は、遺物図や写真の版組を行い、原稿を仕上げて発掘調査報告書を印刷・製本し、記録類と遺物の収
納を行った。

３　普及啓発活動
（１）遺跡説明会および発掘体験等
 2009.10.24 小山寺窪遺跡現地説明会  105 名

 2009.11.14 満り久保遺跡現地説明会  110 名

 2010. 6.26 馬越下遺跡現地説明会  58 名

 2010. 9.11 小山寺窪遺跡、奥日影遺跡現地説明会  123 名
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（２）展示会および講演会等
 2010. 3.13～5. 9 満り久保遺跡　速報展「長野県の遺跡発掘 2010」 長野県立歴史館 7,853 名

 2010. 7. 6～8. 1 小山寺窪遺跡　満り久保遺跡 長野県伊那文化会館 1,329 名

  速報展「長野県の遺跡発掘 2010」

 2011. 3.12～5.15 奥日影遺跡　小山寺窪遺跡　馬越下遺跡 長野県立歴史館 10,138 名

  速報展「長野県の遺跡発掘 2011」

 2011. 7. 7～7.31 奥日影遺跡　小山寺窪遺跡　馬越下遺跡 長野県伊那文化会館 872 名

  速報展「長野県の遺跡発掘 2011」

 2014. 3. 7 小山寺窪遺跡の発掘成果 佐久穂町公民館 

 2014. 3.21～6. 1 満り久保遺跡　速報展「長野県の遺跡発掘 2014」 長野県立歴史館 13,547 名

 2014. 7.19～8.24 満り久保遺跡　速報展「長野県の遺跡発掘 2014」 長野県伊那文化会館 1,602 名

（３）調査情報誌等の発行
 2009. 3. 5 「南佐久で初の大規模発掘調査　小山寺窪遺跡」『みすずかる』通巻 18 号

 2009. 3.16 「発掘調査の概要　小山寺窪遺跡」『年報』25

 2010. 3.26 「発掘調査の概要　小山寺窪遺跡　満り久保遺跡」『年報』26

 2011. 3.31 「発掘調査の概要　奥日影遺跡　小山寺窪遺跡　馬越下遺跡」『年報』27

 2012. 3.31 「発掘調査の概要　小山寺窪遺跡」『年報』28

 2013. 3.31 「発掘調査の概要　馬越下遺跡」「整理作業の概要　奥日影遺跡　小山寺窪遺跡　満り久

保遺跡」『年報』29

 2014. 3.31 「発掘調査の概要　満り久保遺跡」『年報』30

 2015. 3.31 「発掘作業の概要　満り久保遺跡」『年報』31

（４）その他
　埋文センター公式ホームページに調査情報を掲載

４　作業日誌抄録
2008（平成 20）年度

９月 17 日 小山寺窪　表土剝ぎ開始
10 月 27 日 小山寺窪　ＳＢ 01 調査開始
10 月 29 日 小山寺窪　地形測量開始
11 月 12 日 小山寺窪　第１水田面掘下げ
12 月 17 日 小山寺窪　発掘作業終了
12 月 18 日 上野月夜原　基礎整理作業開始
１月５日 奥日影　基礎整理作業開始
１月９日 上野月夜原　基礎整理作業終了
１月 27 日 奥日影　基礎整理作業終了
２月２日 小山寺窪　基礎整理作業開始
３月 31 日 小山寺窪　基礎整理作業終了

６月４日 上野月夜原　確認調査開始
６月 18 日 上野月夜原　遺物包含層がある１～３トレンチ拡

張部分を精査
６月 24 日 上野月夜原　土坑の精査および記録作成

奥日影　表土掘削開始
６月 26 日 奥日影　遺構検出開始
６月 30 日 上野月夜原　確認調査終了
７月７日 奥日影　地形測量開始
７月 10 日 奥日影　掘立柱建物跡検出
７月 15 日 奥日影　掘立柱建物跡をもう１棟検出
７月 30 日 奥日影　遺構測量開始
８月 11 日 奥日影　発掘作業終了
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10 月 20 日 満り久保　旧石器の石器出土分布測量
10 月 24 日 小山寺窪　現地説明会
11 月 12 日 小山寺窪　竪穴建物跡ＳＢ 18 全景写真撮影
11 月 14 日 満り久保　現地説明会
12 月８日 小山寺窪　発掘作業終了
12 月９日 奥日影　小山寺窪　基礎整理作業開始
12 月 10 日 満り久保　発掘作業終了
12 月 11 日 満り久保　基礎整理作業開始
３月７日 小山寺窪　測量委託成果納品
３月 12 日 満り久保　測量委託成果納品
３月 31 日 基礎整理作業終了

４月 21 日 小山寺窪　表土掘削、遺構検出開始
４月 22 日 小山寺窪　測量委託契約締結
４月 24 日 小山寺窪　総柱の掘立柱建物跡、竪穴建物跡検出
５月 28 日 小山寺窪　竪穴建物跡８軒、掘立柱建物跡４棟以

上検出
７月 15 日 小山寺窪　竪穴建物跡 15 軒以上、掘立柱建物跡

５棟以上検出
８月６日 小山寺窪　田口小学校有志による体験発掘
９月３日 満り久保　表土掘削開始
９月 11 日 満り久保　遺構検出により旧石器時代の石器出土
10 月 16 日 満り久保　測量委託契約締結

2010 年度
９月 11 日 奥日影　小山寺窪　現地説明会開催
９月 21 日 奥日影　発掘作業再開
９月 22 日 奥日影　熱残留磁気・放射性炭素年代測定委託契

約
10 月８日 奥日影　長野県立歴史館考古学講座遺跡見学
10 月 14 日 奥日影　熱残留磁気年代測定試料採取
11 月 25 日 奥日影　発掘作業終了
11 月 30 日 小山寺窪　竪穴建物跡完掘
12 月１日 小山寺窪　発掘作業終了
12 月６日 小山寺窪　奥日影　基礎整理作業開始
12 月 17 日 馬越下　基礎整理作業開始
１月 14 日 奥日影　熱残留磁気・放射性炭素年代測定成果納

品
馬越下　放射性炭素年代測定委託契約

３月 11 日 奥日影、小山寺窪、馬越下測量委託成果品納品
３月 17 日 馬越下　放射性炭素年代測定成果納品
３月 31 日 基礎整理作業終了

４月９日 奥日影　表土掘削開始
４月 13 日 馬越下　表土掘削開始
４月 16 日 馬越下　竪穴建物跡検出
４月 27 日 奥日影、馬越下　測量委託契約締結
５月 21 日 馬越下　竪穴建物跡精査
６月１日 小山寺窪　発掘作業開始

馬越下　竪穴建物跡（ＳＢ4001）から鉄製鎌出土
６月３日 奥日影　須恵器窯跡の精査開始
６月 24 日 馬越下　空中写真撮影
６月 26 日 馬越下　現地説明会開催
７月９日 小山寺窪　測量委託契約締結
７月 22 日 奥日影　発掘作業中断

馬越下　発掘作業終了
７月 26 日 小山寺窪　土坑群検出
７月 30 日 小山寺窪　土坑群精査
８月 24 日 小山寺窪　竪穴建物跡精査
９月 10 日 小山寺窪　土坑群完掘

2009 年度

2011 年度
12 月 22 日 小山寺窪　基礎整理作業開始
３月 16 日 小山寺窪　測量委託成果納品
３月 31 日 小山寺窪　基礎整理作業終了

４月 14 日 小山寺窪　表土掘削開始　一昨年度から続く溝跡
（SD09）の確認、掘削、記録作成

４月 22 日 小山寺窪　測量委託契約締結
４月 28 日 小山寺窪　発掘作業終了

2012 年度
10 月 10 日 満り久保　石器分類・接合作業に着手
10 月 17 日 満り久保　遺物図仮版組に着手
10 月 24 日 満り久保　遺物図仮版組を完了
11 月９日 奥日影　金属製品応急保存処理委託契約締結
11 月 30 日 満り久保　黒曜石産地推定・火山灰分析委託成果

納品、石器展開写真撮影委託契約締結
奥日影　小山寺窪　放射性年代測定委託契約締結

12 月３日 馬越下　基礎整理作業開始
12 月 12 日 奥日影　小山寺窪　年代測定を委託
12 月 20 日 奥日影　小山寺窪　樹種同定委託契約締結
12 月 28 日 馬越下　基礎整理作業終了
１月９日 満り久保　図面点検及びトレース完了
１月 28 日 満り久保　石器展開写真撮影完了
２月 20 日 原山智氏による石材鑑定指導
２月 22 日 奥日影、小山寺窪　樹種同定委託成果納品
２月 28 日 奥日影、小山寺窪　黒曜石産地推定委託成果納品
３月８日 奥日影、小山寺窪　放射性年代測定委託成果納品
３月 14 日 奥日影　金属製品応急保存処理委託成果納品
３月 18 日 満り久保　石器分類及び接合完了
３月 31 日 本格整理作業終了

４月１日 奥日影　小山寺窪　満り久保　本格整理作業開始
４月９日 馬越下　表土掘削開始

奥日影　図面点検・修正に着手
満り久保　遺物の洗浄・注記に着手

４月 16 日 奥日影　小山寺窪　脆弱遺物監理カード作成
満り久保　石器の実測・トレースに着手

４月 24 日 満り久保遺構図面点検・修正に着手
４月 27 日 馬越下　発掘作業終了
５月１日 奥日影　土器接合に着手
５月 18 日 奥日影　遺構図のトレースに着手
６月５日 小山寺窪　図面点検・修正に着手
６月６日 満り久保　石器の器種分類・計測・台帳登録に着

手
６月 22 日 満り久保　石器の器種分類・計測・台帳登録を完

了
７月 10 日 満り久保　石器の洗浄・注記を完了
７月 18 日 満り久保　黒曜石産地推定委託契約締結
８月７日 満り久保　火山灰分析委託契約締結
８月 28 日 小山寺窪　遺構図のトレースに着手
９月 25 日 奥日影　小山寺窪　黒曜石産地推定委託契約締結
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2013 年度
12 月 20 日 満り久保　基礎整理作業開始
１月 24 日 満り久保　火山灰分析委託契約締結
３月 20 日 満り久保　火山灰分析委託成果納品
３月 31 日 満り久保　基礎整理作業終了

４月 22 日 満り久保　発掘作業開始　槍先形尖頭器出土
４月 26 日 満り久保　細石刃出土
６月７日 満り久保　ローム層中の石器包含はなし
６月 10 日 満り久保　発掘作業終了

2019 年度
５月 30 日 奥日影　土器実測・拓本終了
６月 15 日 馬越下　遺物実測終了
12 月 24 日 発掘調査報告書印刷・製本契約
３月 19 日 発掘調査報告書刊行

４月１日 本格整理作業開始
５月 15 日 小山寺窪　土器実測・拓本開始
５月 22 日 小山寺窪　土器実測・拓本終了
５月 23 日 奥日影　土器実測・拓本開始
５月 28 日 馬越下　遺物実測開始

2018 年度
８月 10 日 小山寺窪　土器接合終了
３月 31 日 本格整理作業終了

４月１日 本格整理作業開始
７月 31 日 小山寺窪　土器接合開始

2017 年度
６月９日 奥日影　土器接着・復元終了
７月４日 長野市立篠ノ井西中学校職場体験
７月５日 奥日影　土器分類
７月７日 長野市立三陽中学校職場体験
７月 10 日 奥日影　土器観察（～ 12 日）
７月 20 日 長野市立広徳中学校職場体験
７月 21 日 長野市立篠ノ井東中学校職場体験
３月 30 日 本格整理作業終了

４月１日 本格整理作業開始
４月 18 日 馬越下　土器接合開始
５月１日 馬越下　土器接着・復元開始
５月 12 日 馬越下　土器接合終了
５月 24 日 馬越下　土器接着・復元終了
５月 25 日 奥日影　土器接合開始
６月１日 奥日影　土器接合終了
６月２日 奥日影　土器接着・復元開始

2014 年度
１月 16 日 満り久保　火山灰分析委託契約締結
３月 13 日 満り久保　火山灰分析委託成果納品
３月 31 日 基礎整理作業終了

４月 14 日 満り久保　発掘作業開始
４月 24 日 満り久保　遺構実測支援システムで測量
５月 23 日 満り久保　発掘作業終了
12 月 15 日 基礎整理作業開始

2015 年度
７月 23 日 長野市立篠ノ井東中学校職場体験
７月 27 日 長野高専インターンシップ（８月５日も）
９月 11 日 中部横断関連遺跡分布図作成開始
９月 17 日 中部横断関連遺跡分布図作成終了
10 月 19 日 長野市立犀陵中学校職場体験
10 月 20 日 長野市立松代中学校職場体験
10 月 27 日 長野市立川中島中学校職場体験
12 月 17 日 奥日影　基礎整理作業開始
12 月 24 日 奥日影　写真アルバムと台帳整理
12 月 25 日 小山寺窪　写真アルバムと台帳整理
１月５日 上野月夜原、満り久保　写真アルバムと台帳整理
１月８日 馬越下　写真アルバムと台帳整理
３月２日 満り久保　測量データの整理
３月 31 日 奥日影　基礎整理作業終了

４月１日 本格整理作業開始
４月 15 日 奥日影　表土掘削開始
４月 16 日 長野市立通明小整理作業見学（４月 20 日も）
５月 18 日 小山寺窪　発掘資料まとめ、台帳整理
５月 25 日 奥日影　遺構・遺物なく発掘作業終了
５月 27 日 須坂市教育委員会整理作業見学
６月１日 奥日影、遺物整理開始
６月２日 小山寺窪　遺物整理開始

長野市立広徳中学校職場体験
６月４日 上野月夜原　遺物整理
６月 10 日 小山寺窪　遺物整理終了
６月 15 日 奥日影　遺物整理終了
７月３日 長野市埋蔵文化財センター整理作業見学
７月７日 長野市立篠ノ井西中学校職場体験
７月 14 日 長野市立飯綱中学校職場体験

参考・引用文献

県教委 1997『大規模開発事業地内遺跡―遺跡詳細分布調査報告書―』

県教委 2000『大規模開発事業地内遺跡―遺跡詳細分布調査報告書２―』

県教委 2003『大規模開発事業地内遺跡―遺跡詳細分布調査報告書３―』

県教委 2007『大規模開発事業地内遺跡―遺跡詳細分布調査報告書４―』

県教委 2010『県内遺跡発掘調査報告書―遺跡詳細分布調査５―』

県教委 2013『県内遺跡発掘調査報告書―遺跡詳細分布調査６―』
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第２章　遺跡の位置と環境

第１節　地理的環境

　佐久盆地は長野県の東に位置し、東と南を秩父山地、西を八ヶ岳連峰、北を浅間連山に囲まれている。
盆地の中央には秩父山地の甲武信ヶ岳を源流とする千曲川が北流し、左（西）岸域は八ヶ岳連峰から下る
小河川が開析谷や扇状地を形成し、河岸段丘や氾濫原を分断して千曲川に注ぐ。
　本書に掲載した各遺跡が所在する南佐久郡佐久穂町は、佐久盆地の南端部に位置し、東は埼玉県へ通ず
る十国峠から、西は八ヶ岳連峰の北横岳まで、約 29.4㎞と東西に長い。町の中心部を千曲川が縦断してい
る。中部横断道は、八千穂高原 IC から佐久南 IC までの間、八ヶ岳連峰から東ないし北東方向に延びる
開析谷と尾根とを南北方向に横切り、一部、千曲川の左（西）岸の上位段丘上を通る。そのため、本書掲
載遺跡は、尾根の先端部、千曲川支流に沿った傾斜面および千曲川の段丘面に立地している。

第２節　周辺の遺跡と歴史的環境

（１）周辺の遺跡
　佐久穂町内には、118 か所の埋蔵文化財包蔵地が登録されている。時代別に見ると、旧石器時代が 10
遺跡、縄文 84、弥生 10、古墳５、古代 62、中世 27、近世４である。古墳時代５遺跡のうち２か所は古墳
で、千曲川左岸の塚畑古墳と右岸の曽原古墳である。また、中世 27 遺跡のうち 15 か所は城館跡である１。
　遺跡の時代別の割合は、縄文時代や古代の遺跡が多く、旧石器時代や弥生時代、中・近世の遺跡が少な
い。これは南・北佐久郡域の傾向とおおむね合致している。佐久穂町内では縄文時代の遺跡の割合が高く、
古墳時代の集落跡や古墳そのものが極めて少ない点に特徴がある。また、町内の千曲川以西に全体の３分
の２の遺跡があり、なかでも旧石器時代や古墳時代の集落跡は、千曲川以西に片寄っている（第５表）２。
　以下、千曲川以西の遺跡に絞って時代ごとに紹介する。

１　１か所の埋蔵文化財包蔵地から複数の時代の遺構・遺物が見つかる場合があるため、時代別の合計数は埋蔵文化
財包蔵地の数とは一致しない。

２　南・北佐久郡の遺跡数については、県教委から 2016 年度に調査したデータの提供を受けた。

第５表　佐久穂町と南北佐久郡の時代・種類別遺跡数

地　域 集落跡・散布地 古墳 城館跡 その他 合　計旧石器 縄文 弥生 古墳 古代 中世 近世 不明 総数 現存 総数

佐久穂町 10 84 10 3 62 12 4 0 2 15 0 202
5.0％ 41.6％ 5.0％ 1.5％ 31.0％ 5.9％ 2.0％ 0.0％ 1.0％ 7.5％ 0.0％

千曲川以西 9 54 6 3 41 8 2 0 1 9 0 133
南・北佐久郡
（除佐久穂町）

85 722 62 162 621 45 2 89 321 180 61 2,350
3.6％ 30.7％ 2.6％ 6.9％ 26.4％ 1.9％ 0.1％ 3.8％ 13.7％ 7.7％ 2.6％
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旧石器時代　双子池、麦草峠等には、蓼科系の黒曜石原産地がある。これらの原産地から北東方向に流下
する大石川や石堂川等に沿って緩やかな傾斜が続く尾根上に、トリデロック（Ｂ 31）、大反（Ｂ 44）、塩く
れ場（Ｂ 30）、八千穂レイク（Ｂ 43）、駒出池（Ｂ 29）の池の平遺跡群や四十町歩平（Ｂ 42）、大石（Ｂ 21）

があり、河川の合流地点付近の尾根先端に満り久保（Ｂ 54）、満り久保東（Ｂ 57）が位置する。
縄文時代　縄文時代になると、黒曜石原産地に近い池の平遺跡群でも土器が採集されているが、北東に
流下する沢伝いの標高 1,100～1,200 ｍに黒橋（Ｂ 16）、板沢（Ｂ 25）、中松井（Ｂ 26）、石コツ（Ｂ 37）等が
並び、それより下流の 900～1,000 ｍに源左衛門窪（Ａ９）、二又（Ａ 33）、中尾（Ａ８）、農林センター（Ｂ
41）、一軒家（Ｂ 20）、大石（Ｂ 21）等が連なる。また、千曲川西岸上位段丘上には、北沢（Ａ３）、宮の本
（Ａ 29）、佐久西小学校裏（Ａ 10）、上野月夜原（Ｂ５）等比較的大きな遺跡があり、低位段丘上にも竹の下
（Ｂ６）や封地（Ｂ７）、ムジナ沢（Ｂ８）、千ヶ日向（Ｂ 11）がある。
弥生時代　弥生時代の遺跡は 10 か所で、縄文時代に比べると遺跡数は激減する。標高 1,160 ｍの横道原
（Ｂ 28）以外は、縄文時代から続く北沢（Ａ３）、佐久西小学校裏（Ａ 10）、宮の本（Ａ 29）、ムジナ沢（Ｂ
８）等、千曲川段丘上に位置する。
古墳時代　時代別にみて、古墳時代の遺跡数は最も少ない。遺物は、標高 950 ｍ付近の中尾（Ａ８）や塚
原古墳周辺の佐久西小学校裏（Ａ 10）、宮の本（Ａ 29）で採集されており、千曲川の支流北沢川の北岸に、
佐久地域南限の塚畑古墳がある。信濃史料によると、北沢川南岸段丘上には吹上、油畑、金山、釜塚をは
じめ 10 数基からなる釜塚古墳群があったという。
古　代　奈良・平安時代は、弥生・古墳時代から一転して遺跡数が増加する。また、弥生時代から古墳時
代を通じてほとんど遺跡がなかった標高 900 ｍ以上の中尾（Ａ８）、源左衛門窪（Ａ９）、二又（Ａ 33）、一
軒家（Ｂ 20）、大石（Ｂ 21）はいうに及ばず、1,000 ｍ以上の中尾奥（Ａ 37）、水棚麻畑（Ｂ 22）、中松井（Ｂ
26）、石コツ（Ｂ 37）まで遺跡が分布している。
中　世　鎌倉時代から室町時代にかけての集落遺跡は弥生時代並みに激減するが、多量の五輪塔が出土
した小山寺窪（Ａ 30）や、明光寺に保管されている暦応三（1340）年銘の板碑など、特徴的な遺跡・遺物
がある。城館跡は千曲川に臨む段丘端に、北から高野城跡（Ａ 49）、下畑城跡（Ｂ 47）と下の城跡（Ｂ 48）、
権現山砦跡（Ｂ 46）、大石川烽火台（Ｂ 51）が一定の間隔を空けて並ぶ。また、西から流れ込む北沢川中
流域に福田城跡（Ａ 50）、畑地区佐口谷の佐口城跡（Ｂ 49）、石堂川中流域の通城跡（Ｂ 50）、大石川下流
域の馬越城跡（Ｂ 52）が、それぞれ西からの侵入を阻むかのように位置する。
（２）歴史的環境
　旧石器時代から縄文時代は、黒曜石を求めて原産地に続く尾根筋、沢筋のいわゆる「黒曜石の道」（藤
森 1966）が利用された。大石川上流の池の平遺跡群は、この黒曜石の道を利用する人々が通過点とした遺
跡として理解できる。下流の満り久保は、石堂川、入堂川、大石川の合流地点よりやや下った場所にあり、
いわば黒曜石ロードの分岐点にあたる。旧石器時代人たちが離合集散する場所だったのだろう。
　縄文時代は、黒曜石の原産地に通ずる尾根や沢筋に遺跡が連なる点は旧石器時代と同様だが、これらの
遺跡が標高約 1,150 ｍのラインと 950 ｍのラインで散開している様は、連携した山間の小集落が営まれて
いたとも考えられる。一方、千曲川段丘上の上野月夜原遺跡は、今回の調査では確認できなかったものの、
背後に森林地帯を控え、眼下に千曲川を臨む遺跡立地から考えて、佐久西小学校裏遺跡と同様に大規模な
集落跡が残されていると期待したい。
　黒曜石の利用が減った弥生・古墳時代は、一部を除いて山間部から遺跡が消え、千曲川に沿って小規模
な集落が営まれたにすぎないが、律令時代は再び遺跡数が増加する。佐久穂町は、地名や数少ない考古学
上の調査成果、自然条件などから「和名類聚抄」記載の佐久郡余戸郷や刑部郷と想定されている。宮の入
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（Ｂ９）から出土したという伝承がある蕨手刀や直近の勝見沢（Ｂ 13）出土の八稜鏡、北沢（Ａ３）の緑釉
陶器、各所の遺跡から出土する花文様の暗文をもつ坏や灰釉陶器は、周辺地域との交流を物語っている。
また、奈良・平安時代には、標高 1,000 ｍを越える山間部まで利用されている。律令制や荘園制がもたら
した生業の多様化・分化・専化や、制度そのものからの逃避など、さまざまな原因があろうが、888（仁
和４）年の大洪水もその一因であろうか。奥日影の須恵器窯は、律令制という時代背景の下で営まれたも
のであろう。八柱川に面した蓬間（Ｂ 35）からは多量の土錘が見つかっている。
　鎌倉時代から南北朝時代を経て室町時代の間は、遺跡数が少なく遺物も限られているため、町内の歴史
的環境を探る手掛かりは乏しい。大徳寺文書の 1334（建武２）年「伴野庄年貢注文」には、畑物村（畑）、
大日向田村（大日向・田村）、余地村（余地）、保間（千代里・本間）、大石（八郡・大石）、岩郡（八郡）、鷹野
郷（高野町）といった郷村名が掲載されているため、おそくとも室町時代初期には現代に続く村落の一部
が形成されていたことがわかる。小山寺窪の五輪塔群は、津金寺伝承と関連させて鷹野郷やそれを取巻く
有力氏族によって構築されたものと推測されているが、いずれにせよ、なぜこの場所なのかという疑問は
残る。
　14 世紀初め頃、伴野庄の領主権を巡って、寺社と国人とが凌ぎを削った様子は大徳寺文書に詳しい。
この時期以降、16 世紀後半に徳川氏が北条氏の守る小諸城を攻略するまでのおよそ 300 年間は、佐久地
域全体が大小の戦乱の影響を受けた。佐久穂町内に残る 15 か所の城館跡は、築造城や廃城の時期が明確
なものはないが、この戦乱期に利用されたことは間違いない。千曲川上位段丘面では、奥日影で中世後期
にさかのぼる溝跡が見つかっているが、全体的に水田開発は行き届かず、山林と畑が生業の主要な舞台で
あったと思われる。
　江戸時代の 17 世紀末から 18 世紀にかけて、大岳川や大石川を利用した堤や用水堰の開削が行われた。
これによって千曲川上位段丘面の平坦地が開田され、小山寺窪の周辺や馬越下一帯でも水稲耕作が行なわ
れるようになったのではないか。一方、人や物資の往来は佐久甲州街道が中心で、高野町や上畑の宿、市
を中心に発達した。近代に入り、県道が整備され佐久鉄道が開通すると、ますます幹線に沿って町は発展
した。本書に掲載した５遺跡が位置する上位段丘面一帯は、近世以降現代に至るまで大きな変化が及ぶと
ころではなく、現況は水田、畑地もしくは原野といった景観を呈していた。近年になり、北沢川流域で新
興住宅地や遊休地を利用した公園等が進出し、大石川に沿った通称メルヘン街道は観光用道路として、休
日の賑わいを見せるようになっている。
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第７図　周辺遺跡分布図（１）
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第８図　周辺遺跡分布図（２）
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第６表　周辺遺跡一覧

№ 遺跡名 所在地

時　　　代
旧
石
器

縄
　
文

弥
　
生

古
　
墳

古
　
代

中
　
世

近
　
世

A1 塚畑古墳 高野町・北沢 ○ ○
A2 雁明 高野町・北沢 ○ ○
A3 北沢 高野町・北沢 ○ ○ ○
A4 たつま久保 上・針の木沢 ○ ○
A5 下影 上・下影 ○ ○
A6 影 上・影 ○ ○
A7 大張 上・大張 ○
A8 中尾 上・中尾 ○ ○ ○
A9 源左衛門窪 上・雲場 ○ ○
A10 佐久西小学校裏 高野町・三本木 ○ ○ ○ ○
A11 千手院 平林・宮の上 ○ ○ ○
A12 曽原古墳 平林・曽原 ○ ○
A13 曽原 平林・曽原 ○ ○
A16 宮向 余地・宮向 ○
A17 丸井戸 海瀬・畑ヶ中 ○
A18 中原 海瀬・中原 ○ ○ ○
A19 上ノ原 海瀬・上ノ原 ○ ○
A20 マギ 海瀬・真木 ○
A21 中山 海瀬・花岡 ○ ○ ○
A22 館 海瀬・館 ○ ○ ○ ○
A28 粟窪 高野町・粟窪 ○
A29 宮の本 高野町・宮の本 ○ ○ ○ ○ ○
A30 小山寺窪 高野町・小山 ○ ○ ○ ○ ○
A31 施餓鬼畑 上・針の木沢 ○ ○
A32 麦窪 上・雲場 ○
A33 二又 上・雲場 ○
A34 本郷 上・本郷 ○
A35 寺久保 上・本郷 ○ ○ ○
A36 生ぶろ 上・大張 ○ ○ ○
A37 中尾奥 上・中尾 ○
A38 五領脇 平林・曽原 ○
A39 サイカチ平 平林・曽原 ○
A40 宮浦 余地・本郷 ○ ○
A41 勝見沢 余地・本郷 ○
A42 家山 海瀬・花岡 ○
A43 下原 海瀬・秋葉山 ○
A44 十二平 海瀬・川久保 ○
A49 高野城跡 高野町・相生 ○
A50 福田城跡 上・本郷 ○
A51 海瀬城跡 海瀬・一の渕 ○
A52 花岡城跡 海瀬・花岡 ○
A53 楯六郎館跡 海瀬・館 ○
A54 勝見城跡 余地・本郷 ○
A58 舟ノ窪 上・舟ノ窪 ○
A59 清水上 海瀬・清水上 ○
A60 奥日影 高野町・奥日影 ○ ○ ○ ○

B1 崎田原 穂積・崎田 ○ ○ ○
B2 鍛冶入 穂積・崎田 ○
B3 関谷 穂積・関谷 ○ ○ ○
B4 穴原 穂積・穴原 ○
B5 上野月夜原 畑・上野 ○ ○

B6 竹の下 畑・竹の下 ○ ○

№ 遺跡名 所在地

時　　　代
旧
石
器

縄
　
文

弥
　
生

古
　
墳

古
　
代

中
　
世

近
　
世

B7 封地 畑・封地 ○ ○ ○
B8 ムジナ沢 畑・上畑 ○ ○ ○
B9 宮の入 畑・宮の入 ○ ○
B10 細久保 畑・細久保 ○
B11 千ヶ日向 畑・千ヶ日向 ○
B12 佐口 畑・佐口 ○
B13 勝見沢 畑・勝見沢 ○ ○
B14 石堂 畑・石堂 ○ ○
B15 鷽の口 畑・うそのくち ○ ○
B16 黒橋 畑・黒橋 ○
B17 八郡 八郡 ○
B18 堂屋敷 八郡 ○
B19 唐沢 八郡・唐沢 ○ ○
B20 一軒家 八郡・山の神前 ○ ○
B21 大石 八郡・大石 ○ ○ ○
B22 水棚麻畑 八郡・水棚 ○ ○
B23 水棚入口 八郡・水棚 ○ ○
B24 岩株 八郡・岩株 ○
B25 板沢 八郡・板沢 ○
B26 中松井 八郡・松井 ○ ○
B27 東松井 八郡・松井 ○ ○
B28 横道原 八郡・松井 ○ ○
B29 駒出池 八郡・八ヶ岳下 ○ ○
B30 塩くれ場 八郡・八ヶ岳下 ○ ○
B31 トリデロック 八郡・八ヶ岳下 ○ ○
B32 中原 千代里・馬越 ○
B33 古屋敷 千代里・馬越 ○
B34 向窪 千代里・馬越 ○
B35 蓬間 八郡・大石 ○
B36 反り峯 畑・上野 ○
B37 石こつ 八郡・大石 ○ ○
B38 禅門田洞窟 穂積・筆岩 ○ ○
B39 南平 畑・佐口 ○ ○
B40 馬込 畑・佐口 ○ ○
B41 農林センター 八郡・真木平 ○
B42 四十町歩平 八郡・大石 ○
B43 八千穂レイク 八郡・八ヶ岳下 ○
B44 大反 八郡・八ヶ岳下 ○
B45 蟻城 穂積・穴原ほか ○
B46 権現山砦 畑・上畑 ○
B47 下畑城跡 畑・下畑 ○
B48 下畑下の城跡 畑・下畑 ○
B49 佐口城跡 畑・佐口 ○
B50 通城跡 八郡・石堂 ○
B51 大石川烽火台跡 千代里・大石川 ○
B52 馬越城跡 千代里・馬越 ○
B53 関谷東 穂積・関谷 ○ ○
B54 満り久保 畑・千ヶ日向 ○ ○ ○ ○
B55 畑寺久保 畑・寺久保 ○
B56 馬越下 千代里・馬越 ○ ○
B57 満り久保東 畑・千ヶ日向 ○
B58 千ヶ日向団地上 畑・千ヶ日向 ○
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第１節　発掘作業

　当センターでは、県教委の「記録保存を目的とする発掘調査の標準および積算基準」と、当センター作
成の「遺跡調査の方針と手順」に即して発掘調査を実施している。
（１）遺跡名称と遺跡記号
　本書で報告する遺跡の名称と遺跡記号は下記のとおりである。遺跡記号は調査記録の便宜を図るため、
遺跡名をアルファベット３文字で表した記号である。１文字目は長野県を 10 分割した地区記号で、北佐
久郡・南佐久郡・小諸市・佐久市を示す「Ｄ」、２文字目と３文字目は遺跡名のローマ字表記から２文字
を選択したものである。各種記録類や遺物注記に遺跡記号を利用している。
　　奥日影遺跡（ＯＫＵＨＩＫＡＧＥ） ：ＤＯＨ
　　小山寺窪遺跡（ＫＯＹＭＡＴＥＲＡＫＵＢＯ） ：ＤＫＭ
　　上野月夜原遺跡（ＵＥＮＯＴＳＵＫＩＹＯＨＡＲＡ）：ＤＵＴ
　　満り久保遺跡（ＭＡＲＩＫＵＢＯ） ：ＤＭＯ
　　馬越下遺跡（ＭＡＧＯＥＳＨＩＴＡ） ：ＤＭＴ
（２）遺構名称と遺構記号
　遺構についても遺跡記号と同様に、記録の便宜を図るため記号を用いた。遺構名称は調査時に決定する
ため、遺構の種類・性格に適合しない場合もあるが、主に遺構の形状や特徴で区分した。遺構番号は、時
代などに関わらず種類ごと、検出順に付けた。混乱を避けるため、一旦記号・番号を付したものは原則と
して変更していない。調査の結果、遺構でないことが判明したものについては欠番とした。また、調査段
階で遺構番号が付いていなかったものについては、整理段階で新たに付与した。
　今回の調査で用いた遺跡記号には、以下の種類がある。
　　ＳＢ：概ね一辺２ｍを超える方形、長方形、円形、楕円形の掘込み【竪穴建物跡、竪穴状遺構】
　　ＳＫ：単独もしくは他の掘込みとの関係がないＳＢよりも小さな掘込み【土坑、井戸】
　　ＳＴ：ＳＢよりも小さな掘込みや石が一定間隔で方形、長方形、円形に配置しているもの【掘立柱建

物跡、平地式建物跡】
　　ＳＤ：溝状の掘込み【溝跡、自然流路跡】
　　ＳＦ：単独で存在し、火を焚いた跡が面的に広がるものおよび炭化物の集中範囲
　　ＳＭ：方形、円形、もしくはそれらが組み合わさった形の盛上がり【古墳、墳墓、周溝墓、土坑墓、

木棺墓もここに含める】
　　ＳＱ：遺物が集中する箇所
　　ＳＸ：その他、性格不明遺構
　なお、ＳＢ内の柱穴・貯蔵穴などや、ＳＴを構成する個々の掘込みにはピット（記述・図を問わず個別に
番号を付す場合「Ｐ」）を付した。
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（３）調査区（グリッド）の設定と略称
　国土地理院の平面直角座標系第Ⅷ系の原点（Ｘ＝ 0.0000、Ｙ＝ 0.0000）を基準に、200 の倍数値を選んで
東西方向・南北方向の測量基準線を設けた。これをもとに、調査対象範囲全体をカバーするように調査グ
リッドを設定し、「大々地区」「大地区」「中地区」「小地区」に区画した（第９図）。
　大々地区は、200 × 200 ｍの区画で、北西から南東へⅠ・Ⅱ・Ⅲ……のローマ数字番号を与えた。
　大地区は、大々地区を 40 × 40 ｍの 25 区画に分割したもので、北西から南東へＡ～Ｙのアルファベッ
ト番号を与えた。
　中地区は、大地区を８×８ｍの 25 区画に分割したもので、北西から南東へ１～25 のアラビア数字を与
えた。遺構測量の基準・単位としたのがこの中地区である。
　小地区は、中地区を２×２ｍの 16 区画に分割したもので、北西から南東方向へ 01～16 の算用数字番号
を与えた。中地区番号との間にはハイフンを挿入した。
　グリッド名の実際の表記においては、読取りやすさを考え、大々～中地区番号の間にも適宜ハイフンを
挿入することがあり、本書の図中でもそうした表記になっている場合がある。グリッド杭の設定は、表土
掘削が終了し、遺構検出をほぼ終えた段階で業務委託により実施した。座標値については、発掘調査期間
が日本測地系から世界測地系への変換の時期と重なっており、統一性を保つため日本測地系の座標値で統
一している。
　なお、上記の調査グリッドとは別に、地形や土地区画の状況、調査の進ちょく状況に合わせて調査範囲
を任意に分割し、「１区、２区……」等と呼称した遺跡がある。
（４）表土掘削と遺構の検出
　各遺跡では、本格的調査に入る前段階に、遺跡の性格を把握するための確認調査として重機によるトレ
ンチ掘削を実施し、遺構が検出された地点を主体に調査区を拡張した。
　トレンチの掘削は重機を使用し、トレンチ調査の所見に基づき、範囲や遺構検出面などを決定した。検
出面までの堆積層は重機により掘削し、表土掘削が終了した部分から手作業で掘削面の清掃を行い、遺構
を検出した。遺物は上記の地区・グリッド名、出土層位、遺構に関連するものは帰属遺構名をポリ袋に記
入して取り上げた。
（５）遺構の発掘
　竪穴建物跡は、埋土観察用のベルトに沿った先行トレンチで床面を確認するとともに、埋土の堆積状況
を把握・記録し、層位ごとに埋土を床面まで掘下げ、柱穴、炉、カマド、周溝などの建物内施設の精査・
記録を行った。建物内施設を完掘した後は完掘状態を記録し、その後に床面下（掘方）の状況を確認した。
　土坑は埋土を半截し、埋土の堆積状況を観察・記録した後に完掘した。埋土から出土する遺物の状況に
よっては、埋土上位を段下げ、出土状況を記録してから埋土下位の掘下げへと進んだ。
　掘立柱建物跡の柱穴は、掘方全体を掘下げ、柱痕跡を確認し、柱痕跡が断面にかかるように埋土を半截
した。埋土の堆積状況を観察・記録した後に完掘した。
　溝跡および自然流路跡は、全体のプランを検出した後、延長方向に直交するベルトを複数か所設定し、
それぞれの埋土堆積状況を観察しながら掘下げた。
　出土遺物は、出土状況に特徴のあるものは、付番して出土状況図の作成、写真撮影を行い取上げた。
（６）記録作成
　遺構図・土層図は、センター職員およびその指導のもと発掘作業員が作成した。測量基準杭を基準と
する簡易遣方測量を基本としたが、遺構実測支援システム（ソフトウェア遺構くん Cubic）を用いた測量も
一部実施した。遺構図は中地区（8ｍ× 8ｍ）単位に区切った割付図や、建物跡などの個別図を作成した。
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第９図　調査グリッドの設定と呼称

基準線と地区（グリッド）の設定
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縮尺は 1：20 を基本とし、必要に応じて 1：10 図、1：40 図を作成した。調査区・トレンチ配置図、地形
図は業務委託を基本とし、一部、遺構実測支援システムを用いてセンター職員および発掘作業員が行った。
写真撮影は、6× 7フィルムカメラ（マミヤRB／ペンタックス）、35㎜フィルムカメラ（ニコンFM２）また
は 35㎜相当の一眼レフデジタルカメラ（ペンタックスＫ－７）を併用して行った。フィルムは、モノクロ
ネガフィルム（フジネオパン 100）とカラーリバーサルフィルム（フジクローム 100）を使用した。撮影はす
べてセンター職員が行い、現像と焼付けは業務委託とした。また、各遺跡では業務委託により遺跡全景の
空中撮影を実施した。
（７）自然科学分析
　業務委託により放射性炭素年代測定、熱残留磁化年代測定、樹種同定、黒曜石産地推定、植物珪酸体分
析、珪藻分析、花粉分析、火山灰分析を実施した。
　放射性炭素年代測定は奥日影遺跡、小山寺窪遺跡、馬越下遺跡において、遺構のより明確な年代推定を
行うための資料を得ることを目的として、遺構出土の炭化物・材を対象に実施した。
　熱残留磁化年代測定は奥日影遺跡において、須恵器窯跡の年代推定を行う目的で実施した。
　樹種同定は奥日影遺跡において、須恵器窯跡から出土した炭化材を対象とし、薪炭材などの種類を同定
することを目的に実施した。また、小山寺窪遺跡では埋没過程にある竪穴建物跡と土坑で出土した炭化材
の種類を同定するため実施した。
　黒曜石産地推定は奥日影遺跡、小山寺窪遺から出土した縄文時代の石器および地山に含まれていた黒曜
石、満り久保遺跡から出土した旧石器時代の石器を対象に実施した。
　植物珪酸体分析・珪藻分析・花粉分析は小山寺窪遺跡において、古環境や土地利用を検討するための
データを得ることを目的とし実施した。
　火山灰分析は満り久保遺跡において、耕作土から出土した旧石器時代の石器群の、本来の出土層準を検
討するため、テフラの検出同定と重軽鉱物分析を行うことで堆積層各層のテフラの産状を確認し、堆積層
の形成年代について検討した。

第２節　整理等作業

１　遺物の整理
　遺物は取上げ単位ごとに台帳登録し、洗浄・クリーニングと注記を行い、材質別に土器・土製品・陶磁
器、石器・石製品、金属製品等に大別して整理作業を進めた。
　土器・土製品・陶磁器は接合を行いながら、観察と分類、重量の計測等を進め、遺構・遺跡の時期や特
徴を示すために報告書への掲載が必要な遺物を抽出し、必要に応じて補強と復元を行った。石器・石製品
は観察・分類を行いつつ、大きさと重量の計測を行い、報告書掲載遺物を抽出した。金属製品等は観察・
計測を行って、報告書掲載遺物を抽出した。抽出した遺物は遺跡ごと、材質ごとに管理番号を付して遺物
管理台帳に登録した。報告書掲載遺物については観察表を作成した。
　実測は手実測により、１：１縮尺で埋文センター規格の実測用紙に鉛筆で図化した。縄文土器や須恵器、
銭貨は拓本を行った。トレースは、石器・石製品と金属製品等は埋文センターにおいて製図ペンを用いた
手トレースを行ったが、土器・土製品・陶磁器については業務委託による描画ソフト Illustrator を用い
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たデジタルトレースを実施した。手トレースした遺物図はデジタルスキャンし、デジタルトレースした遺
物図と合わせて、Illustrator を用いてデジタル図版データを作成した。

２　記録類の整理
（１）遺構図類の整理
　遺構図面類は原図を台帳に登録するとともに、記載内容を点検・修正しながら整理し、竪穴建物跡など
一部の個別図についてはトレースのための２次原図を作成した。修正図や２次原図をもとに、Illustrator
を用いてデジタルトレースを行い、個別遺構図、土層図、遺構分布図（全体図）などのデジタル図版デー
タを作成した。
（２）写真記録の整理
　発掘作業で撮影したフィルム写真およびデジタル写真は、遺跡別に写真台帳を作成し、発掘年度、撮影
日、撮影方向、内容を記載した。フィルム写真は遺跡別ごと、撮影順にアルバムに収納した。モノクロフ
ィルムはベタ焼きを貼付し、カラーリバーサルフィルムは、35㎜はマウントを付け、６×７はマウントを
付けずに収納した。デジタル写真は JPEGおよび LAWデータを遺跡ごと、撮影順にハードディスクに記
録した。遺物写真撮影は業務委託により実施した。撮影には一眼レフデジタルカメラを使用した。DVD
収録の遺物写真は極力カラーデータを用いている。

３　報告書作成と資料収納
（１）報告書作成
　報告書の本格的な編集作業は、2018（平成 30）年度に着手した。第１章から第３章に５遺跡全体を通し
た調査経緯、地理的・歴史的環境、基本的調査方法についてまとめ、第４章から第８章で各遺跡の報告を
行い、第９章に総括を掲載した。第４章から第８章は、遺跡の特徴を理解しやすいよう工夫し、章末に小
結を設けた。報告書作成にあたり、2019 年 3 月 26 日と 5 月 30 日の２回、編集会議を行った。会議で指
摘を受けた事項について検討を行い、報告書の内容を整備した。
（２）資料の収納
　遺物は遺跡ごと、材質・種別ごとに報告書掲載遺物と非掲載遺物に分けたうえで、出土遺構・グリッド
等の地点別にテンバコに収納するとともに、遺物収納台帳に登録した。
　実測図類は手実測遺構図・委託測量図、手実測遺物図、委託実測遺物図に通し番号（図面番号）を付け
て図面収納台帳に登録し、図面ファイル等に収納した。
　写真は発掘作業で撮影した遺構関係写真と、整理作業で撮影した遺物写真とに分け、写真収納台帳に登
録し、アルバム（ファイル）に収納した。
　デジタルデータについては、センターで作成したデータはハードディスクに記録した。業務委託による
データは納入時点でCDないしDVDに記録済みである。
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第４章　奥日影遺跡

第１節　遺跡の概観と調査の概要

１　遺跡の概観
　奥日影遺跡は、南佐久郡佐久穂町の旧佐久町高野町地区に所在する（第 10 図）。この地域は八ヶ岳起源
のローム層が厚く堆積した台地で、奥日影遺跡の範囲は台地緩斜面の段丘末端から崖錐、さらに千曲川支
流北沢川の最下位段丘におよぶ。調査履歴はなく、2007（平成 19）年の中部横断道建設に伴う県教委の試
掘調査で遺構・遺物が検出され、町教委が埋蔵文化財包蔵地として登録した。
　近隣遺跡の状況は、奥日影遺跡の東側に佐久西小学校裏遺跡があり、佐久町教育委員会の発掘調査で縄
文時代後期の土器捨て場や屋外埋甕、平安時代の竪穴建物跡などが検出された（町教委 2001）。また、北
沢川の最下位段丘には、国内最大といわれる「北沢の大石棒」が現地に保存されている。奥日影遺跡の南
側には小山寺窪遺跡があり、中部横断道建設に伴う埋文センターの発掘調査で、平安時代や中世以降の
遺構を検出した（第５章参照）。さらに、埋文センター調査地点の隣接地では佐久町教委が発掘調査を行い、
中世の五輪塔群などが検出されている（町教委 2002）。

２　調査の概要と経過
　奥日影遺跡の発掘調査は 2008・2010・2015 年度に実施し、調査総面積は 11,880㎡を測る（第 10 図）。
　2008 年度は、前年度に県教委が試掘調査を実施した再下位段丘部分の１区、面積 2,200㎡について本調
査を実施し掘立柱建物跡、土坑、溝跡を検出したほか、遺構外からは縄文時代の石器が出土した。2010
年度は、2009 年度の県教委による試掘調査で被熱した土坑や須恵器の破片が検出された上位段丘および
その崖錐部分の２－１～５区、面積 9,420㎡について本調査を実施した。その結果、被熱した土坑は南佐
久地域では初見となる奈良時代の須恵器窯跡であることが判明したほか、中世以降の掘立柱建物跡や土坑、
溝跡を検出した。2015 年度は２－６区、面積 260㎡を調査したが、遺構・遺物はなかった。

３　基本層序
　基本層序は１区と２－２区で記録したが、両区は距離的に離れているので、１区と２－２区それぞれで
説明する（第 11 図）。
　１区の基本層序は第Ⅰ～Ⅳ層に大別できる。第Ⅰ層は表土で褐色もしくは暗褐色粘性シルトである。第
Ⅱ層は黒色シルト質粘土（Ⅱａ層）と、黒褐色シルト質粘土（Ⅱｂ層）に細分できる。Ⅱａ層上面で検出
した溝跡が存在する。第Ⅲ層は灰黄褐色砂質粘土で、縄文・弥生時代の土器・石器や中世以降の土器・陶
磁器類を含むほか、多くの遺構を本層上面で検出した。第Ⅳ層はにぶい黄橙色～グライ化が進むオリーブ
黄色粘土である。
　２－２区の基本層序は第Ⅰ～Ⅳ層に大別できる。第Ⅰ層は表土で、にぶい黄褐色粘性シルトが堆積する。
第Ⅱ層は旧耕土の可能性が高いにぶい黄褐色砂混シルトで、調査区西側ではにぶい黄褐色砂混シルト（Ⅱ
ａ層）とにぶい黄褐色シルト混砂（Ⅱｂ層）に細分できる。第Ⅲ層は黒褐色シルト混粘土で、２区は本層
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第１節　遺跡の概観と調査の概要

第 10図　遺跡範囲・調査区位置図
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上面において遺構を検出した。第Ⅳ層は褐色粘土である。

参考・引用文献

佐久町教委 2001『佐久西小学校裏遺跡』

佐久町教委 2002『小山寺窪遺跡』

第 11図　土層柱状図

Ⅰa 褐色(10YR4/4) 粘土質シルト。粘性・しまりなし。表土
Ⅰb 暗褐色(10YR3/3) 粘土質シルト。粘性強。しまりあり。鉄分多混
Ⅱa 黒色(10YR2/1) シルト質粘土。粘性強。しまりなし。鉄分多混
Ⅱb 黒褐色(10YR3/1) シルト質粘土。粘性強。しまりなし。グライ化。鉄分混
Ⅲ 灰黄褐色(10YR5/2) 砂質粘土。粘性・しまりなし。50mm礫多混。土器・石器混
Ⅳ にぶい黄橙色 粘土。鉄分混。グライ化
 (10YR6/3)

Ⅰ にぶい黄褐色(10YR5/3) 粘性シルト。粘性弱。しまりなし。表土
Ⅱa にぶい黄褐色(10YR4/3) 砂混シルト。粘性なし。しまり強。旧耕作土？
Ⅱb にぶい黄褐色(10YR4/3) シルト混砂。粘性なし。しまり弱
  Ⅲ層ブロック状に少混。洪水砂？
Ⅲ 黒褐色(10YR2/3) シルト混粘土
Ⅳ 褐色(10YR4/4) 粘土。粘性強。しまり強。地山
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１　概　観
　本遺跡で検出した遺構は、時期的に奈良時代と平安時代以降に分かれる。奈良時代の遺構は須恵器窯跡
で、２－１区のⅠＳ 05 グリッドに位置し（第 12・15 図）、標高 771～771.8 ｍの斜面に構築されていた。一
方、平安時代以降の遺構は１区と２－２～４区にまとまり掘立柱建物跡、溝跡、土坑、被熱部を検出した
（第 12・13・14・16～19 図）。１区と２－２～４区の間（２－１・５・６区）は、地形的には斜面となり、土
坑が散在的に分布する以外に遺構は存在しない。
　遺物は奈良時代の窯跡から出土した須恵器、中世以降の土器・陶磁器類、金属製品、石製品のほか、遺
構の時期としては存在しない縄文時代中期後葉から後期前葉の土器と石器、弥生時代後期から古墳時代前
期の土器が少量出土した。

２　遺　構
　検出した遺構は須恵器窯跡１基、掘立柱建物跡３棟、溝跡 25 条、土坑 168 基、被熱部１基である。以
下、遺構ごとに概観する。
（１）須恵器窯跡
　ＳＫ 222（第 20 図、ＰＬ１）

位置：２－１区。ⅠＳ 05 グリッド。検出：2009（平成 21）年度の県教委による試掘調査で確認し、2010
年度に本調査を実施した。重複関係：なし。埋土：８層堆積で、黒褐色・暗褐色・褐色シルト混粘土など
が堆積する。この内、４層は被熱で硬化・変色した壁や天井の崩落を含み、５・６層は多量の炭・炭化
材を含むほか、多くの遺物が出土した。前庭部から燃焼部にかけて採取した炭№３～８の樹種同定を実
施した結果、全てコナラ属コナラ亜属コナラ節であった（第３節参照）。形状・規模等：半地下式天井架構
式の構造で全長 6.04 ｍ、主軸方向はN47°Eである。焼成部は排煙口方向が削平され、残存部で長さ 2.16
ｍ、幅 1.2～1.3 ｍを測り、排煙口方向へ約 20 度の緩い登り傾斜で立上る。幅は同一幅で移行し、壁から
底面にかけてほぼ全面が被熱する（Ａ－Ｂ・Ｃ－Ｄ・Ｇ－Ｈ断面図のトーン範囲）。燃焼部は長さ 1.72 ｍ、幅
1.3～2.2 ｍで、焼成部との境付近から前庭部に向かって広がる。燃焼部奥側の底面から長さ 120㎝、幅 95
㎝、深さ 20㎝の楕円形を呈する土坑を検出した。前庭部は端部が削平され、プランが不明確になる。残
存部の長さは 2.16 ｍ、幅 1.64～2.48 ｍで、燃焼部との境付近の幅が最も広い。燃焼部から前庭部にかけ
ての底面はほぼ平坦に移行し、端部の壁が約 12 度の角度で立上る。遺物：燃焼部奥側の土坑付近（第 23
図 14）と、前庭部（第 23 図２・６・17・18）で多くの須恵器が出土した。須恵器は胎土に黒曜石を含む点
が特徴であり、歪みや亀裂を生じ、表面が弾け跳ぶ不良品が多い（第２節３（１）参照）。時期：須恵器の
時期により、８世紀初頭から第２四半期と推測する。また、炭№３・６・８を試料とする放射性炭素年代
測定（AMS測定）と残留磁化測定を実施しており、放射性炭素年代測定の結果は須恵器よりも古く整合し
ないが、残留磁化測定では須恵器の年代と整合的な年代が推定された（第３節参照）。
（２）掘立柱建物跡
　ＳＴ 01（第 21 図、ＰＬ１）

位置：１区。ⅠＪ 18・19・23・24 グリッド。検出：基本層序第Ⅲ層上面で検出。発掘当初はＰ１～12 を
柱穴としたが、調査途中でＰ 13～16 を追加しＳＫ 64 をＰ 13、ＳＫ 65 をＰ 14、ＳＫ 66 をＰ 15、ＳＫ 67
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をＰ 16 に振替えた。重複関係：ＳＤ 06 に切られる。埋土：単層でＰ１～13 は黒色粘土が堆積する。土
坑から振替えたＰ 14 はにぶい黄褐色粘土が、Ｐ 15・Ｐ 16 は黒褐色粘土が堆積する。柱痕が明確なもの
は存在しない。形状・規模等：平面形は長方形を呈し、等高線と平行に近い東西方向に長軸をもつ。桁行
7.8 ｍ、梁行 4.8 ｍを測る総柱建物で、Ｐ 10－12 列の西側延長部分に柱穴を確認していないが、建物の構
造上存在したものと考える。その場合、柱間数は桁行・梁行ともに３間である。しかし、Ｐ６－15 列と
Ｐ３－16 列およびＰ９－13 列の間隔はほぼ等しいが、Ｐ３－16 列とＰ 10－12 列の間隔はそれよりも狭
いので、３間×２間で北側に庇が付くとみることもできよう。Ｐ 14 はＰ 15 に隣接し、Ｐ 13－16 列の線
上にあるため柱穴としたが、東側のＰ９－12 列と柱穴の数が合わず、対応する柱穴もないことから不明
確である。Ｐ４・５はやや大形の柱穴で、Ｐ７－10 列とＰ８－11 列の線上からはややずれる。柱穴の形
状は円形・不整円形が多く方形が若干あり、大きさは直径（軸）24～36㎝だが、Ｐ４・９は 40㎝、Ｐ５は
44㎝、Ｐ 16 は 48㎝を測る。柱間の距離は、不明確のＰ 14 を除けば 0.96～2.0 ｍである。遺物：なし。時
期：時期決定の根拠がなく不明だが、ＳＤ 06 に切られるので中世には下らないと推測する。
　ＳＴ 02（第 22 図、ＰＬ１）

位置：１区。ⅠＩ 22・23 グリッド。検出：基本層序第Ⅲ層上面で検出。発掘当初は全ての柱穴をＳＫで
登録したが、調査途中で掘立柱建物跡と判明したことによりＳＫ 30 をＰ１、ＳＫ 38 をＰ２、ＳＫ 40 を
Ｐ３、ＳＫ 39 をＰ５、ＳＫ 55 をＰ６、ＳＫ 32 をＰ７、ＳＫ 34 をＰ８、ＳＫ 36 をＰ９に振替えた。そ
の後、Ｐ４を追加した。重複関係：なし。埋土：Ｐ１・２は掘方の残存状態が悪く不明。Ｐ３～５・７・
９は単層で、Ｐ３～５・７は黒色粘土が、Ｐ９は黒褐色粘土が堆積する。Ｐ６・８は２層で、Ｐ６は黒色
粘土と褐色シルト質粘土が、Ｐ８は黒褐色シルト質粘土と性格不明の土層（記録なし）が堆積する。柱痕
は、Ｐ２の掘方残痕に認められる。形状・規模等：平面形は長方形を呈し、等高線と平行に近い東西方向
に長軸をもつ。桁行 5.7 ｍ、梁行 4.0 ｍを測る総柱建物で、柱間数は桁行・梁行ともに２間である。梁行
方向の中央にあるＰ４・６は、Ｐ１－７列およびＰ３－９列の線上からやや外側へずれる。柱穴の形状は
円形が多く方形が若干あり、大きさは直径（軸）24～40㎝を測る。柱間の距離は 1.76～3.36 ｍだが、桁行
方向ではＰ２－３、Ｐ５－６、Ｐ８－９が 1.88～2.32 ｍ、Ｐ１－２、Ｐ４－５、Ｐ７－８が 3.12～3.36 ｍ
と前者の方が狭い。遺物：なし。時期：時期決定の根拠がなく不明である。
　ＳＴ 03（第 22 図、ＰＬ１）

位置：２－２区。ⅠＸ 11・12 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出。発掘当初は全ての柱穴をＳ
Ｋで登録したが、調査途中で掘立柱建物跡と判明したことによりＳＫ 84 をＰ 14、ＳＫ 85 をＰ８、ＳＫ
87 をＰ４、ＳＫ 88 をＰ２、ＳＫ 89 をＰ６、ＳＫ 90 をＰ 11、ＳＫ 91 をＰ 12、ＳＫ 92 をＰ７、ＳＫ 93
をＰ 10、ＳＫ 94 をＰ１、ＳＫ 116 をＰ３、ＳＫ 117 をＰ５、ＳＫ 124 をＰ 13、ＳＫ 125 をＰ９に振替え
た。重複関係：なし。埋土：黒褐色・暗褐色・褐色粘土が堆積する単層のものが多い。Ｐ１の２層、Ｐ５
の６層、Ｐ 13 の 16 層は柱痕の可能性が高く、Ｐ７は２重の掘方であることから２本柱と考える。形状・
規模：平面形は長方形を呈し、等高線に対して直交に近い北東から南西方向に長軸をもつ。桁行 4.08 ｍ、
梁行 3.36 ｍを測る総柱建物で柱間数は桁行４間、梁行２間である。Ｐ６－８列は、Ｐ１－５列・Ｐ９－
14 列よりも柱穴が１基少ない。Ｐ 13 はＰ 14 に近接し、Ｐ５－14 列の線上付近に位置することから本建
物跡の柱穴としたが、対応する柱穴がなく、Ｐ 13 を柱穴に含めるとＰ１－９列よりも数が多くなるので
不明確である。柱穴は、全体的に柱列の線上に揃わない傾向が認められる。柱穴の形状は円形が多く方形
が若干あり、大きさは直径（軸）16～52㎝を測るが、25㎝前後のものが多い。柱間の距離は、不明確なＰ
13 を除き 0.48～1.92 ｍである。遺物：Ｐ１から鉇１点（第 24 図 15）が出土した。時期：時期決定の根拠
がなく不明確であるが、周辺に中世と推測する土坑が分布するので中世となろうか。
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（３）溝　跡
　溝跡個別の詳細は第７表に示したので、ここでは調査区ごとに溝跡を概観する。
　１区ではＳＤ 01～07 を検出した（第 13・14 図）。ＳＤ 01～03 は第Ⅱ層上面で検出した一帯の溝跡で、
ⅠＭ 04・05、ⅠＮ 01・04・06～09 グリッドに位置する。等高線に対して平行に近い方向へ延び、平面形
は緩やかな弧状を呈する。時期は不明だが、検出面の違いとＳＤ 03 がＳＤ 05 を切る点から、ＳＤ 04～
06 よりも新しい。ＳＤ 04～07 は第Ⅲ層上面で検出した溝跡で、ＳＤ 04・05 はⅠＮ 01・02・06・07 グリ
ッド、ＳＤ 06 はⅠＪ 13・14・18・23 グリッド、ＳＤ 07 はⅠＪ 17・18 グリッドに位置する。ＳＤ 04・
05・07 は等高線に対して平行に近い方向もしくは平行し、ＳＤ 06 は直交してⅠＪ 18 グリッドで平行に
近い方向へ曲がる。各溝跡の時期は不明だが、ＳＤ 06 は土師器甕の破片が出土したので平安時代の可能
性があり、同一面で検出したＳＤ 04・05 にもその可能性がある。また、同一面ではＳＴ 01・02 および多
数の土坑を検出しており、ＳＤ 04～06 と同時期の遺構が存在するものと考える。ＳＤ 07 は、埋土の性質
がほかの溝跡とは異なり、近世の陶磁器破片が出土したので近世以降であろう。
　２区では第Ⅳ層上面において、２－２区でＳＤ 14・17・18 を、２－２・６区でＳＤ 11・12・15・16・
25 ａ・ｂ・26・28～30 を、２－３区でＳＤ 08・09 を、２－４区でＳＤ 21～24 を検出した。
　２－２区ではＳＤ 14・17・18 がⅠＸ６・11・16 グリッドに位置する（第 16・17 図）。ＳＤ 14 は等高線
に対して直交するが、溝跡とするには長さが短い。ＳＤ 17・18 は等高線に対して平行する。ＳＤ 17・18
の北側からⅠＸ 06 グリッドにかけて、ＳＤ 14 のほかＳＴ 03 や多数の土坑が分布し、ＳＤ 14・17・18 と
同時期の遺構が存在すると考える。また、ＳＤ 17・18 が切合うことから、遺構は２時期のものを含むの
であろう。時期は不明だが、ＳＤ 14 の周辺で検出したＳＫ 105・107・142・154 から青磁碗（ＰＬ 12 －
1・２）やかわらけおよび銭貨（第 24 図１～10）が出土したので、ＳＤ 14・17・18 も 13 世紀もしくは中世
と推測する。ただし、ＳＤ 18 はＳＤ 17 を切るのでＳＤ 17 よりは新しい。
　２－３区のＳＤ 08 はⅠＷ 22～24 グリッドに位置し、等高線に対して平行する（第 17 図）。時期は、出
土した古瀬戸四耳壺（ＰＬ 12－３）の時期により 15 世紀と考える。ＳＤ 09 はⅠＷ 17・18 グリッドに位
置し（第 17 図）、等高線に対して直行するが時期は不明である。
　２－４区のＳＤ 21 はⅠＲ 18 グリッドに位置し（第 16 図）、等高線に対して直交するが、時期は不明で
ある。ＳＤ 22～24 はⅠＲ 19・24 グリッドに位置する（第 16 図）。ＳＤ 22・23 は一帯の溝跡で等高線に対
して平行し、ⅠＲ 19 グリッドで直交方向へ曲がる。また、ＳＤ 23 の西側 60～80㎝の位置にＳＤ 24 が平
行する。時期は、ＳＤ 23・24 で出土した内耳土器（ＰＬ 12 －７・８）や銭貨（第 24 図 12・13）の時期によ
り 15 世紀と考える。
　２－２・６区では溝跡がⅠＳ 20・25、ⅠＴ 16・21、ⅠＸ 05・10、ⅠＹ 01・06・07・11・12・16 グ
リッドに纏まる傾向がある（第 18・19 図）。ＳＤ 11・25 ａ・ｂ・26・28 は等高線に対して直交し、ＳＤ
12・15・16・29・30 は平行に近い方向もしくは平行する。ＳＤ 25 ａ・ｂは２条の溝跡が同じ場所で切
合い、その東側の 5.5～5.7 ｍの位置にＳＤ 26 が平行する。また、ＳＤ 25 ａ・ｂと直交する方向でＳＤ
29・30 が切合う。時期は不明確だがＳＤ 12 では銭貨（第 24 図 11）が出土し、ＳＤ 25 ａ・ｂではかわら
け（ＰＬ 12－９～11）と銭貨（第 24 図 14）が出土したので、遺物の時期により中世もしくは 13 世紀と考え
る。さらに、ＳＤ 30 はＳＤ 25 ａに切られるので 13 世紀以前、ＳＤ 29 はＳＤ 25 ａ・ｂを切るので 13 世
紀以降となろう。
（４）土　坑
　土坑は 168 基と数が多いので、個別の詳細を第８表に示した。土坑は１区、２－２区のⅠＳ 21 グリッ
ド付近とⅠＷ 10、ⅠＸ 06・07・11・12・16・17・21・22 グリッド付近の３か所に纏まる。
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第４章　奥日影遺跡

第７表　溝跡一覧表

SD 地区 グリッド／検出面 長さ 幅 深さ 断面形 出土遺物 形状等 備　　　考

01 1 IM04・05
第Ⅱ層上面

4.2 ｍ
以上

34～54
㎝ 10㎝ Ｕ字状 縄文後期土器

破片（混入）
等高線と平行に近い方向へ直
線的に延びる

SD02・03 と一帯の
溝跡。平安以降か

02 1 IM05，IN01・06
第Ⅱ層上面 7ｍ 40～82

㎝ ８㎝ Ｕ字状 黒曜石剝片
（混入）

等高線と平行に近い方向へ直
線的に延びる

SD01・03 と一帯の
溝跡。平安以降か

03 1 IN06～09
第Ⅱ層上面

25 ｍ
以上 60㎝ 20㎝ Ｕ字状

なし 等高線と平行に近い方向へ直
線～緩やかな弧状に延びる

SD01・02 と一帯の
溝跡。SD05 を切る。
平安以降か

04 1 IN01・02
第Ⅲ層上面 3.3 ｍ 24～52

㎝ 28㎝ Ｕ字状 時期不明の土
器破片

等高線と平行に近い方向へ弧
状に延びる

SD05 と対向する。
平安時代か

05 1 IN07
第Ⅲ層上面

2.1 ｍ
以上 60㎝ 40㎝ Ｕ字状

なし SD03 と重複する範囲が広く詳
細不明

SD04 と対向する。
SD03 に切られる。
平安時代か

06 1 IJ13・14・18・23
第Ⅲ層上面

17.5 ｍ
以上

32～76
㎝

６～12
㎝ Ｕ字状

平安時代の土
師器甕破片

等高線と直交方向へ直線的に
延び、IJ18 グリッドで平行に
近い方向へ曲がる。IJ14 グリ
ッドで、再び直交方向に曲が
り、プランが不明確となる

ST01 を切る。
平安時代か

07 1 IJ17・18
第Ⅲ層上面 10.5 ｍ 30～40

㎝
10～16
㎝ Ｕ字状 近世の陶磁器

破片
等高線と平行方向へ直線的に
延びる

近世以降か

08 2-3
IW22・23・24、
ⅢC02・03・04
第Ⅳ層上面

16 ｍ
以上 ４ｍ 80～90

㎝
Ｕ～Ｖ
字状

古瀬戸四耳壺
破片，横刃形
石器（混入）

等高線と平行方向へ直線的に
延びる。東西両側・南壁の広
い範囲が調査区外にある

15 世紀か

09 2-3 IW17・18
第Ⅳ層上面

5.8 ｍ
以上 36㎝ 20～25

㎝ Ｖ字状 なし 等高線と直交に近い方向で直
線的に延びる

11 2-2 IY11・16
第Ⅳ層上面 5.5 ｍ 45～80

㎝ 20㎝ Ｕ字状 石鏃（混入） 等高線と直交方向へ直線的に
延びる。中央付近が蛇行する

12 2-2 IX10，IY06
第Ⅳ層上面 10.4 ｍ 30～160

㎝
５～27
㎝ Ｕ字状

棒状鉄製品，
銭貨，砥石，
黒曜石剝片
（混入）

等高線と平行方向へ直線的に
延び、東側で直交方向に短く
曲がる

中世か

14 2-2 IX06
第Ⅳ層上面 1.8 ｍ 14～40

㎝
５～８
㎝ Ｕ字状 両極石器

（混入）
等高線と直交に近い方向へ短
く延びる

中世か

15 2-2 IY11・12
第Ⅳ層上面 5.5 ｍ 40～80

㎝ ６㎝ Ｕ字状 なし 等高線と平行に近い方向へ直
線的に延びる

16 2-2 IY07
第Ⅳ層上面

7ｍ
以上

36～132
㎝

10～12
㎝ タライ状

なし 等高線と平行に近い方向へ直
線的に延び、途中で等高線と
直交方向に曲がる

17 2-2 IX11・16
第Ⅳ層上面

4.9 ｍ
以上

45～50
㎝

7～12
㎝ Ｕ字状

なし 等高線と平行方向へ直線的に
延び、SD18 との重複部分が途
切れる

SK205・206 を切り、
SD18 に切られる。
中世か

18 2-2 IX16・17
第Ⅳ層上面 3.7 ｍ 34～50

㎝
５～12
㎝ Ｕ字状 なし 等高線と平行に近い方向で直

線的に延びる
SD17 を切る。
中世か

21 2-4 IR18・23
第Ⅳ層上面

3.3 ｍ
以上

30～42
㎝ 20㎝ Ｕ字状 なし 等高線と直交する方向で直線

的に延びる

22 2-4 IR19
第Ⅳ層上面

2.4 ｍ
以上 60㎝ 20㎝ Ｕ字状 黒曜石剝片　

（混入）
等高線と直交方向へ直線的に
延びる

一帯の溝跡。
15 世紀か

23 2-4 IR19・24
第Ⅳ層上面

９ｍ
以上

70～80
㎝ 20㎝ Ｕ字状 内耳土器破片 等高線と平行に近い方向で直

線的に延びる
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第２節　遺構と遺物

　１区ではＳＴ 01・02、ＳＤ 04～07 とともに第Ⅲ層上面で土坑を検出した（第 13・14 図）。ＳＴ 02 の南
東部から西部にかけて、比較的多く認められる。性格は不明だが、掘立柱建物跡の柱穴と同一形状・規模
で柱痕を残すものが存在するため、把握しきれなかった掘立柱建物跡の柱穴を含むものと推測する。ま
た、近世以降の可能性が高いＳＤ 07 を除くＳＤ 04～06 やＳＴ 01・02 と同時期のものが存在すると考え
る。土坑の時期は不明だが、同一面のＳＤ 06 が平安時代の可能性があることから平安時代となろうか。
　２－２区のⅠＳ 21 グリッド付近では、第Ⅳ層上面で土坑を検出した（第 16 図）。性格は不明だが、掘
立柱建物跡の柱穴と同一形状・規模で柱痕を残すものがあることから、把握しきれなかった掘立柱建物跡
の柱穴を含むと推測する。時期は、かわらけ（ＰＬ 12－13～15）が出土したＳＫ 194・199・221 は 13 世紀
と考えるが、そのほかは不明である。土坑の西側には 15 世紀と推測するＳＤ 22～24 が、東側にはやや離
れてはいるが 13 世紀と推測するＳＤ 25 ａ・ｂが位置し、検出面でかわらけが出土したことを考慮すれば、
中世とすることもできよう。
　２－２区のⅠＷ 10、ⅠＸ 06・07・11・12・16・17・21・22 グリッド付近では、ＳＤ 14・17・18 やＳ
Ｔ 03 とともに第Ⅳ層上面で土坑を検出した（第 16・17 図）。土坑はⅠＸ 06 グリッドに多く、南側ほど希
薄となる。性格は不明だが、把握しきれなかった掘立柱建物跡の柱穴を含むと推測する。時期は、青磁碗
（ＰＬ 12－１・２）が出土したＳＫ 105・142 とかわらけが出土したＳＫ 154 は 13 世紀で、ほかは不明であ
る。また、ＳＴ 03 やＳＤ 14・17・18 と同時期の土坑が存在し、ＳＤ 17 とＳＤ 18、ＳＤ 17 とＳＫ 205・
206 などの重複から２時期以上の土坑が存在すると考える。なお、ⅠＸ 06 グリッドで検出したＳＫ 107
では、銭貨 10 点が纏まって出土した（第 24 図参照）。ＳＫ 107 は、ＳＫ 108 に切られるので詳細は不明だ
が、平面形は円形もしくは楕円形で長軸 32㎝以上、短軸 32㎝、深さ 38㎝を測る。断面形は柱穴状を呈し、
掘立柱建物跡の柱穴の可能性もある。本遺跡では、ＳＴ 03 のＰ１でも鉇１点（第 24 図 15）が出土してお
り、この２例は柱穴もしくは柱穴状の土坑に金属製品を埋納した事例として注目したい。
（５）被熱部
　ＳＦ 01（第 19 図）

位置：２－２区。ⅠＹ 21 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出。重複関係：なし。形状・規模
等：直径 15㎝、厚さ（被熱範囲）２㎝の円形を呈する被熱部周辺に 50 × 30㎝の範囲で炭が広がる。遺
物：なし。時期：時期決定の根拠がなく不明である。

SD 地区 グリッド／検出面 長さ 幅 深さ 断面形 出土遺物 形状等 備　　　考

24 2-4 IR19・24
第Ⅳ層上面

10.6 ｍ
以上

26～94
㎝ 18㎝ Ｕ字状

タライ状
銭貨，釘，内
耳土器破片

等高線と平行に近い方向で直
線的に延びる

SD23 に平行する。
15 世紀か

25a

2-2・6
IS20・25，IT16，
IX05・10
第Ⅳ層上面

29.2 ｍ
以上

40～130
㎝

22～26
㎝

Ｕ字状
Ｖ字状

かわらけ，銭
貨，石鏃未製
品・泥岩剝片
（混入）

等高線と直交方向へ直線的に
延びる

SD25a・b が切合い、
25a が 25b を 切 る。
25a は SD30 を切り、
25a・b は SD29 に切
られる。SK254 との
新旧関係は不明。13
世紀か

25b 25.2 ｍ
以上

65～70
㎝

10～15
㎝ Ｕ字状

26 2-2・6 IT16・21，IY01第Ⅳ層上面
14.8 ｍ
以上

32～132
㎝ 20㎝ Ｕ字状 打製石斧（混

入）
等高線と直交方向へ直線的に
延びる。２か所で途切れる

SD25a・b と平行す
る

28 2-6 IT11・16
第Ⅳ層上面 2.5 ｍ 40～80

㎝ 12㎝ Ｕ字状 なし 等高線と直交する方向で直線
的に延びる

29 2-6 IS20，IT16
第Ⅳ層上面 7.4 ｍ 40～60

㎝ 10㎝ Ｕ字状 なし 等高線と平行する方向で直線
的に延びる

SD25a・bを切る。
13 世紀以降か

30 2-6 IT16
第Ⅳ層上面

2.6 ｍ
以上

40～60
㎝ 12㎝ Ｕ字状 なし 等高線と平行に近い方向で直

線的に延びる
SD25a・b に切られ
る。13 世紀以前か
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第４章　奥日影遺跡

第８表　土坑一覧表 長軸の（　）は残存値を示す

番号
位　置

平面形
規　模（㎝）

出土遺物 重複関係 備考
地区 グリッド 長軸 短軸 深さ

002 1 ⅠＮ 01 楕円形 44 27 15
006 1 ⅠＮ 03 円形 24 22 17
007 1 ⅠＭ 05 長方形 28 22 34
011 1 ⅠＮ 03 方形 22 22 19 柱痕有
012 1 ⅠＮ 03 円形 23 20 17
015 1 ⅠＮ 03 方形 28 24 23
017 1 ⅠＨ 25 不整方形 18 17 26
018 1 ⅠＩ 21 楕円形 28 22 42
020 1 ⅠＮ 01 不整方形 24 24 21
021 1 ⅠＮ 01 円形 28 27 14
022 1 ⅠＮ 01 円形 20 19 26
023 1 ⅠＮ 01 楕円形 29 20 18
024 1 ⅠＩ 21 円形 28 28 29
025 1 ⅠＩ 21・22 円形 42 40 30
026 1 ⅠＮ 01・02 長方形 28 22 36
027 1 ⅠＩ 22 方形 32 31 23
033 1 ⅠＮ 03 円形 24 24 19 柱痕有
035 1 ⅠＮ 03 円形 16 16 34
041 1 ⅠＩ 23 円形 20 20 12
042 1 ⅠＩ 23 円形 22 20 18 柱根（杭）残存
044 1 ⅠＩ 23 不整形 88 67 24
045 1 ⅠＮ 03 不整円形 26 22 8
046 1 ⅠＩ 24 楕円形 67 62 9
048 1 ⅠＭ 05 円形 30 26 21
049 1 ⅠＮ 03 楕円形 22 18 24
050 1 ⅠＮ 03 不整方形 37 24 25
051 1 ⅠＮ 03 楕円形 28 22 28
053 1 ⅠＮ 03 円形 29 26 24
054 1 ⅠＮ 04 方形 28 26 12
056 1 ⅠＮ 03 円形 16 16 26
057 1 ⅠＩ 24 不整形 190 54 19 溝状を呈する
061 1 ⅠＪ 22 長方形 22 18 16
062 1 ⅠＪ 22 長方形 48 40 25
070 1 ⅠＪ 19 楕円形 38 26 14
072 1 ⅠＮ 03 楕円形 27 19 27
074 1 ⅠＮ 03 不整方形 30 30 15
075 2-2 ⅠＸ 16 円形 20 20 16
076 2-2 ⅠＸ 16 円形 26 22 15
077 2-2 ⅠＸ 16 円形 17 16 18
078 2-2 ⅠＸ 16 円形 24 21 17
079 2-2 ⅠＸ 16 円形 20 20 26
080 2-2 ⅠＸ 22 楕円形 44 36 14
081 2-2 ⅠＸ 16 円形 30 26 29
082 2-2 ⅠＸ 12 円形 23 20 44
083 2-2 ⅠＸ 22 楕円形 32 24 20
086 2-2 ⅠＸ 11 円形 22 18 23
095 2-2 ⅠＸ 11 円形 20 18 22
096 2-2 ⅠＸ 06 方形 22 22 35
097 2-2 ⅠＸ 11 楕円形 24 16 17
098 2-2 ⅠＸ 06・11 不整形 40 40 22
099 2-2 ⅠＸ 06 楕円形 32 24 20
100 2-2 ⅠＸ 11 円形 20 20 33
102 2-2 ⅠＸ 12 不整円形 28 24 22
103 2-2 ⅠＸ 06 円形 20 17 16
104 2-2 ⅠＸ 06 円形 24 21 50
105 2-2 ⅠＸ 06 長方形 38 28 41 青磁（ＰＬ 12-１）
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第２節　遺構と遺物

番号
位　置

平面形
規　模（㎝）

出土遺物 重複関係 備考
地区 グリッド 長軸 短軸 深さ

106 2-2 ⅠＸ 16 方形 30 28 37

107 2-2 ⅠＸ 06 楕円形？ （32） 32 38 銭貨 10 点
（第 24 図、ＰＬ 12） ＳＫ 108 に切られる

108 2-2 ⅠＸ 06 円形 22 20 42 ＳＫ 107 を切る
110 2-2 ⅠＸ 21 楕円形 26 20 18
111 2-2 ⅠＸ 17 楕円形 36 26 44 柱痕有
112 2-2 ⅠＸ 11 円形 28 26 26
113 2-2 ⅠＸ 07 楕円形 22 18 21
114 2-2 ⅠＸ 12 楕円形 34 28 22
115 2-2 ⅠＸ 12 円形 26 24 34
118 2-2 ⅠＸ 11 不整楕円形 32 22 19
119 2-2 ⅠＸ 06 方形 20 20 35
120 2-2 ⅠＸ 06 円形 20 18 22
121 2-2 ⅠＸ 06 円形 24 21 20
122 2-2 ⅠＸ 06 円形 20 20 25
123 2-2 ⅠＸ 06 円形 22 20 36 柱痕有
126 2-2 ⅠＸ 11 円形 28 24 40
127 2-2 ⅢＥ 01 円形 54 46 25 ＳＫ 128 を切る
128 2-2 ⅢＥ 01 楕円形 （68） 50 24 ＳＫ 127 に切られる
129 2-2 ⅠＸ 25 円形 50 44 20
130 2-2 ⅠＷ 15 楕円形 20 16 18
131 2-2 ⅠＷ 10，ⅠＸ 06 楕円形 26 20 37
132 2-2 ⅠＷ 10 方形 26 22 39
133 2-2 ⅠＸ 06 円形 30 26 35
134 2-2 ⅠＸ 06 円形 24 24 14
135 2-2 ⅠＸ 06 円形 30 26 31
136 2-2 ⅠＸ 06 楕円形 38 26 21 柱痕有
137 2-2 ⅠＷ 10，ⅠＸ 06 楕円形 30 24 40
138 2-2 ⅠＸ 06 楕円形 24 18 17
139 2-2 ⅠＷ 10 円形 24 22 29 柱痕有
140 2-2 ⅠＸ 06 方形 22 22 24
141 2-2 ⅠＸ 06 円形 20 18 19
142 2-2 ⅠＷ 10 不明 （46） 38 36 青磁（ＰＬ 12-２） 調査区外へ続く
143 2-2 ⅠＸ 06 円形 28 24 26
144 2-2 ⅠＸ 06 円形 27 25 23
145 2-2 ⅠＸ 06 円形 22 22 24
146 2-2 ⅠＸ 06 楕円形 30 20 28
147 2-2 ⅠＸ 06 円形 28 26 42
148 2-2 ⅠＷ 10 不整円形 28 28 39
149 2-2 ⅠＸ 06 楕円形 66 48 25
150 2-2 ⅠＸ 06 不整円形 22 20 19
151 2-2 ⅠＸ 06 楕円形 16 12 19
152 2-2 ⅠＸ 06 楕円形 28 22 40 柱痕有
153 2-2 ⅠＸ 01 楕円形 28 20 33 柱痕有
154 2-2 ⅠＸ 01 長方形 44 36 47 かわらけ
155 2-2 ⅠＸ 06 長方形 20 16 39
156 2-2 ⅠＸ 06 楕円形 36 28 38
157 2-2 ⅠＸ 06 楕円形 38 28 21
158 2-2 ⅠＸ 06 長方形 36 30 36
159 2-2 ⅠＸ 06 不整円形 20 18 22
160 2-2 ⅠＸ 06 長方形 28 22 47
161 2-2 ⅠＸ 01 方形 20 20 14
162 2-2 ⅠＸ 06・07 楕円形 98 78 13
164 2-2 ⅠＸ 06 不整円形 20 20 18
165 2-2 ⅠＸ 06 円形 24 24 32
166 2-2 ⅠＸ 06 不整円形 40 40 27
167 2-2 ⅠＸ 06 不整形 47 36 32
169 2-2 ⅠＷ 10，ⅠＸ 06 円形 44 38 60
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第４章　奥日影遺跡

番号
位　置

平面形
規　模（㎝）

出土遺物 重複関係 備考
地区 グリッド 長軸 短軸 深さ

170 2-2 ⅠＸ 06 方形 32 30 21
171 2-2 ⅠＷ 10 不整方形 25 17 19
172 2-2 ⅠＷ 10，ⅠＸ 06 楕円形 28 22 30
173 2-2 ⅠＸ 06 円形 60 58 20
174 2-2 ⅠＳ 21 円形 22 20 20 柱痕有
175 2-2 ⅠＸ 11 円形 19 18 25 柱痕有
176 2-2 ⅠＸ 06 楕円形 22 18 28
177 2-2 ⅠＸ 07 不整円形 30 26 28
178 2-2 ⅠＸ 06 不整円形 26 22 33
180 2-2 ⅠＳ 21 円形 28 26 31
181 2-2 ⅠＳ 21 方形 20 20 30 柱痕有
184 2-2 ⅠＳ 21 円形 26 24 17
185 2-2 ⅠＳ 21 円形 26 23 24
186 2-2 ⅠＳ 21 円形 23 23 35
187 2-2 ⅠＳ 21 楕円形 32 26 33
188 2-2 ⅠＸ 06 楕円形 26 21 37
189 2-2 ⅠＷ 05 楕円形 32 22 22
190 2-2 ⅠＸ 01 円形 28 26 23
191 2-2 ⅠＸ 01 楕円形 28 20 15
192 2-2 ⅠＸ 01 楕円形 40 26 28
193 2-2 ⅠＳ 21 円形 22 20 18
194 2-2 ⅠＳ 21 円形 26 22 34 かわらけ（ＰＬ 12-13）
195 2-2 ⅠＳ 21 方形 26 22 28
196 2-2 ⅠＳ 21 円形 30 30 22
197 2-2 ⅠＳ 21 楕円形 26 20 38
198 2-2 ⅠＸ 11 楕円形 32 22 49
199 2-2 ⅠＳ 21 楕円形 37 22 26 かわらけ（ＰＬ 12-14） 柱痕有
200 2-2 ⅠＳ 21 円形 30 30 32
201 2-2 ⅠＳ 21 楕円形 34 22 15
202 2-2 ⅠＳ 21 円形 22 22 19
203 2-2 ⅠＳ 21，ⅠＸ 01 方形 26 22 17
205 2-2 ⅠＸ 16 方形 22 22 19 ＳＤ 17 に切られる
206 2-2 ⅠＸ 11 円形 25 25 26 ＳＤ 17 に切られる
207 2-2 ⅠＸ 11 楕円形 24 18 21
214 2-2 ⅠＳ 23 円形 20 18 34
215 2-2 ⅠＳ 23 円形 18 18 27
217 2-2 ⅠＸ 02 楕円形 22 18 19
218 2-2 ⅠＹ 01 楕円形 38 27 29
219 2-2 ⅠＹ 01 円形 26 24 21
220 2-2 ⅠＸ 06 円形 18 16 60
221 2-2 ⅠＳ 21 楕円形 22 18 27 かわらけ（ＰＬ 12-15）
228 2-1 ⅠＮ 22 円形 26 26 19
230 2-1 ⅠＮ 22 楕円形 42 34 38
238 2-4 ⅠＷ 04 円形 24 24 14
241 2-4 ⅠＷ 04 楕円形 24 20 13
242 2-4 ⅠＷ 09 楕円形 78 56 21
243 2-2 ⅠＳ 16・21 円形？ （26） 26 37 ＳＫ 250 に切られる
245 2-2 ⅠＳ 16・17 円形 30 28 33
246 2-2 ⅠＳ 17 円形 30 30 18
247 2-2 ⅠＳ 17 方形 32 30 40 柱痕有
248 2-2 ⅠＳ 18 円形 40 34 49
250 2-2 ⅠＳ 16 楕円形 20 16 26 ＳＫ 243 を切る
253 2-2 ⅠＳ 25，ⅠＴ 21 楕円形 60 49 37

254 2-2 ⅠＳ 20 方形 20 20 16 ＳＤ 25ａと重複する
が新旧関係は不明

256 2-2 ⅠＴ 16 楕円形 23 17 21 ＳＤ 29 と重複するが
新旧関係は不明
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第２節　遺構と遺物

第 12図　遺構分布全体図
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第４章　奥日影遺跡

第 13図　遺構分布部分拡大図（１）
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第２節　遺構と遺物

第 14図　遺構分布部分拡大図（２）
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第４章　奥日影遺跡

第 15図　遺構分布部分拡大図（３）
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第２節　遺構と遺物

第 16図　遺構分布部分拡大図（４）
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第４章　奥日影遺跡

第 17図　遺構分布部分拡大図（５）
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第２節　遺構と遺物

第 18図　遺構分布部分拡大図（６）
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第４章　奥日影遺跡

第 19図　遺構分布部分拡大図（７）
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第２節　遺構と遺物

第 20図　ＳＫ 222　遺構図

1 黒褐色(10YR2/3)
シルト混粘土。粘性・しまり強
2～3mm黄褐色粘土10%・5mm焼土2%・5mm炭化物1%混
2 黒褐色(10YR3/2)
シルト混粘土。粘性・しまり強
5～10mm黄褐色粘土1%・5mm焼土5%混
3 暗褐色(7.5YR3/4)
シルト混粘土。粘性・しまり強
2～3mm黄褐色粘土3%・5～10mm焼土10%混
4 褐色(19YR1/4)
砂混礫層。粘性無・しまり強。大形礫混
被熱により硬化・変色した壁・天井部の崩落主体
5 暗褐色(7.5YR3/4)
シルト混粘土。粘性・しまり強
2～3mm黄褐色粘土3%・5～10mm焼土10%混
炭化材・遺物出土
6 暗褐色(7.5YR3/4)
シルト混粘土。粘性・しまり強
2～3mm黄褐色粘土3%・5～10mm焼土10%・多量の炭混
炭化材・遺物出土
7 黒褐色(10YR2/3)
シルト混粘土。粘性強・しまり弱。多量の炭混
8 褐色(10YR1/4)
シルト・砂混礫層。粘性弱・しまり強
5mm礫・炭・焼土混
9 土坑埋土
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第４章　奥日影遺跡

第 21図　ＳＴ 01　遺構図

 1 黒色(10YR2/1) 粘土。粘性・しまり強。鉄分40%・灰褐色粘土20%混
 2 黒色(10YR2/1) 粘土。粘性・しまり強。にぶい黄褐色粘土30%混
 3 黒色(10YR2/1) 粘土。粘性・しまり強。にぶい黄褐色粘土30%・黒褐色粘土20%斑に混。鉄分10%混
 4 黒色(10YR2/1) 粘土。粘性・しまり強。鉄分40%・にぶい黄褐色粘土30%混
 5  黒色粘土50%・にぶい黄褐色粘土50%混在。大礫２個・鉄分混
 6 黒色(10YR2/1) 粘土。褐色粘土40%斑に混(下部中心)。50mm礫１個・鉄分混
 7 黒色(10YR2/1) 粘土。粘性・しまり強。鉄分40%・灰黄褐色粘土20%・5mm礫１個混
 8 黒色(10YR2/1) 粘土。粘性・しまり強。にぶい黄褐色粘土30%・礫１個混。鉄分多混
 9 黒色(10YR2/1) 粘土。粘性・しまり強。鉄分30%・灰黄褐色粘土10%混
 10 黒色(10YR2/1) 粘土。粘性・しまり強。2～3mm礫20%・灰黄褐色ブロック20%・鉄分混
 11 黒色(10YR2/1) 粘土。粘性・しまり強。2～20mm礫10%・鉄分混
 12 黒色(10YR2/1) 粘土。粘性・しまり強。鉄分混
 13 黒色(10YR2/1) 粘土。粘性・しまり強。灰黄褐色粘土10%混。鉄分多混
 14 黒色(10YR2/1) 粘土。黒褐色粘土混在。鉄分40%混
 15 にぶい黄褐色(10YR4/3) 粘土。粘性・しまり強。鉄分混
 16 黒褐色(10YR2/3) 粘土。粘性・しまり強。暗褐色粘土ブロック20%・鉄分20%混
 17 黒褐色(10YR2/2) 粘土。粘性・しまり強。暗褐色粘土ブロック(上部右隅)・5mm褐色粘土20%混
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第 22図　ＳＴ 02・03　遺構図

ST02

ST03

1 黒色(10YR2/1)   
 粘土。粘性・しまり強。2～30mm礫10%・
 黄褐色砂質シルト10%混
2 黒色(10YR2/1)　 
 粘土。粘性・しまり強。2mm礫10%・
 黄褐色シルト質粘土(上部)・礫２個混
3 黒色(10YR2/1)　 
 粘土。粘性・しまり強灰黄褐色粘土ブロッ
 ク20%・2mm礫10%混
4 黒色(10YR2/1)　 
 粘土。粘性・しまり強2～30mm礫30%混
5 褐色(10YR4/4)　 
 シルト質粘土。2mm礫多混地山か
6 黒色(7.5YR2/1)  
 粘土。黒褐色粘土20%・礫混
7 黒褐色(10YR2/2) 
 シルト質粘土。粘性・しまり強。
 2～10m礫20%・褐色シルト質粘土混
8 土層注記不明
9 黒褐色(10YR2/2)
 粘土。粘性強まり極強。2～20m礫10%混
 褐色土粒少混
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  1  黒褐色(10YR2/3)   シルト質粘土。粘性強。しまりあり。均質
  2  暗褐色(10YR3/3)   シルト混粘土。粘性強。しまりあり。褐色粘土ブロック多混
  3  黒褐色(10YR2/3)   シルト混粘土。しまりあり。均質
  4  黒褐色(10YR2/3)   シルト混粘土。粘性強。しまりあり。5mm褐色粘土少混
  5  黒褐色(10YR2/3)   シルト混粘土。粘性強。しまりあり。15mm黄褐色粘土多混
  6  黒褐色(10YR2/3)   シルト混粘土。粘性強。しまりあり。均質
  7  褐色　(10YR4/4)   シルト混粘土。粘性強。しまりあり。ブロック主体。２層土少混
  8  黒褐色(10YR2/3)   シルト混粘土。粘性強。しまりあり。焼土粒微混。均質
  9  黒褐色(10YR2/3)   シルト混粘土。粘性強。しまりあり。均質
10  暗褐色(10YR3/3)   シルト混粘土。粘性強。しまりあり。褐色粘土ブロック多混
11  黒褐色(10YR2/3)   シルト混粘土。粘性強。しまりあり。部分的に褐色粘土混。19層に類似
12  黒褐色(10YR2/3)   シルト混粘土。粘性強。しまりあり。10mm褐色粘土混。焼土粒微混
13  黒褐色(10YR2/3)   シルト混粘土。粘性強。しまりあり。5mm褐色粘土・10mm以上褐色粘土混
14  黒褐色(10YR2/3)   シルト混粘土。粘性強。しまりあり。5mm褐色粘土混。13層に類似
15  黒褐色(10YR2/3)   シルト混粘土。粘性強。しまりあり。1～2mm褐色土粒混
16  黒褐色(10YR2/3)   シルト混粘土。粘性強。しまりあり。10mm褐色粘土混
17  褐色　(10YR4/4)   シルト混粘土。粘性強。しまりあり。褐色粘土ブロック主体
18  暗褐色(10YR3/3)   シルト混粘土。粘性強。しまりあり。褐色粘土ブロック多混
19  黒褐色(10YR2/3)   シルト混粘土。粘性強。しまりあり。部分的に褐色粘土混。1～2mm焼土粒微混
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３　遺　物
　本遺跡では遺構出土もしくは遺構に関わる遺物として奈良時代の須恵器、中世以降の土器・陶磁器類、
金属製品、石製品が出土したほか、遺構としては存在しない縄文時代中期後葉から後期前葉の土器・石器
と、弥生時代後期から古墳時代前期の土器が出土した。
（１）奈良時代の須恵器（第 23 図１～23、ＰＬ 11）

　須恵器窯跡のＳＫ 222 より出土した遺物である。窯体内に遺棄された製品のため歪み、亀裂のあるもの、
表面が弾け跳んだもの、降灰したもの、窯体の一部が付着したものなど不良品がほとんどである。焼成は
良好で硬く灰色を呈するが、黒色の自然釉が掛かるものも多い。胎土には黒曜石砕片を含み、被熱の少な
い瓶類内面では黒曜石砕片そのものが観察でき（ＰＬ 11）、内外面ともに高温となる蓋・杯・盤など小型
品では黒曜石が解けて滓分となって噴出している。
　１は小口径の半球形を呈するかえりのある蓋で、口縁端部が焼けひずみで反りかえる。２～５は天井面
にナデまたは手持ちヘラ削りを施す蓋であるが、端部の屈曲が弱く鈕が付けられた痕跡がない。環状鈕の
蓋のように、逆転させて皿として使用することも想定していたと考える。内面の口縁部だけに降灰してい
るものもあり、逆位で重ね焼きしていたと考える。６は古墳時代的な半球状を呈する杯であるが、底面は
手持ちヘラで削りを施し平坦である。焼成時の内外の温度差で、全体が内面と外面に剝離している。７～
10 は盤状の坏で、底部を欠く７・10 も高台が付されていたと推測する。７は歪みのある体部破片から推
定復元した口径であり、法量による器種分化とするには不確実である。底部の残存する８・９は、底面に
回転ヘラ削りを施し、底面端に断面台形の高台が付く。11～13 は高台付盤で、丸底気味の 12 は高めの高
台が底面端よりかなり内側、平底気味の 13 には低い高台が底面の端近くに付くことから、高台を欠く 11
も高めの高台が付されていたと推測する。いずれも口唇部が外側に張り出し、上端に平坦面を成す。11
は接合した破片によって還元状態が異なり、窯内で割れた後に異なる環境状態にあったか、一部の破片だ
け再加熱を受けたものと考える。14～17・19 は長頸瓶で、口縁部は大きく開き、端部が上下に伸びてＴ
字状になる。頸部は基部外径とほぼ同大の胴開口部上に、環状の粘土板を貼りつけて開口部を絞ってから
頸部を接合する、２段接合となっている。胴部は丸みを帯びるが、中央よりやや上に最大径をもち、この
部分が若干角張り気味となる。底面は回転ヘラ削りを施し平坦で、底面端にハノ字形に開く断面台形の
高台が付く。18 は横瓶胴部で、外面は平行叩きで、平行線の中に細かい木目が見られる。内面はナデ消
されるが、当て具輪郭の可能性のある長さ１㎝ほどの弧状の沈線が２か所にみられる。20 は口縁部の小
片であるが、厚手で推定口径が 40.0㎝と大型の鉢である。内面は横ナデだが、外面は縦にヘラ削りを施す。
21～23は甕で、口縁部の21は横ハケ後櫛描波状文が施文され、胴部の22・23は外面が平行叩きされるが、
内面はナデ消される。須恵器の時期は、８世紀初頭から第２四半期と考える。
（２）中世の土器・陶磁器類（ＰＬ 12）

　小破片が多いため、写真図版のみを掲載した。１・２は 13 世紀の龍泉窯蓮弁文の青磁碗で、１はＳＫ
105、２はＳＫ 142から出土した。３～５は 15世紀の古瀬戸である。３は四耳壺の肩部と推測するもので、
漬掛けもしくは流掛けにより釉を施す。ＳＤ 08から出土した。４は卸皿で口縁上部のみに釉を施す。２－
１区から出土した。５は天目茶碗でⅠＳ 20グリッドから出土した。６は 13世紀後半から 14世紀の中津川
甕もしくは壺で、２－２区から出土した。７・８は 15世紀の内耳土器で７はＳＤ 23、８はＳＤ 24から出
土した。９～15は 13世紀の非ロクロ整形のかわらけで、内外面の口縁部から体部上半は円周方向のナデ調
整、外面の体部下半から底部は指頭圧痕、見込み部は直径方向のナデ調整を施す。９～11はＳＤ 25、12は
遺構外、13はＳＫ 194、14 はＳＫ 199、15 はＳＫ 221 から出土した。そのほか掲載していないが、２－１
区で７・８と同様の内耳土器２点、ＳＫ 154 と２－２区で９～15 と同様のかわらけ３点が出土している。
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第 23図　奈良時代の須恵器
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（３）近世以降の陶磁器類
　実測図・写真ともに掲載していないが、18～19 世紀以降の陶磁器類破片（伊万里筒型碗・碗・鉢・皿・瓶
類、瀬戸美濃碗・皿・徳利・擂鉢、肥前碗など）が出土した。全て小破片である。
（４）金属製品・石製品（第 24 図１～17、第９表、ＰＬ 12）

　１～14 は銭貨で、個別の詳細は第９表のとおりである。15 は鉇で、身部の先端部と頸部の端部を欠損
する。身部は三角状で反りをもち、頸部は断面形が方形を呈する。長さ 14.7㎝、身部の最大幅 1.8㎝、頸
部幅 0.8㎝を測る。掘立柱建物跡ＳＴ 03 の柱穴（Ｐ１）から出土したものである。金属製品は、このほか
に用途不明の板状鉄製品、キセル、釘（ＰＬ12①：ＳＤ24出土、②：遺構外出土）、棒状鉄製品（ＰＬ12③：
遺構外出土）が出土している。棒状鉄製品は両端部を欠き不明確だが、曲がった釘の可能性もある。
　16・17 は砥石である。16 は断面形が薄板状を呈し、１面に使用痕が残る。石材は凝灰岩で、ＳＤ 12 か
ら出土した。17 は断面形が方形を呈し、表裏面・両側面および下面に使用痕が残る。石材は砂岩と推測
しており、２－２区で出土した。
第９表　銭貨一覧表

図版
番号 PL 台帳

番号
出土
位置

取上№
層位等 銭　種 書体 王朝名 初鋳年 残存率

外径
上下
（㎜）

外径
左右
（㎜）

厚さ
（㎜）

重量
（ｇ） 備　　　　　考

24-1 12 2-1 ＳＫ 107 埋土中 熈寧元寶 篆書 北宋 1068 ほぼ
完形 （24.0）（23.4） 1.5 2.51 10 枚重なって錆着。上か

ら１番目（10/10）

2 12 2-2 ＳＫ 107 埋土中 紹聖元寶 行書 北宋 1094 完形 23.3 22.9 1.6 3.04 10 枚重なって錆着。上か
ら２番目（9/10）

3 12 2-3 ＳＫ 107 埋土中 紹聖元寶 行書 北宋 1094 完形 23.9 23.7 1.6 3.65 10 枚重なって錆着。上か
ら３番目（8/10）

4 12 2-4 ＳＫ 107 埋土中 開元通寶 ― 唐 621 完形 23.9 23.6 1.5 3.42

10 枚重なって錆着。上か
ら４番目（7/10）裏面右
側が文字であれば会昌５
（845）年補鋳の「会昌開
元（紀地銭）」の可能性有

5 12 2-5 ＳＫ 107 埋土中 天禧通寶 真書 北宋 1017 ほぼ
完形 （24.0） 24.0 1.5 3.47 10 枚重なって錆着。上か

ら５番目（6/10）

6 12 2-6 ＳＫ 107 埋土中 皇宋通寶 篆書 北宋 1038 ほぼ
完形 24.3 （24.4） 1.6 3.15 10 枚重なって錆着。上か

ら６番目（5/10）

7 12 2-7 ＳＫ 107 埋土中 元豊通寶 篆書 北宋 1078 ほぼ
完形 （23.9） 24.5 1.5 3.69 10 枚重なって錆着。上か

ら７番目（4/10）

8 12 2-8 ＳＫ 107 埋土中 祥符通寶 ― 北宋 1008 完形 25.8 25.3 1.4 3.94 10 枚重なって錆着。上か
ら８番目（3/10）

9 12 2-9 ＳＫ 107 埋土中 紹聖元寶 行書 北宋 1094 完形 24.9 24.7 1.6 3.86 10 枚重なって錆着。上か
ら９番目（2/10）

10 12 2-10 ＳＫ 107 埋土中 開元通寶 ― 唐 621 完形 24.9 24.7 1.3 2.48
10 枚重なって錆着。上か
ら 10 番目（1/10）
背上月

11 4 ＳＤ 12
（ＩＹ 06）№ 1 聖宋元寶 篆書 北宋 1101 9/10 （21.8） 23.4 1.4 1.38

12 5 ＳＤ 24 北側底部
付近 元祐通寶 篆書 北宋 1093 ほぼ

完形 24.1 24.1 1.6 2.77

13 6 ＳＤ 24 Ⅲ層中 宋通元寶 ― 北宋 960 ほぼ
完形 23.2 （22.8） 1.2 1.92 若干反る

14 7 ＳＤ 25 北側底面 開元通寶 ― 唐 621 4/5 24.9 24.9 1.3 1.75

※法量の項における〈　〉は復元値、（　）は残存値を示す
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（５）その他の時代の遺物
　縄文土器、弥生時代後期から古墳時代前期の土器（第 25 図１～３、ＰＬ 12）

　１・２はＳＤ 25 埋土に混入して出土した縄文土器である。１は胴部で、縦位沈線の脇に斜位・「く」の
字状の沈線を描く。中期後葉の郷土式であろうか。２は口縁部で口唇部直下に隆帯を貼付し、上部に横位
沈線を描く。後期前葉の堀之内１式と考える。３は遺構外で出土した、弥生時代後期から古墳時代前期の
土器である。甕の口縁部から頸部で、折返し口縁の外面に横位方向の櫛描羽状文を描く。
　石　器（第 26 図１～13、ＰＬ 12）

　１～４は凹基無茎鏃で、４は基部の深度が浅い。石材は１～３が黒曜石、４がチャートである。５は石
鏃未製品と考えるもので、加工剝離が粗く厚手である。石材はチャートである。６はスクレイパーで、片
面からの加工剝離により削器的な刃部を作出する。石材は黒曜石である。７は横刃形石器で、背側（上
部）に片面からの加工剝離を施し、刃部側（下部）には使用痕の可能性が高い微細な剝離が連続して残る。
石材は泥岩である。８～11は打製石斧で、形状は９が撥形、それ以外は短冊形を呈する。石材は８が不明
確だが泥岩、９～11 は黒色安山岩である。12 は磨製石斧で、石材は緑色凝灰岩と推測する。13 は自然面
を打面とした剝片剝離が多く認められる。石核としたいが礫器の可能性もある。石材はホルンフェルスで
あろう。全て遺構外、もしくは他時期の遺構埋土に混入して出土した。

第 24図　金属製品、石製品
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第 26図　縄文時代の石器

第 25図　縄文土器・弥生後期～古墳前期の土器
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第３節　自然科学分析

　奥日影遺跡では自然科学分析として、放射性炭素年代測定（AMS測定）、残留磁化測定による年代推定、
樹種同定、黒曜石産地推定分析を実施しており、以下にその結果を報告する。各分析の詳細については、
DVDに収録した。

１　放射性炭素年代測定分析（AMS測定）
　須恵器窯跡ＳＫ 222 より採取した炭化材片について、分析を株式会社加速器分析研究所に委託した。分
析試料は燃焼部から採取した２点（第 20 図：炭№３・８）と、前庭部から採取した１点（第 20 図：炭№６）

で、目的は放射性炭素年代測定分析（AMS測定）により得た年代と窯跡から出土した須恵器の年代を比較
し、窯跡の操業年代を推測することにある。
　測定の結果、各試料の暦年代範囲における最小値と最大値は炭№３（IAAA-101502）が 356calAD-

533calAD、炭№６（IAAA-101503）が553calAD-637calAD、炭№８（IAAA-10504）が553calAD-638calAD
で、炭№３が古く、炭№６・８はほぼ同一の年代であった。しかしながら、出土した須恵器の年代は８世
紀初頭から第２四半期と考えており、分析結果と須恵器の年代は整合しない。

２　残留磁化測定による年代推定
　須恵器窯跡ＳＫ 222 の底面に広がる被熱部の熱残留磁化測定を、株式会社パレオ・ラボに委託した。目
的は残留磁化測定で推定された年代と、放射性炭素年代測定分析（AMS測定）の年代および窯跡から出土
した須恵器の年代を比較し、窯跡の操業年代を推測することにある。
　測定の結果、推定された年代はAD600－740 年で、７世紀から８世紀第２四半期とすることができる。
この年代は、放射性炭素年代測定（AMS測定）で得た年代よりも新しく、８世紀初頭から第２四半期と考
える須恵器の年代とは整合する部分がある。

３　樹種同定
　須恵器窯跡ＳＫ 222 より採取した炭化材片について、分析をパリノサーヴェイ株式会社に委託した。分
析試料は前庭部から採取した４点（第 20 図：炭№４～７）と燃焼部から採取した２点（第 20 図：炭№３・
８）で、目的は燃料材と推測する炭化材の樹種を同定することにある。
　結果は、６点全てがコナラ属コナラ亜属コナラ節に同定された。分析報告では、コナラの木材は重硬
で強度が高く薪炭材としては優良な部類に入り、火付きは悪いが持続性があり、須恵器のような還元焔
（炎）で焼成する燃料材としては適材とされた。

４　黒曜石産地推定分析
　本遺跡から出土した黒曜石について産地を推定するため、エネルギー分散蛍光Ｘ線分析法による黒曜石
産地推定分析を元沼津工業高等専門学校の望月明彦氏に委託した。分析試料の黒曜石は、出土した 56 点
から 46 点を抽出した。内訳は原石が 37 点、石鏃が６点、スクレイパーが２点、両極石器が１点で、未実
施の 10 点は剝片類である。原石としたものは地山に含まれていた黒曜石で、その多くは小形で表面に磨
滅が認められる。一方、石器は検出面で出土したものと、ほかの時期の遺構埋土に混入していたものであ
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り、時期は特定できない。ただし、遺構外から縄文時代中期後葉～後期前葉の土器が出土しているので
（第２節３（５）参照）、そうした時期のものを含む可能性はある。分析試料の詳細は、一覧表をDVDに収
録した。
　分析結果は、46 点中３点が産地不明もしくは分析不可であった。分析可能な 43 点は蓼科冷山の範囲に
32 点、74.42％がプロットされ、以下、諏訪星ヶ台が７点で 16.28％、蓼科擂鉢山が２点で 4.65％、和田土
屋橋西と和田鷹山が各１点で 2.33％となった。産地別では、蓼科冷山および蓼科擂鉢山の範囲にプロット
されたものは全て原石で、諏訪星ヶ台は７点中６点が石鏃、１点が両極石器、和田土屋橋西と和田鷹山の
各１点はスクレイパーであった。この結果、原石は遺跡近隣の蓼科エリアに全てプロットされていること
から、地山に含まれていた自然石として矛盾はない。一方、石器には蓼科エリアは存在せず、諏訪エリア
と和田エリア（ＷＤ）にプロットされた黒曜石で製作されたものと判明した。

第４節　小　結

　今回の調査では奈良時代の須恵器窯跡と、平安時代・中世の掘立柱建物跡、溝跡、土坑を検出した。以
下、時期ごとに遺構を概観することで小結としたい。
　奈良時代の須恵器窯跡は２－１区で１基を検出した。時期は８世紀初頭から第２四半期と推測するもの
で、南佐久地域においては初見である。調査区内ではほかに窯跡が検出できなかったことから、単独操業
の可能性もあろう。出土した器種は蓋、坏、高台付坏、高台付盤、長頸瓶、横瓶、鉢、甕で、つまみが付
かない蓋など特殊なものも存在する。歪みや亀裂が生じ表面が弾け跳ぶなど、不良品がほとんどで、窯体
内へ遺棄されたものの可能性が高い。須恵器は胎土に黒曜石粒を含み、亀裂や破損はその黒曜石粒が被熱
し発砲したことによるものである。本窯跡で焼かれた須恵器の供給先は不明だが、黒曜石粒を胎土に含む
須恵器の分布を精査すれば、その手掛かりを得ることができよう。さらに、本遺跡周辺は地山に黒曜石を
含む地域で、須恵器生産に関わる工房や粘土採掘坑がそうした地域に存在する可能性は高いと考える。
　平安時代の可能性がある遺構は、１区でＳＤ 06 を検出した。ＳＤ 06 に切られるＳＴ 01 も、ＳＤ 06 よ
りは古いが平安時代の可能性もある。ＳＤ 06 の周辺には、ＳＴ 01 や溝跡および多数の土坑が分布し、Ｓ
Ｄ 06 と同時期の遺構がそこに存在する可能性は高いが、時期決定の根拠がなく不明確である。
　中世の可能性がある遺構は、２－２～４・６区で多数の土坑を検出した。土坑は２－２区の東側を中心
に分布する傾向がみられるが、遺構個別では時期を明らかにし得なかったものも多い。また、同一範囲に
あるＳＤ 14・17・18 およびＳＴ 03、隣接する２－４区で検出したＳＤ 22～24、さらにやや離れてはいる
が２－３区のＳＤ 08、２－２・６区の東側で検出したＳＤ 12・25 ａｂ・26・29・30 なども中世と考える。
時期は 13 世紀と 15 世紀の遺物が出土していることに加え、遺構に切り合い関係が認められる点から、２
時期以上の遺構が存在するのであろう。
　最後にⅠＸ 06 グリッドで検出したＳＫ 107 と、ⅠＸ 12 グリッドで検出したＳＴ 03 に触れる。ＳＫ
107 は形状・規模が柱穴状を呈するもので、埋土から銭貨 10 点がまとまって出土した。また、ＳＴ 03 の
Ｐ１では鉇１点が出土した。この２例は意味するところは不明だが、柱穴もしくは柱穴状の土坑に金属製
品を埋納した事例と捉えておく。
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第５章　小山寺窪遺跡

第１節　遺跡の概観と調査の概要

１　遺跡の概観
　小山寺窪遺跡は、南佐久郡佐久穂町の旧佐久町高野町地区に所在する（第 27 図）。この地域は八ヶ岳起
源のローム層が厚く堆積した台地上にあり、小山寺窪遺跡はこうした台地緩斜面上に位置する。これまで
の主な調査履歴は、佐久南部広域営農団地農道整備事業の実施に伴い、今回の調査地点の西側において佐
久町教育委員会が発掘調査を実施し、平安時代の竪穴建物跡２軒と中世を主体とする五輪塔群を検出した
（町教委 2002）。周辺部には津金寺があったという伝承が残り、津金寺との関係が検討されている。
　周辺遺跡の状況は、小山寺窪遺跡と同じ台地上に佐久西小学校裏遺跡があり、町教委の発掘調査では縄
文時代後期の土器捨て場や屋外埋甕、平安時代の竪穴建物跡などが検出された（町教委 2001）。また、北
沢川の最下位段丘には、国内最大といわれる「北沢の大石棒」が現地に保存されている。中部横断道に伴
う埋文センターの発掘調査では、小山寺窪遺跡の北側に所在する奥日影遺跡で南佐久地域では初見となる
奈良時代の須恵器窯跡のほか、中世以降の掘立柱建物跡、溝跡、土坑などを調査した（第４章参照）。

２　調査の概要と経過
　小山寺窪遺跡は当初、中部横断道予定地は埋蔵文化財包蔵地の範囲外であったが、隣接地ということ
で 2007（平成 19）年度に県教委が試掘調査を実施した。その結果、遺構が検出されたことにより、中部横
断道建設予定地も包蔵地の範囲内とされ、2008～2011 年度に本調査を実施するに至った（第 27 図）。各年
度の調査区・面積は、2008 年度が１区で面積 4,200㎡、2009 年度が２・３区で面積 13,610㎡、2010 年度
が１・２区の一部と５・６区で面積 4,220㎡、2011 年度が２区に残されていた鉄塔部分で面積 150㎡とな
る。各地区では平安時代と中世の遺構を検出したほか、１区の低地部では中世以降の水田面２面を確認し
た。また、検出面やほかの時期の遺構埋土に混入して、旧石器時代のナイフ形石器や縄文時代の遺物が若
干出土した。

３　基本層序
　基本層序は第Ⅰ～Ⅳ層に大別される（第 28 図）。第Ⅰ層は現耕作土など、調査区全体の表土を一括する。
第Ⅱ層は造成土および旧水田土で、ａ～ｃに細分される。第Ⅲ層は１区の低地部に存在し、中世以降の水
田跡２面を検出した。ⅢａおよびⅢｂ－１～12 層に細分される（第 57 図）。第Ⅳ層は遺跡全体のいわゆる
地山となる褐色砂礫混粘土で、遺構の検出面は第Ⅳ層上面である。なお、ＳＫ 185 では土壌分析試料のサ
ンプリングに伴い、第Ⅴ層黒褐色（Hue2.5Y3/2）砂混シルト質粘土まで掘り抜いた（第 55 図）。

参考・引用文献

佐久町教育委員会 2002『小山寺窪遺跡　伝承の寺跡および鎌倉時代～室町時代の墓群の調査』
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第 27図　遺跡範囲・調査区位置図
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第 28図　調査区配置図・土層柱状図
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第２節　遺　構

　今回の調査では竪穴建物跡・竪穴状遺構 17 軒、掘立柱建物跡 13 棟、杭・柵列１条、溝跡 21 条、被熱
部１基、土坑 1059 基、水田跡２面を検出した（第 29～43 図）。

１　竪穴建物跡・竪穴状遺構
　ＳＢ 01（第 44 図、ＰＬ５）

位置：１区。ⅢＰ 10、ⅢＱ 06 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：ＳＢ 05 を
切ると考えるが、かく乱を受け不明確な点が残る。埋土：単層。形状・規模：不整の長方形で北西―南東
方向 4.2 ｍ、北東―南西方向 3.2 ｍを測る。床・壁：掘方を整え床面とする。壁は深さ 20㎝で斜めに立ち
上がる。柱穴：円形もしくは楕円形で直径（長軸）20～48㎝、深さ 18～48㎝を測るＰ１～ 10 を検出した。
南西壁にある深さ 40㎝以上のＰ１・２・８と、北東壁コーナーにあるやや小形のＰ３が主柱穴となろう
か。周溝・カマド・その他の施設：検出できなかったが、柱穴としたＰ１～ 10 の中にその他の施設を含
む可能性はある。遺物：刀子１点（第 61 図１）が出土した。時期：不明だが、ＳＢ 05 よりは新しい。
　ＳＢ 02（第 44 図、ＰＬ５）

位置：１区。ⅢＧ 25、ⅢＨ 21、ⅢＬ 06、ⅢＭ 01 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重
複関係：なし。埋土：６層が堆積する。壁際から床面にかけて５・６・８層が断面三角状に堆積する。そ
の上部に４層赤褐色粘土質シルト（焼土ブロック）が堆積し、４・５層および上部の１・２層に多くの炭
化材を含むことから、埋没過程にある窪地（５層上部）で火が焚かれたものと推測する。１層で多くの遺
物が出土し、火が焚かれた後の窪地へ廃棄された可能性が高い。１層で採取した炭№４、２層で採取した
炭№５、４層で採取した炭№６の樹種同定を実施した結果、全てコナラ属コナラ亜属コナラ節であった
（第４節参照）。形状・規模：方形で北東―南西方向 4.3 ｍ、北西―南東方向 3.8 ｍを測る。床・壁：床全体
に貼床を施す。壁は深さ 40～50㎝で斜めに立ち上がる。柱穴：検出できなかった。周溝：コーナー付近
を除く北西壁と、南西壁から南壁コーナー付近で幅８～12㎝、深さ８㎝の周溝を検出した。カマド：北東
壁中央からやや東側へ寄った位置に、石組みカマドの袖石・支脚の抜取り痕と煙道の残痕を検出した。カ
マド右側では、袖石の一部と推測する礫が出土した。その他の施設：性格不明だが、カマド右側の東壁
コーナー付近で長軸 76㎝、短軸 64㎝、深さ 15㎝を測る楕円形の土坑Ｐ１を検出した。遺物：埋土１層か
らの出土が多く、須恵器坏・高台付埦・片口鉢、黒色土器坏・皿、土師器甕、三足土器（第 58 図１～24）

が北西壁際を主体に出土した。そのほか、刀子と砥石（第 62 図１）が出土している。時期：不明確だが、
１層で出土した遺物の時期が９世紀前葉なのでそれ以前と推測する。炭№４・５・６を試料とする放射性
炭素年代測定（AMS測定）の結果では、それぞれ８世紀前半～９世紀末葉、７世紀後半～８世紀後葉、７
世紀後半～９世紀初頭の年代を得た（第４節参照）。
　ＳＢ 05（第 44 図、ＰＬ５）

位置：１区。ⅢＱ 06 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：ＳＢ 01 に切られると
考えるが、かく乱を受け不明確な点が残る。埋土：単層。形状・規模：台形で北東―南西方向 2.4 ｍ以上、
北西―南東方向 2.6 ｍを測る。床・壁：掘方を整え床面とする。貼床や硬化面は確認できなかった。壁は
深さ８～10㎝で斜めに立ち上がる。柱穴：円形もしくは楕円形で直径（長軸）16～36㎝、深さ 10～48㎝
のＰ１～10 を検出したが不明確である。柱痕をもつＰ７や、比較的深いＰ１～３が候補となろうか。周
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溝：検出できなかった。カマド：検出できなかった。その他の施設：不明確だが、Ｐ１～ 10 にその他の
施設に関わる土坑を含む可能性はある。遺物：なし。時期：不明だが、ＳＢ 01 よりは古い。
　ＳＢ 07（第 45 図、ＰＬ５）

位置：２区。ⅢＦ 23・24 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：なし。埋土：３
層が堆積する。壁際に断面三角形状の３層が堆積し、その上部を１・２層が埋積する。３層は地山のブロ
ックを多量に含み、人為的な埋戻し土の可能性がある。形状・規模：方形で北東―南西方向 4.2 ｍ、北西
―南東方向 3.8 ｍを測る。床・壁：掘方を整え床面とする。貼床や硬化面は確認できなかった。壁は深さ
40㎝で斜めに立ち上がる。柱穴：検出できなかった。周溝：壁際全体に幅５～15㎝、深さ３～10㎝を測る
周溝を検出した。カマド：北西壁中央よりやや北側へ寄った位置に、石組みカマドを検出した。支脚と左
右両側の袖石が残存していた。その他の施設：性格不明だが、カマド右側から北壁コーナーにかけて長軸
96㎝、短軸 64㎝、深さ 25㎝で楕円形を呈するＰ１と、直径 40㎝、深さ 64㎝で円形を呈するＰ２を検出し
た。遺物：カマド内部とＰ１・２から須恵器甕、黒色土器坏・埦・高台付埦・鉢、土師器坏・皿・甕が出
土した（第 58 図 25～37）。カマドでは黒色土器を支脚に伏せていた（第 58 図 25）。時期：出土した遺物の
時期をもって、９世紀中葉と考える。
　ＳＢ 08（第 45 図）

位置：２区。ⅢＦ 25 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：なし。埋土：単層。
地山のブロックを多量に含むことから、人為的な埋戻しの可能性がある。形状・規模：隅丸方形で南北方
向は推定 2.2 ｍ、東西方向 1.8 ｍを測る。床・壁：掘方を整え床面とする。貼床や硬化面は確認できなか
った。壁は深さ５～８㎝で斜めに立ち上がる。南壁は削平され残存しない。柱穴・周溝・カマド・その他
の施設：検出できなかった。遺物：なし。時期：時期決定の根拠がなく不明である。
　ＳＢ 09（第 32 図）

位置：２区。ⅢＢ 06・07 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：ＳＴ 06 に切ら
れる。埋土：単層。形状・規模：西壁の一部から南壁コーナー付近のみが残存する。壁の残存部がＳＴ
06 のＰ２・３列とＰ３・４列に重なるので、ＳＴ 06 に伴う掘込みの可能性もある。床・壁：床の詳細は
不明だが、貼床や硬化面は確認できなかった。壁は深さ２～６㎝で斜めに立ち上がる。柱穴：長軸 36㎝、
深さ 28㎝を測る楕円形のＰ１を検出したが、Ｐ１は重複するＳＴ 06 の柱穴の可能性もある。周溝・カマ
ド・その他の施設：検出できなかった。遺物：なし。時期：不明だが、ＳＴ 06 よりは古い。
　ＳＢ 10（第 46 図、ＰＬ５）

位置：３－３区。ⅡＯ 19・20 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：なし。埋
土：単層。形状・規模：方形で、北東―南西方向、北西―南東方向ともに 4.0 ｍを測る。床・壁：掘方を
整え床面とする。貼床や硬化面は確認できなかった。壁は深さ 10㎝で斜めに立ち上がる。柱穴：不明確
だが円形で直径 35㎝、深さ 24㎝を測るＰ１を柱穴と考えたい。周溝：なし。カマド：北東壁中央よりや
や東側で、袖部を粘土質シルトで構築するカマドを検出した。内部から、天井部を構築していた可能性
がある礫が出土した。その他の施設：性格不明だが、北壁コーナー付近で検出した直径 56㎝、深さ 15㎝
を測る円形のＰ２、南壁コーナー付近で検出した長軸 112㎝、短軸 48㎝、深さ 24㎝を測る楕円形のＰ４、
カマドの東側で検出した直径 84㎝、深さ 16㎝を測るＰ５をその他の施設に関わる土坑と推測する。Ｐ４
周辺からＰ４内部にかけて白色粘土塊が出土し、Ｐ４では白色粘土塊の上部に偏平礫が置かれていた。遺
物：須恵器坏・甕、黒色土器坏・埦・甑、土師器甕・甑・円筒形土器が出土した（第 59 図 38～59）。特に、
カマド内部とカマドの両側、竪穴建物跡の中央部が多い。また、鎹もしくは釘が出土した。時期：出土し
た遺物の時期をもって、９世紀前葉と考える。
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　ＳＢ 12（第 45 図、ＰＬ５）

位置：３－３区。ⅢＴ 13・18・19 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：ＳＫ
1903～1921 に切られる。ＳＫ 1093～1921 は、調査段階ではＳＢ 12 の柱穴とされたが、不明確なため整
理段階でＳＫに登録した。ただし、この中にＳＢ 12 の柱穴が存在する可能性はある。埋土：２層が堆積
する。２層が床面から壁にかけて堆積し、上部を１層が埋積する。形状・規模：南側が削平され不明確だ
が、残存部からすれば方形か。東西方向 6.6 ｍ、南北方向が残存部で 3.4 ｍを測る。床・壁：掘方を整え
床面とする。壁は 28㎝で斜めに立ち上がる。柱穴：上記のとおり、ＳＫとしたものにＳＢ 12 の柱穴を含
む可能性はある。周溝・カマド・その他の施設：検出できなかった。遺物：黒色土器坏と須恵器甕および
中世陶磁器（須恵質擂鉢、常滑甕、中津川甕、白磁皿、ＰＬ 15）のほか、砥石３点（第 62 図２～４）が出土し
た。時期：出土した遺物の新しい時期をもって、13 世紀後半～14 世紀と考える。
　ＳＢ 17（第 46 図）

位置：３－３区。ⅢＫ 23 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：なし。埋土：単
層。形状・規模：削平され不明確だが方形と考える。北西―南東方向 3.0 ｍ、北東―南西方向の残存部で
2.4 ｍを測る。床・壁：床は不明確で凹凸が残る。壁は深さ 10㎝程度で斜めに立ち上がる。柱穴・周溝・
カマド：検出できなかった。その他の施設：性格不明だが方形で長・短軸 48㎝、深さ 32㎝を測るＰ１を
検出した。また、直径40㎝の被熱部を検出したが火処であろうか。遺物：黒色土器坏・埦が出土した（第
59 図 60・61）。時期：出土した遺物の時期をもって、９世紀代と考える。
　ＳＢ 18（第 41 図）

位置：３－３区。ⅡＴ 15 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：ＳＫ 1177～
1180・1182 に切られると考えるが不明確である。埋土：単層。形状・規模：形状は不明、規模は残存部
で北東―南西方向 3.2 ｍ以上、北西―南東方向 1.2 ｍ以上を測る。床・壁：１層下部を床面としたが明
確ではない。床面に炭の集中範囲が認められた。壁は深さ 15㎝で斜めに立ち上がる。柱穴・周溝・カマ
ド・その他の施設：検出できなかった。遺物：土師器甕の小破片が出土した。時期：出土した遺物の時期
をもって、平安時代と考える。
　ＳＢ 20（第 47 図、ＰＬ６）

位置：５区。ⅠＱ 21、ⅠＶ 01 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：ＳＢ 22 を
切り、ＳＤ14ａに切られる。ＳＢ21・ＳＤ14ｂとの重複関係は不明である。埋土：単層。形状・規模：
方形で南北方向 4.5 ｍ以上、東西方向 4.5 ｍを測る。床・壁：掘方を整え床面とする。貼床や硬化面は確
認できなかった。壁は深さ 20㎝で斜めに立ち上がる。南壁はＳＤ 14 ａに切られて残存していない。柱
穴：不明確だが、直径（長軸）16～50㎝、深さ８～40㎝を測るＰ１～10 を検出した。周溝・カマド・その
他の施設：柱穴としたＰ１～10 の中に、その他の施設に関わる土坑を含む可能性はある。遺物：土師器
坏と灰釉陶器および中世土器・陶磁器（かわらけ、青磁碗、山茶碗片口鉢、ＰＬ 15）のほか、砥石１点（第
62 図５）が出土した。時期：出土した遺物の新しい時期をもって、13 世紀後半～14 世紀と考える。
　ＳＢ 21（第 47 図、ＰＬ６）

位置：５区。ⅠＶ 01 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：ＳＤ 14 ｂに切られる。
近接するＳＢ 20 との関係は不明である。埋土：２層が堆積する。床面に８層（第 47 図）が堆積し、その
上部を７層が埋積する。形状・規模：長方形で東西方向 6.0 ｍ、南北方向 2.0 ｍを測る。床・壁：掘方を
整え床面とする。貼床や硬化面は確認できなかった。壁は深さ 15～25㎝で斜めに立ち上がる。柱穴・周
溝・カマド：検出できなかった。その他の施設：性格不明だが円形で直径 28㎝、深さ 12㎝程度のＰ１を
検出した。遺物：土師器甕と須恵器甕および中世陶磁器（中津川甕、ＰＬ 15）が出土した。時期：不明確
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だが出土した遺物の新しい時期をもって、13 世紀後半～14 世紀と考える。
　ＳＢ 22（第 47 図、ＰＬ６）

位置：５区。ⅠＱ 21・22、ⅠＶ 01・02 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：
ＳＢ 20、ＳＤ 13・14 ａに切られる。埋土：４層が堆積する。５・６層（第 47 図）が床面から壁際に薄く
堆積し、上部を３・４層が埋積する。形状・規模：不整円形で直径 4.0 ｍを測る。床・壁：掘方を整え床
面とする。貼床や硬化面は確認できなかった。壁は深さ 60～70㎝で擂鉢状を呈する。柱穴・周溝・カマ
ド・その他の施設：検出できなかった。遺物：土師器坏・甕、黒色土器埦、須恵器甕、中世土器・陶磁器
（かわらけ、青磁碗、ＰＬ 15）が出土した。時期：不明確だが 13世紀後半～14世紀のＳＢ 20、ＳＤ 13・14ａ
に切られる点と、遺物の新しい時期を考慮し、13世紀後半～14世紀またはそれ以前と考える。
　ＳＢ 23（第 48 図、ＰＬ５）

位置：５区。ⅠＶ 01・06 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：なし。埋土：単
層。形状・規模：不整方形で南北方向 3.0 ｍ、東西方向 2.0 ｍを測る。床・壁：掘方をそのまま床面とす
る。平坦ではなく凹凸が認められる。壁は深さ 10㎝程度で斜めに立ち上がる。柱穴：円形・楕円形を呈
し直径（長軸）20～42㎝、深さ８～28㎝を測るＰ１～７を検出した。Ｐ１・２・４・７が壁際に、Ｐ２－
４列とＰ１－７列の中心線上にＰ５・６がある。深さは東壁際のＰ１が 24㎝、Ｐ４が 28㎝だが、それに
対応する西壁際のＰ２・７は８㎝程度と浅い。周溝・カマド：なし。その他の施設：性格不明だが、北東
壁コーナーから直角に曲がる長さ 3.8 ｍ、幅 16～24㎝、深さ 10㎝の溝跡を検出した。遺物：中世陶磁器
（青磁碗、第 59 図 62）が出土した。時期：不明確だが遺物の時期から、13 世紀後半～14 世紀と考える。
　ＳＢ 24（第 48 図）

位置：５区。ⅠＶ 07 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：なし。埋土：単層。
形状・規模：不明確だが方形か。規模は残存部で東西方向 2.0 ｍ以上、南北方向 1.5 ｍ以上を測る。床・
壁：貼床や硬化面は確認できなかった。壁は深さ 10㎝程度で斜めに立ち上がる。柱穴：円形で直径 22～
34㎝、深さ８～28㎝を測るＰ１～４を検出したが、ＳＢ 24 に伴うものかは明確ではない。周溝・カマ
ド・その他の施設：検出できなかったが、Ｐ１～４にその他の施設に関わるものを含む可能性はある。遺
物：なし。時期：時期決定の根拠がなく不明である。
　ＳＢ 26（第 48 図、ＰＬ６）

位置：５区。ⅠＰ 20、ⅠＱ 16 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：ＳＫ 1644・
1893 に切られる。埋土：３層が堆積する。３層が床面に堆積し、その上部を１・２層が埋積する。形
状・規模：円形で直径 3.5 ｍを測る。床・壁：掘方をそのまま床面とするが、平坦ではなく凹凸が残る。
貼床や硬化面は確認できなかった。壁は深さ 20～38㎝で擂鉢状を呈する。柱穴・周溝・カマド・その他
の施設：検出できなかった。遺物：中世陶磁器（青磁碗・中津川甕）が出土した。時期：不明確だが出土
した遺物の時期をもって、13 世紀後半から 14 世紀と考える。
　ＳＢ 28（第 49 図、ＰＬ６）

位置：３－３区。ⅢＦ 22、ⅢＫ 02 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：ＳＤ 22
に切られる。埋土：単層。形状・規模：方形で北西―南東方向 4.0 ｍ以上、北東―南西方向 4.0 ｍを測る。
床・壁：掘方を埋戻し（３層）、整えて床面とする。壁は深さ 15㎝程度で斜めに立上る。柱穴：円形で直
径 60㎝、深さ 14㎝を測るＰ３と、北西壁外にある円形で直径 28㎝、深さ 28㎝のＰ１、円形で直径 36㎝、
深さ 18㎝のＰ２を柱穴と推測する。周溝：南西壁際で検出した。カマド：北西壁の中央付近で、袖部を
粘土で構築するカマドを検出した。カマド内部とカマド右側で、天井部の構築材と考える礫が出土した。
その他の施設：性格は不明だが、カマド右側で楕円形を呈し長軸 1.2 ｍ、短軸 60㎝、深さ 20㎝を測るＰ
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４を検出した。遺物：カマド内部を主体に黒色土器坏・埦、土師器坏・埦・甕が出土した（第 60 図 65～
71）。時期：出土遺物の時期をもって、９世紀中葉と考える。

２　掘立柱建物跡、杭・柵列
　ＳＴ 02（第 50 図、ＰＬ６）

位置：２区。ⅢＡ 18・23・24 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：なし。埋
土：単層～３層堆積で柱痕が残る。形状・規模：長方形を呈し、等高線と平行に近い南北方向に長軸をも
つ。桁行 7.7 ｍ、梁行 3.5 ｍを測る側柱建物で、柱間数は桁行４間、梁行１間である。ただし、梁行方向
にあるＰ５・６がやや内側へずれるので、桁行３間の可能性もある。柱穴の形状は円形で直径 24～40㎝、
深さ 20～51㎝を測る。柱間の距離は桁行方向で 1.6～1.8 ｍ、梁行方向で 3.2～3.4 ｍだがＰ４・５間は 1.4
ｍ、Ｐ６・７間は1.2ｍ、Ｐ５・６間は2.5ｍである。遺物：なし。時期：時期決定の根拠がなく不明だが、
９世紀代と推測するＳＤ 08 と桁行方向が平行するので９世紀代となろうか。また、ＳＴ 03～05 の桁行方
向がＳＤ 08 と平行し、ＳＴ 02 と等間隔で並列する点から、ＳＴ 03～05 と同時期の可能性を考えたい。
　ＳＴ 03・ＳＡ 02（第 50 図、ＰＬ６）

位置：２区。ⅢＡ 19・20 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：ＳＫ 753 と重複す
るが、新旧関係は不明である。また、Ｐ５－７列と平行するＳＡ 02をＳＴ 03 の付属施設と推測する。埋
土：ＳＴ 03、ＳＡ 02ともに単層もしくは２層堆積で、柱痕が残る。形状・規模：ＳＴ 03は平面形が長方
形を呈し、等高線と平行に近い南北方向に長軸をもつ。桁行 4.8 ｍ、梁行 3.6 ｍを測る側柱建物で、Ｐ４
に対応する柱穴を検出していないが、建物の構造上、柱間数は梁行・桁行２間と推測する。柱穴の形状は
円形で直径 28～40㎝、深さ 25～48㎝を測る。柱間の距離は桁行方向のＰ２・３間とＰ５・６間が 2.5 ｍで、
Ｐ１・２間は 1.6 ｍ、Ｐ６・７間は 1.4 ｍとやや狭い。梁行方向はＰ３・４間が 1.4 ｍ、Ｐ４・５間が 1.5
ｍである。ＳＡ 02は円形を呈し直径 24～40㎝、深さ 10～24㎝を測る３基の柱穴が直線的に並び、ＳＴ 03
のＰ５－７列とは 80㎝の距離を置いて平行する。遺物：Ｐ６で砥石１点が出土した（第 62 図８）。時期：
時期決定の根拠がなく不明確だが、９世紀代と推測するＳＤ 08 とＳＴ 03 の桁行方向が平行し、ＳＡ 02
がＳＤ 08 に面していることから、９世紀代となろうか。また、ＳＴ 02・04・05 の桁行方向がＳＤ 08 と
平行し、ＳＴ 03 と等間隔で並列する点から、ＳＴ 02・04・05 と同時期の可能性を考えたい。
　ＳＴ 04（第 51 図、ＰＬ６）

位置：２区。ⅢＢ 11・16 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：ＳＫ 816 と重複
するが新旧関係は不明である。埋土：単層。形状・規模：長方形を呈し、等高線と平行に近い南北方向に
長軸をもつ。桁行 5.5 ｍ、梁行 2.5 ｍを測る側柱建物で、柱間数は桁行３間、梁行１間である。Ｐ５－７
列の延長上で柱穴を検出していないが、建物の構造上存在したものと考える。柱穴の形状は円形で直径
20～32㎝、深さ 17～31㎝を測る。柱間の距離は桁行方向で 1.4～1.9 ｍ、梁行方向で 1.8～2.2 ｍを測る。遺
物：なし。時期：時期決定の根拠がなく不明確だが、９世紀代と推測するＳＤ 08 と桁行方向が平行する
点から、９世紀代となろうか。また、ＳＴ 02・03・05 の桁行方向がＳＤ 08 と平行し、ＳＴ 04 と等間隔
で並列する点から、ＳＴ 02・03・05 と同時期の可能性を考えたい。
　ＳＴ 05（第 51 図、ＰＬ６）

位置：２区。ⅢＢ 06・07・11・12 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：なし。
埋土：単層もしくは２層で柱痕が残る。形状・規模：長方形を呈し、等高線と平行に近い南北方向に長軸
をもつ。桁行 3.8 ｍ、梁行 3.3 ｍを測る側柱建物で、柱間数は桁行・梁行ともに２間である。柱穴の形状
は円形で直径24～28㎝、深さ15～37㎝を測る。柱間の距離は桁行方向のＰ１・２間とＰ６・７間が1.4ｍ、
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Ｐ２・３間とＰ５・６間が 2.2 ｍ、梁行方向はＰ１・８間、Ｐ３・４間、Ｐ４・５間が 1.5 ｍ、Ｐ７・８
間が 1.6 ｍとほぼ等しい。規模は若干小さいが、ＳＴ 03 と構造が類似する。遺物：なし。時期：時期決
定の根拠がなく不明確だが、９世紀代と推測するＳＤ 08 と桁行方向が平行する点から９世紀代となろう
か。また、ＳＴ 02～04 の桁行方向がＳＤ 08 と平行し、ＳＴ 05 と等間隔で並列する点から、ＳＴ 02～04
と同時期の可能性を考えたい。
　ＳＴ 06（第 52 図、ＰＬ７）

位置：２区。ⅢＢ 01・02・06・07 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：ＳＢ 09
を切ると考える。しかし、ＳＢ 09 の残存部プランがＳＴ 06 のＰ２～４と重なるため、ＳＢ 09 はＳＴ 06
に伴う掘り込みの可能性もある。埋土：単層もしくは２層で、Ｐ１～３・５・６・８・９には柱痕が残る。
形状・規模：長方形を呈し、等高線と直交に近い南北方向に長軸をもつ。桁行 4.2 ｍ、梁行 3.8 ｍを測る
総柱建物で、柱間数は桁行・梁行ともに２間と考えるが、Ｐ５－６列の中央がかく乱の影響から、柱穴が
検出できなかった。柱穴の形状は円形で直径 20～36㎝、深さ 16～36㎝を測る。柱間の距離は桁行方向が
1.6～2.0 ｍ、梁行方向が 1.3～2.0 ｍを測る。遺物：なし。時期：時期決定の根拠がなく不明だが、ＳＢ 09
を切るのであればＳＢ 09 よりは新しい。
　ＳＴ 07（第 52 図、ＰＬ７）

位置：２区。ⅢＧ 16・21 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：ＳＫ 703 と重複
するが、新旧関係は不明。埋土：単層。形状・規模：方形を呈し、等高線と平行に近い東西方向に長軸を
もつ。桁行 2.7 ｍ、梁行 2.6 ｍを測る側柱建物で、柱間数は桁行・梁行ともに１間である。柱穴の形状は
円形で直径 30㎝前後、深さ 11～20㎝を測る。柱間の距離は桁行方向のＰ１・２間が 2.1 ｍ、Ｐ３・４間
が 2.4 ｍ、梁行方向のＰ１・３間が 1.7 ｍ、Ｐ２・４間が 1.9 ｍを測る。本遺跡では、柱間１間×１間の
建物跡はＳＴ 07 のみである。遺物：なし。時期：時期決定の根拠がなく不明である。
　ＳＴ 08（第 52 図、ＰＬ７）

位置：３－１区。ⅡＹ 21・22 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：なし。埋
土：単層。形状・規模：長方形を呈し、等高線と直行に近い北東―南西方向に長軸をもつ。桁行 4.4 ｍ、
梁行 4.0 ｍを測る総柱建物で、柱間数は桁行３間、梁行２間である。柱穴形状は円形もしくは楕円形で直
径（長軸）16～44㎝、深さ８～24㎝を測る。柱間の距離は桁行 0.9～1.8 ｍ、梁行 1.5～1.8 ｍで、桁行はＰ
４・６間、Ｐ５・８間がほかよりも狭い。遺物：なし。時期：時期決定の根拠がなく不明だが、ＳＴ 09
と桁行方向が同一であることから同時期の可能性がある。
　ＳＴ 09（第 53 図）

位置：３－１区。ⅣＤ 04・05 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：ＳＫ 882・
889・893・901・902 と重複するが、新旧関係は不明である。埋土：単層。形状・規模：長方形を呈し、
等高線と直行に近い北東―南西方向に長軸をもつ。桁行 6.6 ｍ、梁行 4.0 ｍを測る総柱建物で柱間数は桁
行４間、梁行２間である。ただし、Ｐ３・11 とＰ 10・12 間の間隔が狭く桁行３間、梁行２間で庇などの
施設が付くとみることもできよう。Ｐ２－９列の中間やＰ４－７列の延長上に柱穴を検出していないが、
建物の構造上存在したものと考える。柱穴の形状は円形もしくは楕円形で直径（長軸）24～40㎝、深さ 15
～35㎝を測る。柱間の距離はＰ３・11 間、Ｐ 10・12 間を除き桁行 1.6～1.8 ｍ、Ｐ３・11 間が 0.4 ｍ、Ｐ
10・12 間が 0.3 ｍで、梁行は 1.4～1.5 ｍ、Ｐ 11・12 間が 3.3 ｍを測る。遺物：なし。時期：時期決定の根
拠がなく不明だが、ＳＴ 08 と桁行方向が同一であることから同時期の可能性がある。
　ＳＴ 10（第 53 図、ＰＬ７）

位置：３－１区。ⅡＸ 25、ⅡＹ 21、ⅣＤ 05、ⅣＥ 01 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。
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重複関係：ＳＫ 945・ＳＫ 946 と重複するが、新旧関係は不明である。埋土：単層もしくは２層が堆積す
る。形状・規模：長方形を呈し、等高線と平行に近い北西―南東方向に長軸をもつ。桁行4.4ｍ、梁行4.0
ｍを測る側柱建物で、柱間数は桁行２間、梁行１間である。柱穴の形状は円形もしくは楕円形で直径（長
軸）26～36㎝、深さ 14～32㎝を測る。柱間の距離は桁行 1.8～2.0 ｍ、梁行 3.6～3.8 ｍを測る。遺物：なし。
時期：時期決定の根拠がなく不明である。
　ＳＴ 11（第 53 図）

位置：２区。ⅢＢ 18・19 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：なし。埋土：単
層。形状・規模：長方形を呈し、等高線の方向から若干西側へずれる北西―南東方向に長軸をもつ。桁行
5.5 ｍ、梁行 3.4 ｍを測る総柱と推測する建物跡で、柱間数は桁行２間、梁行２間である。Ｐ７－８列上
に柱穴を検出していないが、建物の構造上存在したと考える。梁行方向のＰ１－３列では、Ｐ２の位置が
突出する。柱穴の形状は円形もしくは楕円形で直径（長軸）20～40㎝、深さ８～24㎝を測る。柱間の距離
は桁行 2.4㎝、梁行 0.5～0.7 ｍを測る。遺物：なし。時期：時期決定の根拠がなく不明である。
　ＳＢ 14（第 54 図、ＰＬ７）

位置：３－３区。ⅡＯ 23、ⅡＴ 03 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：ＳＫ
1402 に切られＳＢ 15 を切ると推測するが、Ｐ 12・23 がＳＢ 15 の柱穴とすればＳＢ 15 とは重複関係が
ない。埋土：柱穴は単層、周溝は不明である。形状・規模：削平が著しく不明確だが、Ｌ字形の溝跡と柱
穴Ｐ１～23 で構成すると考える。ＳＢを付したが、掘方の有無は不明である。桁行方向がＰ２－22 列・
Ｐ４－19 列、梁行方向がＰ２－４列・Ｐ 22－19 とすればＳＢ 14 は長方形を呈し、等高線と直交する北
東―南西方向に長軸をもち、桁行 3.6 ｍ、梁行 2.5 ｍを測る。しかし、Ｐ５・23 をＳＢ 14 の柱穴とした
場合、その長さは 5.4 ｍで、桁行方向よりも長い。溝跡は長さ 3.4 ｍ、幅 16～36㎝、深さ 10㎝で、Ｐ１
－４列やＰ５－23 列と平行する。床面とすべきか不明だが、溝跡の内側は堅緻である。火処はない。遺
物：なし。時期：時期決定の根拠がなく不明だが、ＳＢ 15 を切れば 13 世紀後半以降と推測する。ＳＢ
15とは隣接し、構造が類似するので重複関係にあっても近い時期となろうか。また、ＳＫ1402よりは古い。
　ＳＢ 15（第 54 図、ＰＬ７）

位置：３－３区。ⅡＯ 23・24 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：ＳＢ 14 に切
られＳＫ 1406 を切ると考えるが、ＳＢ 14 のＰ 12・23 がＳＢ 15 に伴うものであれば、ＳＢ 14 とは重複
関係がない。埋土：柱穴は単層もしくは３層、溝跡は単層。形状・規模：削平が著しく不明確だが、Ｌ
字形の溝跡と柱穴Ｐ１～12 で構成すると考える。ＳＢ 14 と構造が類似するものの、柱の位置がとおらな
い点が異なる。また、ＳＢを付したが、掘方の有無は不明である。溝跡は長さ 7.0 ｍ、幅 20～64㎝、深さ
10㎝以下で、等高線に平行する北東―南西方向の幅が広い。床面とすべきか不明だが、溝跡の内側は堅緻
である。柱穴は溝跡の内側および溝跡と重複する位置にあるものの、列や組合せは不明である。火処はな
い。遺物：Ｐ９付近で、東濃産の片口鉢と推測する小破片が出土した。時期：時期決定の根拠がなく不明
だが、出土した遺物の時期を考慮し 13 世紀後半と推測する。ＳＢ 14 とは隣接し、構造が類似するので重
複関係にあっても近い時期となろうか。また、ＳＫ 1406 よりは新しい。
　ＳＢ 16（第 55 図）

位置：３－３区。ⅡＯ 19・24 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：ＳＫ 1340 と
重複する可能性は高いが不明確である。埋土：不明。形状・規模：削平が著しく不明確だが、柱穴Ｐ１
～13 と被熱部で構成すると考える。竪穴建物跡の可能性を考えＳＢを付したが、掘方の有無は不明であ
る。ただし、火処の位置など、通常の竪穴建物跡とは異なる部分も認められる。床は残痕がＰ１・５の外
側に広がり、その範囲からみて平面形が方形であった可能性もある。Ｐ１・７・11・12 の中央に直径 50
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㎝の被熱部があり、カマドではない火処と推測する。柱穴は円形もしくは楕円形で直径（長軸）28～60㎝、
深さ６～40㎝を測る。Ｐ１・４・６・８は 20～40㎝と深い。規模は残存部で北西―南東方向が 4.1 ｍ以上、
北東―南西方向が 3.9 ｍ以上を測る。遺物：黒色土器坏、土師器坏・甕の小破片が出土した。時期：時期
決定の根拠がなく不明だが、出土した遺物の時期をもって９世紀代と考えたい。

３　溝　跡
　溝跡個別の詳細は第 10表に示したので、ここでは主な溝跡の概要を説明する（第 29～41・56図）。溝跡 21
条のうち、ＳＤ 01～03・05・06は１区水田跡と伴に、それ以外は２・３－３・５・６区で検出した。ＳＤ
02・03は水田跡１に伴い（第 56図）、ＳＤ 02は畦畔に沿う。ＳＤ 01・05・06は水田跡２の畦畔に沿うが重
複があり、ＳＤ 01がＳＤ 05・06を切る。時期は、13世紀後半～14世紀もしくは 15世紀以降と推測する。
このほかの溝跡は２区と５区に多い。ＳＤ07～09は長さ 70ｍ以上の大形溝で、９世紀代と推測するが、Ｓ
Ｄ 09がＳＤ 07を切るので若干の時期幅をもつ。６区にも９世紀代と推測するＳＤ 24があり、ＳＤ 07か
らみれば直交方向に延びる。また、５区の東側には 13世紀後半～14世紀もしくは 15世紀と推測する溝跡
が集中し、等高線に対して平行に近い方向で延びるＳＤ 13・15・16・18と、直交するＳＤ 14ａｂが認めら
れる。この内、ＳＤ 13・15は長さ 100 ｍ以上の大形溝である。重複関係があり、ＳＤ 13がＳＤ 14ａｂ・
15・18を切るが、これ等の溝跡から出土した遺物は 13世紀後半～14世紀のものと 15世紀のものが混在し、
明確な時期区分はできない。ＳＤ 07・09とＳＤ 13・15は、ⅢＢ 03グリッド付近でＳＤ 07→ＳＤ 09→Ｓ
Ｄ 15→ＳＤ 13（新）の順で重複し、それより南側は４条が同じ場所に掘り込まれる。溝跡周辺は遺構が少
なく場所の性格も不明だが、こうした大形溝の機能を検討することが課題である。
第 10 表　溝跡一覧表

SD 地区 位　置 長さ 幅 深さ 断面形 出土遺物 形状等 備　　　考

01 1 ⅢＱ04 ４ｍ
以上

72㎝ 20㎝ Ｕ字状 平安：須恵器瓶（第
60 図 74）。中世：青
磁碗（PL15－16・17）

水田跡２の SC04 に
沿う直線的な溝跡

遺物から、溝跡の時期を
13 世紀後半～14 世紀も
しくは 15 世紀と推測す
る。SD05・06 を切る

02 1 ⅢＱ03・08・
09・13・14

16 ｍ
以上

1.4～3.0
ｍ

22㎝ Ｕ字状 なし 水田跡１の SC02 に
沿う直線的な溝跡で、
壁がやや蛇行する

SC02 に付属し、SC02 と
同時期と推測する

03 1 ⅢＱ07・08・
13・18

21.6 ｍ
以上

2.0～5.0
ｍ

32㎝ Ｕ字状 平安：土師器甕 SD02 の西側にある
直線的な溝跡。途
切れ部がある。小溝
が SD02 と連結する。
SD02 と方向がやや異
なる

SC01・02、SD02 と 同時
期と考える。遺物は混入
したものであろう

05 1 ⅢＱ03・04 11.6 ｍ
以上

28～35
㎝

不明 不明 なし 水田２の SC04 に沿
う溝跡。SD06 と平行
する

SD01 に切られるので、
SD01 よりは古い

06 1 ⅢＱ03・04 ８ｍ
以上

20～28
㎝

不明 不明 なし SC04 に 沿 い、SD05
と平行する溝跡。上
部に礫を置く

SD01 に切られるので、
SD01 よりは古い

07 2・5 ⅠＵ04・05・
09・10・15、
ⅠＶ11・16・
17・22、ⅢＢ
02・03・08・
09・14・15・
19・20・25、
ⅢＣ21

100 ｍ
以上

最大
２ｍ

最大
90㎝

箱堀状 平安：土師器坏・
埦・甕・鉢・羽釜、
黒色土器坏・埦、須
恵器坏・埦・甕・瓶
（第60図75～82・84）。
中世：内耳土器、古
瀬戸天目茶碗、中
津川甕もしくは壺
（PL15－18・19）

等高線に対して斜め
～平行する直線的な
溝跡

遺物の主体は平安時代
で、溝跡の時期を９世紀
前葉と推測する。中世の
遺物は重複する SD13・
15 からの混入か。埋土
上層からウマの下顎歯列
４点（２点は左側の歯）
が 出 土。SD09・13・15、
SK1805～1807・1842 に
切られる
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SD 地区 位　置 長さ 幅 深さ 断面形 出土遺物 形状等 備　　　考

08 2 ⅠＵ18・23、
ⅢＡ03・04・
08・09・14・
15・19・20・
25、ⅢＦ05・
10・15・24

93 ｍ
以上

最大
1.8 ｍ

最大
1.2 ｍ

薬研
堀状

縄文：土器（混入）。
平安：黒色土器坏、
土師器坏・甕、須恵
器蓋、灰釉陶器坏

ⅠＵ18～ⅢＡ25 グ リ
ッドまでは等高線と
平行する。ⅢＦ05 グ
リッド付近で曲がり、
等高線に対して直交
する。途中で切れる
がⅢＦ24 グリッドに
続く

遺物はほぼ平安時代なの
で、溝跡の時期を９世紀
代と推測する。SD09 と
は平面・断面で切合うプ
ランが認められず、底面
に段差もない点から同時
期と考える。SD08 の方
向と長軸方向が一致する
ST02～05 も同時期か

09 2 ⅠＵ18～20・
24・25、ⅠＶ
21～23、ⅢＢ
02・03・08・
14・19・20・
25

77 ｍ
以上

1.6 ｍ 50㎝ 薬研
堀状

平安：土師器甕・羽
釜。中世：青磁碗
（PL15－20）

等高線に対して斜め
～平行に近い方向へ
弧状に延びる溝跡

遺物は平安時代・中世
ともに小破片で少量が
出 土。SD07 を 切 り、
SD13・15、SK1137・
1138 に切られる。SD08
に接続するので同時期か

10 2 ⅢＢ13 4.6 ｍ
以上

46㎝ 32㎝ Ｕ字状 なし 等高線に対して斜め～
平行する直線的な溝跡

11 3-3 ⅢＫ03・08 ４ｍ 40㎝ 不明 不明 平安：土師器甕 等高線に対して直交
する直線的な溝跡

遺物は小破片のもが１点
出土したのみだが、溝跡
の時期は平安時代か

13 2・5 ⅠＰ15・20、
ⅠＱ11・16・
21・22、ⅠＶ
02・07・12・
17・22、ⅢＢ
02・03・08・
09・14・15・
19・20・25、
ⅢＣ16・21、
ⅢＨ01・02・
06・07

123 ｍ
以上

最大
3.6 ｍ

1.2 ｍ 薬研
堀状

平安：土師器甕。中
世：内耳土器、青磁
碗、常滑片口鉢Ⅱ類
（PL15－21）

調査区外からⅠＱ16
グリッドまでは等高
線に対して斜め方向
に延びる。ⅠＱ16 グ
リッド付近で曲がり、
ⅢＢ02 グリッドまで
は等高線に対して平
行方向に延びる。Ⅲ
Ｂ02 グリッドで再び
曲がり、等高線に対
して斜め方向に延びる

遺物は少量だが中世が主
体で、溝跡の時期を 13
世紀後半～14 世紀もし
くは 15 世紀と推測する。
SD07・09・14 ａｂ・15・
18 を切り、SK1816・1820
に切られる

14a 5 ⅠＵ05、ⅠＶ
01・02

20 ｍ 1.3 ｍ 不明 不明 平安：須恵器甕。中
世：内耳土器、青磁
碗

等高線に対して直交
する直線的な溝跡
（ａ）で、ⅠＶ01 グ
リッドにおいて分岐
し（ ｂ ）、ⅠＶ02 グ
リッドで等高線と平
行する方向へ曲がる

遺物は少量だが中世が主
体で、溝跡の時期を 13
世紀後半～14 世紀もし
くは 15 世紀と推測する。
SB20・22 を 切り、SD13
に切られるが、出土した
遺物の時期が同じなので
同時期あるいは近い時期
の切り合いと判断する

14b 5 ⅠＶ01・02 14 ｍ
以上

最大
２ｍ

不明 不明 中世：青磁碗（PL15
－22）

15 5 ⅠＱ16・17・
22、ⅠＶ02・
07・12・13・
17・18、ⅢＢ
02・03・08・
09・14・15・
19・20・25、
ⅢＣ16・21、
ⅢＨ01・02・
06・07

115 ｍ
以上

1.6 ｍ 最大
90㎝

薬研
堀状

縄文：土器。平安：
須恵器坏、土師器
甕。中世：内耳土
器、山茶碗・中津
川・須恵質片口鉢、
中津川甕・青磁碗
（PL15－23～33）、銭
貨 20 点（第 61 図８
～21）

ⅠＶ23 グリッドまで
は等高線に対して平
行する方向に延び、
ⅠＶ23 グリッドやや
曲がり、等高線に対
してやや斜め方向に
延びる

遺物の主体は中世で、溝
跡の時期を 13 世紀後半
～14 世紀、もしくは 15
世紀と推測する。SD07・
09・14 ｂを切り SD13 に
切られる

16 5 ⅠＱ16・17・
22

7 ｍ １ｍ 10㎝ Ｕ字状 なし 等高線に対して平行
する直線～緩やかな
弧状を呈する

SD18 と一帯の可能性が
高い

18 5 ⅠＰ15・20、
ⅠＱ11・16

11 ｍ
以上

70㎝ 30㎝ Ｕ字状 平安：土師器坏 等高線に対して平行
～やや斜め方向に延
び、弧状を呈する

SD16 と一帯の可能性が
高い。遺物は小破片のも
の１点で溝跡の時期を推
測する根拠にはならな
い。SD13 に切られる

19 5 ⅠＶ16 3.8 ｍ
以上

1.4 ｍ 20㎝ 段掘状 なし 等高線に対して直交
する直線的な溝跡
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４　被熱部
　ＳＦ 01（第 39 図）

位置：１区。ⅢＬ 10 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：ＳＫ 279 と重複する
可能性はあるが詳細不明。形状・規模等：楕円形状で長軸 42㎝、短軸 32㎝、厚さ２～３㎝の規模で広が
る。ＳＦ 01 以外に被熱部は存在しない。ＳＦ 01 周辺には土坑が分布するが、関連しそうなものが認めら
れなかったことから、単独の被熱部とした。遺物：なし。時期：時期決定の根拠がなく不明である。

５　土　坑
　土坑は数が多いので、以下のものを抽出して報告する。
　ＳＢ 27（第 55 図、ＰＬ７）

位置：５区。ⅠＰ 20 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：なし。埋土：６層堆
積。形状・規模：円形で直径 2.8 ｍ、深さ 1.8 ｍを測る。断面形はＵ字状を呈する。遺物：埋土１層から、
20～30㎝大の礫に混じって、五輪塔水輪１点（ＰＬ 17）および中津川の甕底部２点（第 59 図 63・64）が出
土した。時期：不明確だが出土した遺物の時期をもって、13 世紀後半～14 世紀と考える。
　ＳＫ 185（第 55 図）

位置：１区。ⅠＱ 07 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：なし。埋土：５層
堆積。形状・規模：円形で直径 2.0 ｍ、深さ 152㎝を測る。断面形はＵ字状を呈する。遺物：なし。時期
等：時期決定の根拠がなく不明だが、13 世紀後半～14 世紀もしくは 15 世紀前後と推測する水田跡１・２
の近隣に位置することからそれと同時期であろうか。埋土４・５層と地山の第Ⅳ・Ⅴ層で採取した土壌５
点（№１～５）の珪藻分析などを実施した結果、ＳＫ 185 の底面が掘り込まれている第Ⅴ層において、沼
沢湿地付着生種を含む流水不定生種の珪藻化石が多く検出され、第Ⅴ層は沼沢域や湿地のような水域環境
であったと推定された（第４節参照）。ＳＫ 185 はこうした地山に掘り込まれた土坑で、形状・規模や位置
を考慮すると、井戸跡の可能性を考えたい。
　ＳＫ 565・568・569・570（第 55 図）

位置：１区。ⅢＬ 05 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出。重複関係：４基の土坑が重複する。
ＳＫ 565 はＳＫ 570 を切り、ＳＫ 568 はＳＫ 569 を切る。また、ＳＫ 568 はＳＫ 570 を切ると推測するが
不明確である。埋土：ＳＫ 565・568 は２層堆積、ほかは単層で、全て焼土粒と炭化物・材を含み、火が
焚かれた土坑と推測する。形状・規模：ＳＫ 565 は平面が楕円形、断面がタライ形を呈し長軸 84㎝、短
軸 52㎝、深さ 16㎝を測る。ＳＫ 568 は平面が楕円形、断面がタライ形を呈し長軸 104㎝、短軸 74㎝以上、

SD 地区 位　置 長さ 幅 深さ 断面形 出土遺物 形状等 備　　　考

20 5 ⅠＰ19 4.2 ｍ
以上

70㎝ 不明 不明 なし 等高線に対して直交
する直線的な溝跡

21 5 ⅠＰ19 2.4 ｍ
以上

１ｍ
以上

不明 不明 なし 等高線に対して平行
する直線的な溝跡

22 2 ⅢＦ21～23、
ⅢＫ03・04

22 ｍ
以上

最大
１ｍ

最大
15㎝

Ｕ字状 平安：須恵器蓋、黒
色土器坏、土師器
坏・甕

等高線に対して直交
する直線的な溝跡

遺物は平安時代であるこ
とから溝跡の時期を９世
紀以降と推測する。SB28
を切る

24 6 ⅢＣ20・24・
25、ⅢＤ13・
14・16

40 ｍ
以上

１ｍ 30㎝ Ｕ字状
Ｖ字状

平安：須恵器甕 等高線に対して直交
に近い方向で延びる
直線的な溝跡

少量だが遺物の時期をも
って、本溝跡の時期を平
安時代と推測する
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深さ 22㎝を測る。ＳＫ 569 は平面が不正円形、断面がタライ形を呈し長軸 80㎝、短軸 76㎝、深さ 20㎝を
測る。ＳＫ 570 は平面が楕円形、断面がタライ形を呈し長軸 118㎝以上、短軸 66㎝以上、深さ８㎝を測る。
遺物：４基の土坑で黒色土器が出土した（第 60 図 87～91）。ＳＫ 565・569 で出土した黒色土器坏・皿は完
形に近い。時期等：ＳＫ 565・569 は出土した土器の時期から、９世紀前葉と考える。ＳＫ 565 に切られ
るＳＫ 570 はそれ以前、ＳＫ 569 を切るＳＫ 568 はそれ以降となろう。しかし、ＳＫ 568・570 でも黒色
土器が出土し、４基の土坑埋土の性質が非常に類似する点を考慮すれば、４基は関連性の高い土坑で、重
複関係は認められるものの、大きな時期差はないと推測しておきたい。なお、ＳＫ 565 の埋土で採取し
た炭化材片１点について樹種同定を実施した結果、コナラ属コナラ亜属コナラ節と判明した（第４節参照）。
コナラ節は薪炭材・燃料材としては優良な木材とされていることから、炭化材片はＳＫ 565 で火が焚か
れた時の燃料材であった可能性が高い。また、同一試料で実施した放射性炭素年代測定（AMS測定）では、
７世紀後葉～９世紀前葉の年代を得た。出土した土器の時期と整合的である（第４節参照）。

６　水田跡
　１区の低地部において水田跡１・２を検出した。
　水田跡１　ＳＣ 01・02、ＳＤ 02・03（第 56・57 図、ＰＬ７）

位置：１区。ⅢＱ 03・04・07～09・13・14・18 グリッド。検出：基本層序第Ⅲａ層上面で検出した。構
造等：畦畔ＳＣ 02 と、それに直交するＳＣ 01 で区画する範囲を水田跡１とした。ＳＣ 01 を明確に確認
した範囲は調査区壁Ａ－Ｂ断面およびその付近のみで、ＳＣ 02 までの平面プランは不明確な点が多い。
ＳＣ 01 の長さは推定で 10 ｍ以上、Ａ－Ｂ断面で計測した幅は 76㎝、ＳＣ 02 は長さ 12.6 ｍ以上、幅 20
～70㎝を測る。花粉分析では、水田跡１の床土：Ⅲｂ－１層（試料Ａ№１）において多くのイネ科が検出
され、イネ属が高率であることから稲作地の可能性が高いと推定された（第４節参照）。ＳＣ 02 には幅 1.4
～3.0 ｍのＳＤ 02 が沿い、その西側には隣接して幅 2.0～5.0 ｍのＳＤ 03 があり、小溝が両者を連結して
いた。ＳＤ 03 は途切れ部をもち、ＳＤ 02 とは方向がやや異なる。ＳＤ 02 よりも西側の範囲は、畦畔な
どの遺構が検出できず、水田跡１の広がりは不明である。ただし、花粉分析では稲作地であった可能性が
指摘され、水田跡１が西側へと広がる可能性もある。遺物・時期：水田跡１の畦畔および床土下部におい
て検出したＳＤ 01 では、青磁碗の破片（ＰＬ 15－16・17）が出土した。水田跡１はそれよりも新しいと考
え、時期を 13 世紀後半～14 世紀以降もしくは 15 世紀以降と推測したい。なお、ＳＤ 03 では平安時代の
土師器甕の小破片が出土したが、ＳＤ 03 はＳＤ 02 と同一面で検出したことに加え、ＳＤ 02 と小溝で連
結されることからＳＤ 02 と同時期と判断し、遺物は流れ込みと考えたい。
　水田跡２　ＳＣ 04、ＳＤ 01・05・06（第 56・57 図）

位置：１区。ⅢＱ 03・04・08・09・14 グリッド。検出：水田跡１の畦畔ＳＣ 01 および床土に該当する
Ⅲｂ－１層の下部でＳＣ 04、ＳＤ 01・05・06 を検出した。構造等：北西―南東方向およびそれに直交す
る方向で畦畔ＳＣ 04 を検出し、ＳＣ 04 が区画する範囲を水田跡２とした。ＳＣ 04 の平面プランは不明
確な部分が多く、北西―南東方向で長さ 6.7 ｍ、直交する方向で長さ 4.9 ｍを確認したのみである。ＳＣ
04 は水田跡１のＳＣ 01・02 よりも内側に位置し、区画する範囲もやや狭い。また、北西―南東方向に直
交するＳＣ 04 の外側には平行してＳＤ 01・05・06 が位置し、ＳＤ 06 は一部に板状の礫が置かれていた。
これ等の溝跡には重複があり、ＳＤ 01 がＳＤ 05・06 を切る。水田作土・床土は明確でないが、花粉分析
では第Ⅲｂ－３・４層（試料Ａ№２・３）でイネ属が高率で検出されている（第４節参照）。遺物・時期：Ｓ
Ｃ 04 に沿うＳＤ 01 で青磁碗の破片（ＰＬ 15－16・17）が出土したことから、13 世紀後半～14 世紀もしく
は 15 世紀と推測したい。ＳＤ 01 と重複関係にあるＳＤ 05・06 も、大きな時期差はないと考えたい。
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第２節　遺　構

第 29図　遺構分布全体図
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第５章　小山寺窪遺跡

第 30図　遺構分布部分拡大図（１）
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第２節　遺　構

第 31図　遺構分布部分拡大図（２）
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第５章　小山寺窪遺跡

第 32図　遺構分布部分拡大図（３）

783.0
0

783.0
0

784.0
0

784.0
0

78
2.
00

78
2.
00

78
1.0
0

78
1.0
0

Ⅲ
A0
8

Ⅲ
A1
0

Ⅲ
A1
3

Ⅲ
A1
4

Ⅲ
A1
5

Ⅲ
A1
8

Ⅲ
A1
9

Ⅲ
A2
3

Ⅲ
A2
5

Ⅲ
B0
6

Ⅲ
B0
8

Ⅲ
B1
1

Ⅲ
B1
2

Ⅲ
B1
3

Ⅲ
B1
6

Ⅲ
B1
7

Ⅲ
B1
8

Ⅲ
B2
1

Ⅲ
B2
2

Ⅲ
B2
3

18
84

18
83

18
8118
82

18
71

11
34

82
9

87
0 83
5

82
6

82
7

82
4

81
8

76
0

76
7

76
6

76
9

77
0

76
4 76
3

76
2

76
1

77
1

77
2

77
3

77
4

11
05

11
06

75
1

75
3

81
9 82
1

77
7 77
9

78
0 78
1 78
2 78
3

78
4

79
1

78
5

79
2

78
8

78
7

79
3

79
8

84
3

80
1

80
2

80
780
6

80
9

80
8

82
2

77
8

75
5

75
8

75
2

75
0

74
9

74
7

74
8

81
6

81
3
81
2

81
1

か
く
乱

ST
02

ST
03

SA
02

ST
04

SB
09

ST
06

ST
05

SD
08

ST
11

か
く
乱

0
5m

1 2

3 4

5 6

7

8

9

10

11
12

13

14

15

SD
07



―　77　―

第２節　遺　構

第 33図　遺構分布部分拡大図（４）

784
.00

784
.00

78
2.
00

78
2.
00

783
.00

783
.00

Ⅲ
F0
2

Ⅲ
F0
3

Ⅲ
F0
4

Ⅲ
F0
5

Ⅲ
F0
8

Ⅲ
F0
9

Ⅲ
F1
0

Ⅲ
F1
2

Ⅲ
F1
3

Ⅲ
F1
4

Ⅲ
F1
5

Ⅲ
F1
7

Ⅲ
F1
8

Ⅲ
F1
9

Ⅲ
F2
0

Ⅲ
G0
6

Ⅲ
G0
7

Ⅲ
G1
1

Ⅲ
G1
2

Ⅲ
G1
6

Ⅲ
G1
7

Ⅲ
G0
1

Ⅲ
G0
2

78
7

74
7

10
82

74
4

74
3

73
8

73
3

73
5

73
7 73
1

73
2

72
8

71
5

71
2

71
1 71
0

SD
08

ST
07

0
5m

1 2

3 4

5 6

7

8

9

10

11
12

13

14

15



―　78　―

第５章　小山寺窪遺跡

第 34図　遺構分布部分拡大図（５）
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第２節　遺　構

第 35図　遺構分布部分拡大図（６）
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第５章　小山寺窪遺跡

第 36図　遺構分布部分拡大図（７）
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第２節　遺　構

第 37図　遺構分布部分拡大図（８）
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第５章　小山寺窪遺跡

第 38図　遺構分布部分拡大図（９）
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第２節　遺　構

第 39図　遺構分布部分拡大図（10）
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第５章　小山寺窪遺跡

第 40図　遺構分布部分拡大図（11）
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第２節　遺　構

第 41図　遺構分布部分拡大図（12）（13）
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第５章　小山寺窪遺跡

第 42図　遺構分布部分拡大図（14）
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第２節　遺　構

第 43図　遺構分布部分拡大図（15）
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第５章　小山寺窪遺跡

第 44図　ＳＢ 01・02・05　遺構図

SB01 SB05

カマド図 カマド掘方図SB02

1  黒褐色(10YR3/2) 粘質土シルト。しまりあり。粘性あり
 5mm黄褐色土(10YR5/6)ブロック状に均一混
2  暗褐色(10YR3/3) 粘土混砂質シルト。しまり弱。粘性あり
 パミス・礫・地山ブロック微混
3  暗褐色(10YR3/3) 粘土混砂質シルト。しまり弱。粘性あり。礫微混
4  暗褐色(10YR3/3) 粘土混砂質シルト。しまり弱。粘性あり
 パミス・礫微混
5  暗褐色(10YR3/3) 粘土混砂質シルト。しまり強。粘性あり
6  暗褐色(10YR3/3) 粘土混砂質シルト。しまり弱。粘性あり
 炭化物・パミス・礫微混
7  褐色(10YR4/4) 粘土混砂質シルト。しまり弱。粘性あり
 パミス・地山ブロック微混
8  暗褐色(10YR3/3) 粘土混砂質シルト。しまりやや強。粘性あり
 パミス・礫微混

1  暗褐色(10YR3/4) 粘土混砂質シルト。しまり強
粘性弱。パミス・礫微混

2  黒褐色(10YR3/2) 粘土混粗砂。しまり強。粘性あり
パミス・礫微混

3  暗褐色(10YR3/4) 粘土混砂質シルト。しまり強。粘性あり
100mm以下礫微混

4  黒褐色(10YR2/3) 粘土混砂質シルト。しまり強。粘性あり
パミス・礫・地山ブロック微混

5  暗褐色(10YR3/4) 粘土混砂質シルト。しまり強。粘性あり
炭化物・パミス・礫・地山ブロック微混

6  黒褐色(10YR3/2) 粘土混砂質シルト。しまり強。粘性あり
焼土・炭化物・パミス・礫微混

7  黒褐色(10YR3/2) 粘土混砂質シルト。しまり強。粘性あり
パミス・礫微混

8  黒褐色(10YR2/3) 砂質シルト。しまり強。粘性あり。
パミス・礫微混

  1 黒褐色(10YR2/3) 粘土質シルト。しまり強。粘性あり。焼土ブロック
   7%・炭化物15%混。礫微混。多量の遺物出土
  2 黒褐色(10YR2/2) 粘土質シルト。黄褐色粘土ブロック15%混
   炭化物微混
  3 黒褐色(10YR2/2) 粘土質シルト。黄褐色粘土ブロック7%混。炭化物微混
  4 赤褐色(5YR4/8) 粘土質シルト。焼土ブロック70%混。炭化物微混
  5 黒褐色(10YR3/2) 粘土質シルト。黄褐色粘土ブロック7%混
   焼土ブロック・炭化物・礫微混
  6 暗褐色(10YR3/3) 粘土質シルト。黄褐色粘土ブロック7%混。礫微混
  7 にぶい黄褐色 粘土質シルト。暗褐色～褐色粘土ブロック・パミス
 (10YR4/3) 微混。貼床掘り方埋土
  8 暗褐色(10YR3/3) 粘土質シルト。にぶい黄橙色粘土ブロック7%混
   焼土ブロック・炭化物微混。カマド崩落土
  9 黒褐色(10YR2/3) 粘土質シルト。焼土ブロック・炭化物微混
   カマド崩落土
10 黒褐色(10YR2/2) 粘土質シルト。焼土ブロック微混。支脚抜取痕
11 赤褐色(2.5YR4/8) しまり強。粘性なし。火床
12 暗赤褐色(5YR3/4) 粘土質シルト。しまりややあり。粘性あり
13 暗褐色(10YR3/4) 粘土質シルト。しまりややあり。粘性あり
   袖石抜取痕
14 暗褐色(10YR3/3) 粘土混シルト。しまり弱。粘性弱。地山ブロック微混
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第２節　遺　構

第 45図　ＳＢ 07・08・12　遺構図

SB12SB08

SB07

Pit2遺物出土状況図

カマド図

カマド遺物出土状況図 カマド掘方図

1  黒褐色(10YR2/3) 粘土質シルト。しまりあり。粘性あり。20mm以下地山(にぶい黄橙色)粘土混。
 炭・礫混。鉄分ブロック状に混
2  黒褐色(10YR2/2) 粘土質。しまりあり。粘性強

1  黒褐色(10YR2/2)
砂質シルト。しまりあり。粘性弱
礫少混。褐色地山ブロック多混

  1  黒褐色(10YR2/3) 砂質シルト。焼土粒・2mm以下炭化物・礫・褐色粒・地山ブロック少混
  2  黒褐色(10YR2/2) 粘土質シルト。礫・褐色粒多恨。粗砂混
  3  黒褐色(10YR3/2) 粘土質シルト。礫・地山ブロック多混
  4  黒褐色(10YR2/3) 粘土質シルト。焼土粒・炭化物少混。地山粒多混
  5  黒褐色(10YR2/2) 粘土質シルト。褐色粘土粒・炭化物少混。地山粒多混
  6  黒褐色(10YR2/2) 粘土質シルト。しまり弱。粘性ややあり。暗褐色粘土ブロック微混。焼土粒少混
  7  暗褐色(10YR3/4) 粘土質シルト。しまり強。礫多混
  8  暗褐色(10YR3/3) 粘土質シルト。しまり強。礫少混。袖石裏込土
  9  褐色(10YR4/4) 粘土質シルト。しまりあり。礫微混。支脚裏込土
10  暗赤褐色(5YR3/6) 焼土
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第５章　小山寺窪遺跡

第 46図　ＳＢ 10・17　遺構図

SB17

SB10 遺物出土状況図

カマド遺物出土状況図

1 黒褐色(10YR2/3)
シルト質粘土。しまりあり。粘性強。焼土・炭少混

2 黒褐色(10YR2/2)
シルト質粘土。しまりあり。粘性強。地山粘土少混

3 黒褐色(2.5YR3/2)
砂混シルト質粘土。しまり強。粘性あり

1 黒褐色(10YR3/2) 粘土質シルト。しまり弱。粘性あり
  焼土・炭少混。地山ブロック混
2 暗赤褐色(10YR3/6) 粘土質シルト。しまり弱。粘性強
  焼土ブロック多混
3 暗褐色(10YR3/4) 粘土質シルト。しまりあり。粘性あり
  黒褐色粘土ブロック混
4 赤褐色(10YR4/6) 粘土質シルト。しまりあり。粘性あり。火床
5 不明 地山ロームブロック少混
6 にぶい黄褐色 粘土質シルト
 (10YR5/4)
7 にぶい黄褐色 粘土質シルト。白色粘土塊混
 (10YR5/4)
8 黒褐色(10YR2/3) 粘土質シルト。しまり弱。粘性強
  10mm地山ブロック混
9 黒褐色(10YR3/2) 粘土質シルト。しまり弱。粘性あり
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第２節　遺　構

第 47図　ＳＢ 20・21・22　遺構図

  1 黒褐色(10YR3/1) シルト質粘土。しまりあり。5～10mm黄橙粘土 
  粒子・3～5mm赤色粒子・炭粒子少混
  2 黒褐色(10YR3/1) シルト質粘土。しまりあり。黄橙粘土ブロック
  多混。10mm黄褐硬い粒子少混
  3 黒褐色(10YR2/2) シルト質粘土
  4 黒褐色(10YR2/2) シルト質粘土。しまり強
  5 極暗赤褐色 砂混シルト。しまり弱。赤色細粒子多混
 (7.5R2/2)
  6 黒褐色(10YR3/1) シルト混粘土
  7 黒褐色(10YR3/2) シルト質粘土。しまりあり。5mm炭粒子・
  3～5mm粘土粒子少混
  8 黒褐色(10YR3/2) シルト質粘土。しまりあり。3～10mm粘土粒子・
  3～5mm炭粒子少混
  9 黒褐色(10YR3/2) シルト質粘土。しまりあり。赤色粒子少混

10 黒褐色(10YR2/2) シルト質粘土。しまりあり。10mm粘土粒子多混
  粘土のまわりに黄褐粒子(黄褐色10YR5/8)付着
  赤色細粒子混
11 黒褐色(10YR2/2) シルト質粘土。粘性あり。１層より粘土粒子多混
12 黒褐色(10YR2/2) シルト質粘土。しまりあり。3～5mm粘土粒子混
  炭細粒子少混
13 黒褐色(10YR2/2) シルト質粘土。しまりあり。粒子混
  炭粒子12層より多混

14 黒褐色(10YR2/2) シルト質粘土。しまりあり。白色粒、炭粒子多混
15 黒褐色(10YR2/2) シルト質粘土。しまりあり。5～10mm白色粘土
  粒子少混
16 黒褐色(10YR2/2) シルト質粘土。しまりあり。10mm粘土粒子多混
17 黒褐色(10YR2/2) シルト質粘土。しまりあり。
  10mm白色粘土粒子・5～10mm赤色粒子混
18 黒褐色(10YR2/2) シルト質粘土。しまりあり。5mm粘土粒子混
19 黒褐色(10YR2/2) シルト質粘土。しまりあり。18層より粘質
  白色粘土粒子・赤色粒子混
20 にぶい黄褐色 シルト質混粘土。粘性・しまりあり
 (10YR5/3)
21 黒褐色(10YR3/2) シルト質粘土。しまりあり。均質。3～5mm白色
  粘土粒子・黄褐粘土ブロック混
22 暗褐色(10YR3/3) シルト質粘土。しまりあり。黄褐・白色粘土粒子
  ・2～3mm赤色粒子多混
23 黒褐色(10YR2/2) シルト質粘土。しまりあり。2mm赤色粒子少混
24 黒褐色(10YR2/2) シルト質粘土。しまりあり
  25層より白色粘土粒子 多混
  2mm赤色粒子混。3～5mm炭粒子少混
25 黒褐色(10YR2/2) シルト質粘土。しまりあり。26層より赤色粒子多混
26 黒色(10YR2/1) シルト質粘土。しまりあり。白色粘土ブロック・
  黄褐・赤色粒子(明褐色7.5YR5/8)ブロック多混
27 黒色(10YR2/1) シルト質粘土。粘性・しまりあり。黄褐粘土・
  赤色粒子・5mm白粘土粒子多混
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第５章　小山寺窪遺跡

第 48図　ＳＢ 23・24・26　遺構図

1  黒褐色(10YR2/2)　シルト質粘土。しまりあり
10mm粘土ブロック
多混。3～5mm炭ブロック散在
赤色細粒子混

2  黒褐色(10YR3/1)　シルト質粘土。しまりあり
3～5mm黄褐粘土粒子混
赤色細粒子多混。3mm炭粒子少混
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1 黒褐色(10YR3/2) シルト質粘土。しまりあり
3～5mm灰黄褐色粘土粒子少混
3mm赤色の硬い粒子混
２層との境に粘土ブロック・粒子混

2 黒褐色(10YR2/2) シルト質粘土。しまりあり
3～5mm赤色の硬い粒子少混
１・３層より粘土粒子細

3 黒褐色(10YR2/2) シルト質粘土。しまりあり
20mm以上粘土ブロック多混
3～5mm赤色硬い粒子少混
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1 黒褐色(10YR2/2) シルト質粘土。しまりあり。2～5mm炭粒子少混
10mm粘土ブロック混。3～5mm粘土粒子多混
赤色細粒子少混

2 黒褐色(10YR2/2) シルト質粘土。しまりあり
3 黒褐色(10YR2/2) シルト質粘土。しまりあり。10mm黄褐色粘土

ブロック多混。3mm赤色細粒子混
　灰黄褐色(10YR4/2) シルト質粘土。しまりあり。白色粘土混

2mm赤色粒子混
5 黒褐色(10YR3/2) シルト質粘土。しまりあり。30mm粘土ブロック

2mm赤色細粒子混
6 黒褐色(10YR3/2) シルト質粘土。しまりあり。5～10mm粘土粒子

2mm赤色粒子多混
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第２節　遺　構

第 49図　ＳＢ 28　遺構図

カマド　遺物出土状況図

 1 黒褐色(10YR2/2) シルト質粘土。しまりあり。5mm暗褐色土塊混
   5mm以下褐色土塊微混。5mm以下固い赤色粒子微混 
 2 黒褐色(10YR3/2) シルト質粘土。10mm以下白色粘土粒混
   赤色粒子少混
 3 にぶい黄褐色 シルト質粘土。しまり強。10mm固い赤色粒子混
  (10YR4/3)
 4 黒褐色(10YR2/2) シルト質粘土。しまりあり。10mm黄褐色粘土粒混 
   2～5mm焼土粒混。カマド構築石材多混。カマド解体土
 5 にぶい黄褐色 シルト質粘土。カマド袖構築土残存部
  (10YR6/4)
 6 黒褐色(10YR2/2) シルト質粘土。しまりあり。５層より粘土微混
   焼土粒子多混。炭粒子微混。カマド解体土
 7 赤褐色(5YR4/8) 火床
 8 黒褐色(10YR2/3) シルト質粘土。しまりあり。3mm粘土混。焼土粒多混
   礫・固い赤色粒子混
 9 黒褐色(10YR2/2) シルト質粘土。しまりあり。3mm粘土粒混
   焼土粒微混。均質
 10 黒褐色(10YR2/2) シルト質粘土。しまり強。白色粘土微混。焼土粒多混L=782.10m
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第５章　小山寺窪遺跡

第 50図　ＳＴ 02・03、ＳＡ 02　遺構図

ST02

ST03･SA02

1  黒褐色(10YR2/2) 粘土混シルト。しまりやや弱
2～15mm粘土ブロック・2～5mm礫微混。柱痕

2  暗褐色(10YR3/3) シルト質粘土。しまり強。粘土ブロック多混。
3  暗褐色(10YR3/4) シルト質粘土。しまり強。粘土ブロック多混

２層よりシルト質少
4  黒褐色(10YR2/2) 粘土混シルト。しまり弱。抜き取り後埋設土

1  黒褐色(10YR2/2) 粘土混シルト。2～10mm褐色粘土ブロック少混。柱痕
2  暗褐色(10YR3/4) 粘土混シルト。しまり強。2～20mm褐色粘土ブロック多混
3  黒褐色(10YR2/2) 粘土質シルト。しまりあり。2～5mm褐色粘土ブロック微混
4  黒褐色(10YR2/3) 粘土混シルト。しまり弱。2～10mm褐色粘土ブロック少混
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第２節　遺　構

第 51図　ＳＴ 04・05　遺構図

ST04

ST05

1  黒褐色(10YR2/3) 粘土質シルト。しまりあり
 2～5mm褐色粘土ブロック・2～10mm礫・
 軽石微混。柱痕
2  暗褐色(10YR3/4) シルト質粘土。しまり強。2～10mm褐色粘土
 ブロック多混。2～10mm礫微混
3  黒褐色(10YR2/3) 粘土質シルト。しまりあり。2～5mm褐色粘土
 ブロック・2～10mm礫・軽石微混
 2mm炭化物微混。柱痕

1 黒褐色(10YR2/2) 粘土質シルト。2～5mm褐色粘土ブロック少混。2～5mm礫・軽石微混。柱痕
2 暗褐色(10YR3/4) シルト質粘土。2～30mm褐色粘土ブロック多混。2～10mm礫・軽石少混
3 にぶい黄褐色 シルト質粘土。2～40mm褐色粘土ブロック多混。2～5mm礫・軽石少混
 (10YR4/3)
4 黒褐色(10YR2/3) 粘土質シルト。2～5mm褐色粘土ブロック多混
5 暗褐色(10YR3/3) シルト質粘土。しまり強。2～20mm褐色粘土ブロック多混
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第５章　小山寺窪遺跡

第 52図　ＳＴ 06・07・08　遺構図

ST06

ST07

ST08

1 黒褐色(10YR2/2)
粘土質シルト
2～5mmにぶい黄褐色シルト質　粘土ブロック
少混。2mm炭化物微混。柱痕

2  暗褐色(10YR3/3)
粘土質シルト。しまりややあり
2～15mmにぶい黄褐色シルト質粘土ブロック
多混

3  褐色(10YR4/4)
シルト質粘土。しまり強
シルト質粘土ブロック主体

4  黒褐色(10YR2/3)
粘土質シルト。2～5mmにぶい黄褐色
シルト質粘土ブロック少混

5 暗褐色(10YR3/4)
シルト質粘土。2～20mmにぶい黄褐色
シルト質粘土ブロック多混

1  黒色(10YR2/1) シルト混粘土。粘性あり。しまり強
 10mmにぶい黄橙粘土ブロック少混
2  黒色(10YR2/1) シルト混粘土。粘性あり。しまり強。均質
3  黒色(10YR2/1) シルト混粘土。しまり強
 20mmにぶい黄橙粘土ブロック多混
4  黒褐色(10YR3/2) シルト混粘土。しまり強
 20mmにぶい黄橙粘土ブロック混。粘土粒多混

1  黒色(10YR2/1)　シルト混粘土。しまり強。5mm以下にぶい黄褐色粘土混
2  黒色(10YR2/1)　シルト混粘土。しまり強。5mm以下にぶい黄褐色粘土混。10mm礫混
3  黒色(10YR2/1)　シルト混粘土。しまり強。5mm以下にぶい黄褐色粘土・赤色粒混
4  黒色(10YR2/1)　シルト質粘土。粘性あり。しまり強。5mm以下にぶい黄褐色粘土・10～20mm礫混
5  黒色(10YR2/1)　シルト質粘土。粘性あり。しまり強。5mm以下にぶい黄褐色粘土混
6  黒色(10YR2/1)　シルト質粘土。粘性あり。しまり強。5mm以下にぶい黄褐色粘土・赤色粒混
7  黒色(10YR2/2)　シルト混粘土。しまり強。5mm以下にぶい黄褐色粘土多混。赤色粒混
8  黒色(10YR2/1)　シルト混粘土。しまり強。にぶい黄褐色粘土・赤色粒・褐色礫混
9  黒色(10YR2/1)　シルト質粘土。明黄褐色粒・にぶい黄褐色粒混
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第２節　遺　構

第 53図　ＳＴ 09・10・11　遺構図

ST09

ST10

ST11

  1  黒色(10YR2/1)　シルト混粘土。しまり強。2mm赤色粒・3mm黄褐色粘土ブロック混
  2  黒色(10YR2/1)　シルト混粘土。粘性あり。5mm礫混
  3  黒色(10YR2/1)　シルト混粘土。しまり強。5～10mm鉄分塊多混。10～20mm礫少混
  4  黒色(10YR2/1)　シルト混粘土。5mm礫多混。2mm赤色粒混
  5  黒色(10YR2/1)　シルト混粘土。粘性あり。しまり強。2～3mm赤色粒多混
  6  黒色(10YR2/1)　シルト混粘土。しまり強。10mm褐色ブロック土少混
  7  黒色(10YR2/1)　シルト混粘土。粘性強。しまり強。2mm黄褐色粒・1mm赤色粒多混
  8  黒色(10YR2/1)　シルト混粘土。2mm赤色粒・5mm褐色ブロック土混
  9  黒色(10YR2/1)　シルト混粘土。3mm黄褐色粒多混。5mm礫少混。2mm赤色粒混
10  黒色(10YR2/1)　しまり強。5mmにぶい黄褐色土ブロック混。2mm赤色粒多混
11  黒色(10YR2/1)　シルト混粘土。粘性強。しまり強。均質

1 黒色(10YR2/1)
 シルト混粘土。しまり強
 3mm褐色粒多混
 炭塊混。10～20mm褐色粘土ブロック混
2 黒色(10YR2/1)
 シルト混粘土。しまり強。にぶい黄褐色
 粘土ブロック・2mm黄褐色粒混
3 黒色(10YR2/1)
 シルト混粘土。しまり強。炭多混
 1mm赤色粒混
4 黒色(10YR2/1)
 シルト混粘土。しまり強
 3mm赤色粘土塊。2mm褐色粒混
5 黒色(10YR2/1)
 シルト混粘土。しまり強
 5mm炭多混。30mm以上礫少混
6 黒色(10YR2/1)
 シルト混粘土。粘性あり
 3mm黄褐色粒・炭混

1  黒褐色(10YR3/2)　シルト質粘土。しまり強。5mmにぶい黄褐色土・2mm赤色粒混
2  黒褐色(10YR2/3)　粘土混砂質シルト。粘性あり。しまり強。5mmにぶい黄褐色土・炭少混
3  暗褐色(10YR3/3)　シルト質粘土。粘性あり。しまり強。5mm赤色粒・鉄分・炭混。2mm灰黄褐色粘土粒多混
4  暗褐色(10YR3/3)　シルト質粘土。粘性あり。しまり強。5～10mm地山粒多混
5  暗褐色(10YR3/3)　シルト質粘土。粘性あり。しまり強。にぶい黄橙粘土ブロック状に多混。5mm赤褐色粒子混
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第５章　小山寺窪遺跡

第 54図　ＳＢ 14・15　遺構図

 1 にぶい黄褐色 シルト質粘土。しまり強。5～10mm地山ブロック土・10～20mm礫多混
  (10YR5/4)
 2 黒褐色(10YR2/2) シルト質粘土。しまり弱。5mm以下白色粘土粒子・赤色細粒子混
 3 黒褐色(10YR2/2) シルト質粘土。しまり弱。10mm褐色粘土ブロック・赤色細粒子混
 4 黒褐色(10YR3/2) シルト質粘土。しまり強。帯状に黄褐色土・10mm白色粘土ブロック・5mm赤色粒子混
 5 黒褐色(10YR2/2) シルト質粘土。しまり強。5mm褐色粘土ブロック混。赤色細粒子多混
 6 黒褐色(10YR3/2) シルト質粘土。しまり弱。10mm褐色粘土ブロック混。5mm炭粒子混。赤色細粒子混
 7 黒褐色(10YR3/2) シルト質粘土。しまり強。10mm礫少混。5mm赤色粒子混。3～5mm白色粘土粒子少混
 8 黒褐色(10YR2/2) シルト質粘土。しまり弱。5mm褐色粘土・赤色細粒子混
 9 黒褐色(10YR3/2) シルト質粘土。しまり強。褐色粘土・5mm赤色粒子多混
 10 黒褐色(10YR3/2) シルト質粘土。粘性弱。しまり弱。10mm粘土ブロック多混。5mm赤色粒子混。炭粒子少混
 11 暗褐色(10YR3/3) シルト質粘土。しまり強。3～5mm白色粘土粒子・5mm炭粒子混
 12 黒褐色(10YR3/2) シルト質粘土。しまり弱。褐色粘土・5～10mm硬い赤色粒子・炭粒子混
 13 黒褐色(10YR3/2) シルト質粘土。しまり強。10mm赤色粒多混。白色細粒子混
 14 黒褐色(10YR3/2) シルト質粘土。しまり弱い。褐色粘土・10mm硬い赤色粒子混
 15 黒褐色(10YR2/2) シルト質粘土。しまりあり。5mm褐色粘土・赤色粒子混
 16 黒褐色(10YR3/2) シルト質粘土。10mm硬い赤色粒子多混。炭混
 17 黒褐色(10YR2/2) シルト質粘土。しまり強。赤色細粒子多混。褐色粘土混
 18 黒褐色(10YR3/2) シルト質粘土。しまり強。5mm褐色粘土粒・硬い赤色細粒子混
 19 黒褐色(10YR2/2) シルト質粘土。しまり弱。5mm褐色粘土多混。10mm白色粘土・赤色粒子・5mm炭粒子混
 20 暗褐色(10YR3/4) シルト質粘土。粘性強。しまり弱
 21 暗褐色(10YR3/3) 砂混シルト質粘土。粘性強。しまりあり
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1 暗褐色(10YR3/4) シルト質粘土。粘性あり。しまり弱。炭粒子混
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第２節　遺　構

第 55図　ＳＢ 16・27、ＳＫ 185・565・568・569・570　遺構図
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1 黒褐色(10YR2/2) シルト質粘土。しまりあり。均質で粘土少混
  3mm赤色のかたい粒子少混。5mm炭粒子混
  2～5mm白色粘土粒子混
2 黒褐色(10YR3/1) シルト混粘土。粘性・しまりあり
  10mm黄褐色粘土粒子混。3mm炭ブロックあり
  １層に比べ赤色粒子少混
3 黒褐色(10YR2/2) シルト質粘土。20mm白色粘土粒子混。赤色細粒子混
  ４層に比べ白色粘土粒子が大きく多混
4 黒褐色(10YR2/2) シルト混粘土。粘性・しまりあり。５層の土少混
  赤色細粒子多混
5  黒色土
6  青灰色粘土

外
区
査
調

SB16

SB27

SK185

SK565・568・569・570

0 2m

1 灰黄色(2.5Y7/2) 粘土。2～5mm炭化物混
2 黒褐色(10YR2/2) 粘質シルト
  2～10mm炭化物・2～5mm焼土混
3 褐色(10YR4/4) 粘質シルト

1 黒褐色(10YR2/3)
粘質シルト
黄褐色シルトブロック多混
小礫混

2 暗褐色(10YR3/4)
粘質シルト
黄褐色シルトブロック少混

3 黒褐色(10YR2/3)
粘質シルト
黄褐色シルトブロック極少混

4 黒褐色(10YR2/2)
粘質シルト

5 オリーブ黒色
シルト質砂
粘性・しまりなし

Ⅳ  基本層序第Ⅳ層
Ⅴ   基本層序第Ⅴ層
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 1 黒褐色(10YR3/2) シルト質粘土。粘性あり。しまり弱い。褐色粒子多混。5mm炭粒子少混
 2 黒褐色(10YR2/2) シルト質粘土。しまり弱い。5mm炭粒子・褐色土混。5mm粒子多混
 3 黒褐色(10YR3/2) シルト質粘土。しまり弱い。褐色・赤色細粒子混
 4 黒褐色(10YR3/2) シルト質粘土。粘性あり。しまり弱い
   褐色土・5mm粒状ブロック・5mm赤色粒子混
 5 黒褐色(10YR3/2) シルト質粘土。しまり弱い。褐色土混。比較的均質少混
 6 黒褐色(10YR3/2) シルト質粘土。粘性あり。しまり弱い。褐色粘土多混
   5mm粒子・10mm白色粘土ブロック・赤色細粒子混
 7 黒褐色(10YR3/2) シルト質粘土。しまり弱い。褐色粘土多混
   5mm白色粘土粒子・5mm赤色粒子混
 8 黒褐色(10YR3/2) シルト質粘土。しまり弱い
   褐色土・ブロック・3mm赤色粒子混
 9 暗褐色(10YR3/3) シルト質粘土。しまりあり。3mm赤色粒子混
 10 黒褐色(10YR2/2) シルト質粘土。しまり強。5mm赤色粒多混。10mm礫混
 11 黒褐色(10YR2/2) シルト質粘土。しまり強。5mm赤色粒多混。褐色粘土混
 12 黒褐色(10YR3/3) 礫混シルト質粘土。しまり強。10mm赤色粒混
   5mm褐色粘土混
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第５章　小山寺窪遺跡

第 56図　水田跡　平面図

Ⅲa 暗褐色(10YR3/4) 粘土混砂質シルト。粘性弱。しまりややあり。水田作土
Ⅲb- 1 褐灰色(10YR4/1) シルト質粘土。極暗赤色(5YR2/3)鉄分2%沈殿。2～5mm・100mm礫微沈殿。水田床土
Ⅲb- 2 褐灰色(10YR4/1) 粘土質シルト。2～5mm礫微混
Ⅲb- 3 褐灰色(10YR4/1) 粘土質シルト。2mm軽石・炭化物微混
Ⅲb- 4 黒色(10YR2/1) 粘土質シルト。2～3mm軽石少混。2～5mm炭化物・礫微混。2～5mm地山ブロック微混
Ⅲb- 5 黒褐色(10YR3/1) 粘土質シルト。2～5mm軽石・2～10mm礫・300～500大形礫微混。鉄分・マンガン粒微沈殿
Ⅲb- 6 黒褐色(10YR3/2) 粘土質シルト。2～5mm軽石・2～10mm礫微混。鉄分・マンガン粒微沈殿
Ⅲb- 7 黒色(10YR2/1) シルト質粘土。2mm軽石・礫・炭化物微混
Ⅲb- 8 黒色(10YR2/1) 粘土質シルト。2～5mm軽石少混。2～5mm礫・炭化物微混。2～10mm地山ブロック微混
Ⅲb- 9 黒色(10YR2/1) シルト質粘土。2～10mm軽石・礫、褐色粒微混。2～5mm炭化物微混
Ⅲb-10 黒褐色(10YR3/1) シルト質粘土。150mm・500mm礫微混
Ⅲb-11 黒色(10YR2/1) シルト質粘土。2～5mm軽石・礫、20～50mm礫微混
Ⅲb-12 灰黄褐色(10YR4/2) 粘土質シルト。2～5mm礫微混
Ⅳ 基本層序第Ⅳ層
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第２節　遺　構

第 57図　水田跡　断面図

　　1 暗褐色(10YR3/4) 粘土質シルト。粘性弱。しまりあり
2～5mm軽石・礫10%混。畦畔

　　2 黒褐色(10YR3/1) シルト質粘土。粘性・しまりあり
2～10mm軽石・礫、200mm礫微混

　　3 黒褐色(10YR2/2) 粘土質シルト。粘性弱。しまりあり
2～5mm軽石・2～10mm礫少混

　　4 黒褐色(10YR3/2) 粘土質シルト。粘性弱。しまりあり
2～5mm軽石・2～10mm礫微混

　　5 黒褐色(10YR3/1) シルト質粘土。粘性あり。しまりなし
2～5mm軽石・礫微混

　　6 不明 土層記載なし

  7 暗褐色(10YR3/3) 粘土質シルト。しまりやや弱
2～5mm軽石・2～10mm礫微混

  8 暗褐色(10YR3/4) 砂質シルト。粘性弱。しまりあり
  9 暗褐色(10YR3/3) 砂質シルト。粘性なし。しまりあり
10 暗褐色(10YR3/4) シルト質粘土。粘性強。しまりあり
11 褐色(10YR4/4) 粘土混砂質シルト。粘性強

しまり強
12 褐灰色(10YR5/1) 粘土。粘性強。しまりなし
13 黒褐色(10YR2/3) シルト質粘土。粘性あり

しまりやや強
14 暗褐色(10YR3/3) シルト質粘土
15 褐灰色(10YR4/1) 粘土。粘性強。しまりなし
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１　平安時代の土器
（１）遺構出土
　ＳＢ 02（第 58 図１～24、ＰＬ 13）

　供膳具は須恵器と黒色土器がほぼ半々であり、煮炊具は土師器甕である。そのほか極小の甕、須恵器片
口鉢や土師器の鉢、三足土器のものと考える脚部など、特殊な器形のものがある。１～３、５・６は須恵
器坏で、全て底面が回転糸切りのままで、体部～底部内面を回転ナデする。１は器壁が歪み、接合すると
隙間ができ、底部を含む破片が橙色の酸化焔焼成なのに対して、ほかの体部破片が灰色を呈する還元焔焼
成である。焼成時に割れた後、異なる空気環境で焼かれたようである。４の須恵器高台付埦は底面が回転
ナデで、切り離し方法は不明だが底部に一文字の亀裂が走る。７～15 の黒色土器皿・坏・埦は、底面を
回転糸切りするものと体部下端を含めて手持ちヘラ削りするものがある。内面の黒色処理は厚く、ミガキ
の様子が観察しづらい。器高の差で皿・坏・椀に分化している。17・18の土師器ミニチュア壺は極小だが、
回転ナデ調整され、底部に回転糸切り痕が見られる。18 は内面が炭化物で黒くなり、何らかの有機物が
容れられていたと考える。土師器甕には、回転ナデ調整の 19、ハケ調整の 20、ヘラ削りされる 21 がある。
22 の須恵器片口鉢は残存率が高いが、歪みが著しく元通りに接合できない。破片により還元状態も異な
り、窯内での焼成時に割れた後、異なる空気環境下で被熱したと考える。23 の土師器鉢は、内外面回転
ナデ調整の後、口唇内面をヘラ削りする。24 は三足土器の脚部で、Ｌ字状の脚部を七角形にヘラ削りし、
つま先部と底部もヘラ削りする。鉢形などの容器の底面に付されていたと考えるが、23 とは胎土が異なり、
ＳＢ 07 から出土した黒色土器鉢 34 に胎土は似ているものの、34 のものかどうかは不明である。今回の
調査では、この脚部が付く可能性のある大型のものはほかには出土していない。
　ＳＢ 07（第 58 図 25～37、ＰＬ 13）

　供膳具は黒色土器と土師器があり、煮炊具は土師器甕である。黒色土器は、25～27 の坏、28 の埦、29
の高台付埦がある。無高台の坏・椀は、底面は回転糸切り、体部は回転ナデ調整の後、内面をミガキ調
整して黒色処理する。吸着した炭素が厚く残り、ミガキは観察しづらい。土器の残存率も高く、未使用
の可能性もある。29 の高台付埦は、高台貼り付け時に底面の糸切り痕がナデ消されている。30 の土師器
皿、31～33 の土師器坏も黒色土器と同様の調整で、底面は回転糸切り、体部は回転ナデ後、内面がミガ
かれる。31・32 の坏は、内面に煤痕と油染みのような赤味があり灯明具と推測する。34 の土師器鉢も回
転ナデ調整の後、内面を放射状にミガいて黒色処理される。35は高台が削り出しの須恵器甕で焼きが甘く、
酸化気味である。36 は回転ナデ調整される球胴の小型甕、37 はコノ字口縁で、頸部下が横、胴部が縦に
ヘラ削りされる武蔵型の甕である。
　ＳＢ 10（第 59 図 38～59、ＰＬ 14）

　供膳具は 38～50 の黒色土器が主体で、51 の須恵器坏も残る。煮炊具は 52～54・56 の土師器甕で、
57・58 の無底の甑が伴う。貯蔵具は、59 の小型の須恵器甕があり、そのほかに用途不明の 55 の円筒形土
器がある。38～45 の黒色土器坏と 46～48 の同埦は、底面が回転糸切り、体部が回転ナデ、内面がミガキ
後黒色処理されるが、ＳＢ 07 と同様に残存率の高いものがあり、吸着した炭素が黒光りするほど残りが
よいなど、未使用の可能性のあるものがある。さらに 38・39・43 は口縁部から数㎝で止まり、破断に至
らないひび割れがあり、焼成時のものであることを窺わせる。49 の黒色土器高台付埦は底面に高台を貼
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りつけ後、高台の内側がナデ消され、底部内面には直径 25㎜の円形の中央５㎜の部分だけが盛り上がっ
たはっきりしたドーナツ状のくぼみが見られる。50 の黒色土器高台付埦は、高台の内側の底面に放射状
の短い平行条線が見られヘラ削り痕に似るが、ヘラ削り痕とするには条線が幅広である。51 の須恵器坏
は焼きが甘くやや軟質で、体部外面の一部に極細のひび割れが見られる。土師器甕は、52・56 が回転台
整形、53 がコノ字口縁で頸部下が横ヘラ削りされる武蔵型甕、54 がくの字口縁で胴部が縦ヘラ削りのや
や古手の甕である。55 の土師器円筒形土器は厚手で、内面の巻き上げ痕が顕著に残る点から煮炊具とも
貯蔵具とも考えにくく、古墳時代終末期を中心に見られる円筒形土器とも直線的な外形や外面のヘラ削
り調整が異なり、用途は不明である。57・58 の無底甑は希少な器種であるが、本建物跡では 57 の土師器
のものと 58 の黒色土器のものの２種類がある。57 の土師器甑は胴部外面が横ナデされ上部に突帯が巡り、
胴部内面下部に幅 28㎜、高さ９㎜、厚さ２㎜の粘土塊が貼りつけられた上部に幅 12㎜、高さ 14㎜、深さ
３㎜の小孔があって、簀子を置くための橋を渡すようになっている。58 の黒色土器甑は、胴部外面が横
ナデ後縦にハケ目調整されて上部に突帯はなく、内面下部には橋を十文字に渡すための突起が４か所に付
く。59 の須恵器甕は、胴部～底部内面が回転ナデ調整され、底面は右回転糸切りである。
　ＳＢ 17（第 59 図 60・61）

　60 の黒色土器坏と 61 の埦ほかが出土している。60 の黒色土器坏は内外面ともにロクロ目が強く、内面
は凹部を残したまま、ヘラミガキと放射状ミガキが施される。61 の黒色土器埦は、口縁部内面から底部
内面の中心まで繋がる放射状ミガキが施される。
　ＳＢ 28（第 60 図 65～73、ＰＬ 14）

　供膳具は 65～68・70・71 の黒色土器が主体で 69 の土師器があり、黒色土器は口径と器高の差で 65～
68 の坏と 70・71 の埦に分かれる。煮炊具は 72・73 の土師器甕がある。本建物跡の黒色土器坏も遺存率
の高いものが多く、内面吸着させた炭素がよく残って光沢をもつものがある。また、66 は口縁部から体
部下半で止まる細いひび割れがあり、焼け損じとみられる。土師器甕は、胴部外面をヘラ削りする 72 と
回転ナデ調整する 73 がある。
　ＳＤ 01（第 60 図 74）

　74 の須恵器瓶底部が出土している。74 は胴部を回転ナデ調整の後、底部を回転糸切りし、高台を張り
付けている。高台の底面には直線的な圧痕があり、簀子痕とみられる。
　ＳＤ 07（第 60 図 75～84、ＰＬ 14）

　75・76 の須恵器坏、77 の黒色土器皿、78 の黒色土器の高台付皿、79・80 の坏、81 の埦、82 の灰釉陶
器埦、84 の土師器小型壺などがある。須恵器坏は底面が回転糸切りのままで、部分的に焼きが甘く、白
っぽい。75 は体部が歪んで口縁部が楕円形になる。82 の灰釉陶器碗は、高台が三日月状を呈する光ヶ丘
１号窯式のものである。84 の土師器小型壺は回転ナデ調整され、体部内面に黒褐色の付着物が見られる。
時期は９世紀代のものである。なお、83 は中世陶磁器である（107 頁参照）。
　ＳＫ 564・565・569・676・1419（第 60 図 86～93、ＰＬ 14）

　86 の土師器甑は、ＳＢ 10 の 57 と同一個体である。87～91 の黒色土器坏・皿は、底面が回転糸切り、
体部外面が回転ナデ、内面がミガキ後黒色処理される。92 の須恵器壺は暗灰色の色調や滓分の噴き出す
胎土から、奥日影窯のものと類似する。93 は土師器壺底部である。86 はＳＫ 564、87・88 はＳＫ 565、
89～91 はＳＫ 569、92 はＳＫ 676、93 はＳＫ 1419 から出土した。
（２）遺構外出土（第 60 図 94～101）

　94 の黒色土器皿は底面が磨滅して切り離し方法が不明であるが、95 の黒色土器坏は底面と体部外面下
端をヘラ削りする。96 の須恵器甕は外面が平行叩き、内面が同心円状の当て具痕である。
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２　中世の土器・陶磁器
（１）遺構出土
　ＳＢ 12（ＰＬ 15－１～７）

　１は県内産と推測する須恵質の擂鉢で、口縁端部が短く立上る。内面は全体が磨滅する。２は常滑の甕、
３～６は中津川の甕で、３は内面に指頭圧痕が残る。７は白磁の皿で、口縁端部の釉を掻き取る。いわゆ
る口禿げの皿である。このほか、小破片のため掲載しなかったが、龍泉窯の青磁碗が出土している。時期
は 13 世紀後半～14 世紀と考える。
　ＳＢ 20（ＰＬ 15－８・９）

　８はロクロ整形のかわらけで、内外面の体部下半にナデ調整を施し、底面には糸切り痕が残る。９は山
茶碗の片口鉢で回転ナデの後、体部下半を削る。東濃産と推測する。このほか、小破片のため掲載しなか
ったが、龍泉窯蓮弁文の青磁碗が出土している。時期は 13 世紀後半～14 世紀と考える。
　ＳＢ 21（ＰＬ 15－10）

　10 は中津川の甕で、時期は 13 世紀後半～14 世紀と考える。
　ＳＢ 22（ＰＬ 15－11～14）

　11～14 は龍泉窯の青磁碗で、時期は 13 世紀後半～14 世紀と考える。
　ＳＢ 23（第 59 図 62、ＰＬ 15－15）

　15（第 59 図 62）は龍泉窯蓮弁文の青磁碗で、時期は 13 世紀後半～14 世紀と考える。
　ＳＢ 27（第 59 図 63・64）

　63・64 は中津川の甕の底部で、時期は 13 世紀後半～14 世紀と考える。
　ＳＤ 01（ＰＬ 15－16・17）

　16 は龍泉窯の青磁輪花皿で、口縁部内面に画花文を施す。時期は 15 世紀末～16 世紀と考える。17 は
龍泉窯蓮弁文の青磁碗で、時期は 13 世紀後半～14 世紀と考える。
　ＳＤ 07（第 60 図 83、ＰＬ 15－18・19）

　９世紀代の土器に混じって出土したものである。18（第 60 図 83）は古瀬戸後期Ⅰ～Ⅱ様式の天目茶碗で、
底部はケズリ出しによる高台が付く。時期は 14 世紀後半～15 世紀初頭と考える。19 は中津川の甕もしく
は壺で、時期は 13 世紀後半～14 世紀と考える。
　ＳＤ 09（ＰＬ 15－20）

　20 は龍泉窯の青磁碗で、口縁部内面に画花文を施す。時期は 13 世紀代と考える。
　ＳＤ 13（ＰＬ 15－21）

　21 は常滑の片口鉢Ⅱ類と推測する。内面は磨滅し、破断面には漆と推測する黒褐色の物質が付着する。
このほか、掲載していないが龍泉窯蓮弁文の青磁碗が出土した。時期は 13 世紀後半～14 世紀と考える。
　ＳＤ 14ｂ（ＰＬ 15－22）

　22 は龍泉窯蓮弁文の青磁碗で、時期は 13 世紀後半～14 世紀と考える。
　ＳＤ 15（ＰＬ 15－23～33）

　23 は山茶碗系の、24～26 は中津川の、27 は須恵質の片口鉢で、27 にはすり目が認められる。23・27
は内面の磨滅が顕著である。28 は中津川の壺、29～31 は内耳土器、32・33 は龍泉窯蓮弁文の青磁碗であ
る。時期は 23～28、32・33 が 13 世紀後半～14 世紀、29～31 が 15 世紀と考える。
　ＳＫ 18（第 60 図 85、ＰＬ 15－34）

　34 は土師質の片口鉢で、内面にすり目が認められる。在地系で、時期は 15 世紀後半と考える。
　ＳＫ 1046（ＰＬ 15－35）
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　35 は古瀬戸の折口深皿で、破断面に漆と推測する黒褐色の物質が付着する。時期は 13 世紀末～14 世紀
前半と考える。
（２）遺構外出土（第 60 図 97～101、ＰＬ 16－36～64）

　13～14 世紀の 36～56・第 60 図 97 と 15 世紀代の 57～64 が出土した。36・37 と第 60 図 97 はロクロ整
形のかわらけで、97 には煤が付着する。38～40 は古瀬戸で 38 は前期様式の卸皿、39 は四耳壺もしくは
瓶子、40 は前期様式の瓶子である。41 は山茶碗の小皿で尾張系と推測する。42・43 は中津川で山茶碗の
片口鉢である。44～46 は常滑で 44・45 は片口鉢、46（第 60 図 101）は甕である。44 は内面の磨滅が顕著
である。47～52 は中津川で 47 は甕、48・49 は壺、50～52 は甕もしくは壺である。53 は青白磁の合子で
体部上半に花の文様が付く。54～56 は龍泉窯の青磁碗で 54・56 は蓮弁文を、55 は画花文を施す。57（第
60 図 100）は内耳土器で、口縁端部直下に耳部が付く。58（第 60 図 98）・59 は古瀬戸後期Ⅳ様式の天目茶
碗で、58 は底部に削り出しの高台が付く。60 は古瀬戸後期様式の平碗で、破断面に漆と推測する黒褐色
の物質が付着する。61（第 60 図 99）～63 は常滑の甕である。64 は瓦質の片口鉢で山梨産の可能性がある。

３　金属製品
　第 61 図１はＳＢ 02 から出土した刀子で、切先と茎尻が欠損する。背関と刃関は撫角に切込む。残存部
の全長は 20.2㎝、刃部の最大幅は 1.2㎝を測る。時期は伴出した土器から、９世紀前葉と推測する。２～
21 は銭貨で、第 11 表に詳細を示した。
第 11 表　銭貨一覧表 ※法量の項における〈　〉は復元値、（　）は残存値を示す

図版
番号

台帳
番号

出土
位置

取上№
層位等 銭種 書体 王朝名 初鋳年 残存率

外径
上下
（㎜）

外径
左右
（㎜）

厚さ
（㎜）

重量
（ｇ） 備　　　考

61-2 3 ＳＫ 1402 №１ 皇宋通寶 真書 北宋 1038 ほぼ
完形 （23.3） 24.2 1.3 1.74

3 17 ⅡＯ 23 検出 元祐通寶 行書 北宋 1086 ほぼ
完形 24.3 23.9 1.8 2.72

4 18 ⅡＯ 22 検出 淳化元寶 草書 北宋 990 ほぼ
完形 （22.0）（21.1） 1.2 1.64

5 20 ⅡＴ 19 検出 治平元寶 真書 北宋 1064 ほぼ
完形 23.1 （22.9） 1.4 1.83

6 22 ⅡＹ 10 Ⅲ層上面 紹聖元寶 篆書 北宋 1094 完形 24.0 24.0 1.5 3.53
7 36 ⅡＹ 10 Ⅲ層上面 景徳元寶 真書 北宋 1004 完形 24.4 24.4 1.2 3.78

8 39-1 ＳＤ 15 №１ 洪武通寶 ― 明 1368 完形 23.5 23.3 1.4 2.43 ７枚重なって錆着
（３単位に分離①４枚錆着）

9 39-2 ＳＤ 15 №１ 永楽通寶 ― 明 1408 ほぼ
完形 （24.9） 25.2 1.1 1.96 ７枚重なって錆着

（３単位に分離①４枚錆着）

10 39-5 ＳＤ 15 №１ 景祐元寶 篆書 北宋 1034 ほぼ
完形 （25.2）（25.0） 0.9 1.63 ７枚重なって錆着

（３単位に分離②２枚錆着）

11 39-6 ＳＤ 15 №１ □□元寶 篆書 ― ― ほぼ
完形 （22.6）（22.8） 1.6 2.43

７枚重なって錆着
（３単位に分離②２枚錆着）
腐食して銭名不明

12 40 ＳＤ 15 №２ 至道元寶 行書 北宋 995 ほぼ
完形 24.8 24.7 0.9 2.19

13 41-1 ＳＤ 15 №４ 永楽通寶 ― 明 1408 ほぼ
完形 （24.6）（24.1） 1.4 2.30 ２枚重なって錆着（背面合わせ）

14 41-2 ＳＤ 15 №４ 永楽通寶 ― 明 1408 ほぼ
完形 24.4 （24.3） 1.4 1.39 ２枚重なって錆着（背面合わせ）

15 43 ＳＤ 15 №５ 熈寧元寶 篆書 北宋 1068 ほぼ
完形 23.8 23.7 1.1 1.97

16 44 ＳＤ 15
ⅠＶ 13 №７ 皇宋通寶 篆書 北宋 1038 ほぼ

完形 （24.9）（24.9） 0.9 1.85

17 46 ＳＤ 15
ⅠＶ 13 №９ 永楽通寶 ― 明 1408 ほぼ

完形 24.7 24.7 1.3 2.95

18 47 ＳＤ 15
ⅠＶ 13 № 11 大中通寶 ― 明 1361 完形 23.4 23.4 1.3 2.29

19 48 ＳＤ 15
ⅠＶ 13 № 12 元豊通寶 篆書 北宋 1078 ほぼ

完形 24.4 24.1 1.2 1.71

20 50-1 ＳＤ 15ⅠＶ 12 下層 永楽通寶 ― 明 1408 ほぼ
完形 （24.4） 24.5 1.3 2.25 ７枚重なって錆着。若干反る

21 50-2 ＳＤ 15ⅠＶ 12 下層 開元通寶 ― 唐 621 完形 24.2 24.2 1.2 2.69 ７枚重なって錆着。背下月
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４　木製品
　ＳＫ 1074 から人形４点、薄片状の木製品２点が出土した（口絵、第 61 図、ＰＬ 17）。樹種同定を実施し
ていないため、樹種は不明である。第 61 図１・３・４は斜目材、２は柾目材を加工した人形で、被りも
のと推測する表現の有無から２種類に分類できる。１・２は２か所を抉り、被りものと推測する部分と顔
部・頸部・胴部を表現する。被りもの上部は山形状を呈し、裏面は被りものから頭部にかけて斜めに削る。
顔部は平坦で、目・鼻・口等は表現されていない。３・４は１か所を抉り、顔部・頸部・胴部を表現する。
裏面の頭部表現は１・２と同様で斜めに削るが、頭上部がやや右下がりの弧状を呈し、顔部を斜めに深く
削り込んで表現する点が１・２とは異なる。また、１・２に対して３・４は若干小形である。人形は、被
りもの表現があるもの・ないものが各２点なので、例えば前者が男性、後者が女性で一対となり、それが
２セット存在すると考えることもできよう１。
　５・６は柾目の薄片状木製品で、５は両端部が残るものと推測するが、６は下端部が欠損する。この２
点は長さと幅が異なることから、別個体の可能性がある。
　なお、１～６の出土状況は図面・写真記録ともに存在せず、不明である。

５　石製品
　竪穴建物跡、掘立柱建物跡、溝跡から砥石が合計７点のほか、遺構外から砥石、硯の小破片 10 点余が
出土している。第 62 図１はＳＢ 02 で出土した安山岩製の置き砥石で上面が破断し、表裏面が擦り減って
凹面となっているほか、幅１㎜程の線状痕が見られる。２～４はＳＢ 12 で出土した。２は凝灰岩製で短
冊形の持ち砥石で、上部の破断面を除く５面が平面となっているが、裏面には部分的使用による凹凸、両
側面には使用または成形時の細い線状痕がみられる。３は石英斑岩製の持ち砥石で上面と下面破断面を除
く４面が使用され、表面と右側面はわずかに凹面となるが、左側面と裏面は使用が少なく成形時の凹凸が
残る。４は石英斑岩製の置き砥石で、表面はよく使用されて凹面となるが、右側面と底面は成形時の凹凸
の上に僅かに擦跡が見られるだけで、左側面と下面は成形時のままである。５はＳＢ 20 で出土した砂岩
製の持ち砥石で、上下の破断面を除く４面が使用されてわずかに凹面となる。６はＳＤ 07 で出土した砂
岩製の置き砥石で、表裏面以外が破断面となり、表面はすり減って凹面となるが、裏面は原礫面の一部が
平滑になっているだけである。８はＳＴ 03 のＰ３で出土した凝灰岩製の短冊形の持ち砥石で、表裏両面
と下面は平坦だが、両側面は表面との角を面取りするように使用され、丸みを帯びる。７は遺構外で出
土した泥岩製の硯小破片で、表面に成形時の擦痕と線状痕、使用時のかすかな凹線、裏面に「天神」と
「納」の旁とみられる「内」の字の刻書がみられる。このほか、五輪塔の水輪１点がＳＢ 27 から出土して
いる（ＰＬ 17）。中津川の甕底部が伴出した点から、時期は 13 世紀後半～14 世紀と推測する。

第 12 表　木製品観察表 （　）は残存値を示す

図版
番号 ＰＬ番号 管理

番号 器種 出土位置 木取り 長さ
（㎝）

幅
（㎝）

厚さ
（㎝） 備　　　考

61-1 口絵、ＰＬ 17 １－４ 人形 ＳＫ1074 斜目 16.3 2.0 1.9 被りもの・顔部・頸部・胴部を表現
2 口絵、ＰＬ 17 １－６ 人形 ＳＫ1074 柾目 15.4 2.1 1.7 被りもの・顔部・頸部・胴部を表現
3 口絵、ＰＬ 17 １－７ 人形 ＳＫ1074 斜目 14.1 1.6 2.2 顔部・頸部・胴部を表現
4 口絵、ＰＬ 17 １－５ 人形 ＳＫ1074 斜目 14.7 2.3 2.2 顔部・頸部・胴部を表現
5 口絵、ＰＬ 17 １－８ 薄片状木製品 ＳＫ1074 柾目 3.2 1.5 0.25
6 口絵、ＰＬ 17 １－９ 薄片状木製品 ＳＫ1074 柾目 （9.5） 1.1 0.4

１　人形について、東京都立大学特任教授の山田昌久氏より、布着せ人形の可能性が高いとご教授いただいた。
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第 61図　金属製品、木製品
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第 62図　石製品
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６　その他の時代の遺物
　遺構の時期としては存在しないが縄文土器、旧石器時代～縄文時代の石器が出土した。
（１）縄文土器（第 63 図１～３、ＰＬ 17）

　縄文後期初頭から前葉にかけての土器が出土した。１・２は口縁部である。１は、強く押圧した１条の
横位隆帯を貼付する。称名寺式後半から堀之内１式併行の土器と推測する。２は口唇部が短く直立する器
形を呈し、沈線で文様を描く。堀之内１式であろう。３はやや膨らみをもつ胴部に、沈線で文様を描く。
堀之内１式であろう。
（２）石器（第 64・65 図１～23、ＰＬ 17）

　１は旧石器時代の両縁調整を施す細身のナイフ形石器で、石材は黒曜石である。
　２・３は旧石器時代終末期の石器と考える。２は槍先形尖頭器で両側縁から剝離が入る。石材は黒曜石
である。３はスクレイパーで縦長剝片を素材とし、表面の１側縁部から下部にかけて掻器的な急角度の刃
部を作出する。表面には自然面が広く残る。石材は黒曜石である。
　４以下は縄文時代の石器と考える。時期は不明だが、後期初頭から前葉の土器が出土しているので、そ
の時期のものを含む可能性は高い。
　４～11 は凹基無茎鏃で、基部を抉込む深度と側縁部の形状に違いがある。４は鍬形鏃で基部がＵ字形
を呈する。土器は出土していないが、早期押型文期の可能性があろう。石材は 10 がチャートで、それ以
外は黒曜石である。12 は石鏃未製品と考えるもので、製品よりも加工剝離が粗く厚手で、尖端部や基部
の作りが完全ではない。石材は黒曜石である。13・14 は横形の石匙で、13 は両面からの、14 は片面から
の加工剝離により形状を整え、刃部を作出する。つまみ部は、両者ともに両面からの加工剝離を施す。石
材は 13 がチャート、14 が珪質頁岩である。15・23 は石核で、15 は方向が異なる複数の剝片剝離面をも
つ。石材は黒曜石である。23 は不明確だが長楕円形状の礫を素材とし、両側縁部からの剝片剝離が多く
認められる。石材は細粒砂岩である。16・17 は短冊形の打製石斧で、16 は表裏両面に自然面を残す点か
ら礫を素材とし、17 は横長剝片を素材とする。17 は表面に自然面を、裏面に素材剝片の剝離面を広く残
す。基部や先端部には加工剝離が認められる一方で、縁辺部への加工剝離はあまり認められず、自然面の
範囲が広い。石材は 16 がデイサイト、17 が泥岩である。18 は小形の磨製石斧である。断面形状は偏平で、
全体に研磨調整を施す。石材は緑色凝灰岩であろう。19～21 は凹石で敲打痕や磨面を併せもつ。19 は両
面に凹痕、上端に敲打痕をもつ。20 は両面に凹痕、両側縁部に敲打痕、裏面に磨面をもつ。21 は片面に
浅い凹痕、裏面に磨面をもつ。石材は 19 が安山岩、20 が石英斑岩、21 が閃緑斑岩である。22 は偏平礫
を素材とする石錘で、両端部を打ち欠く。石材は安山岩である。
　なお、黒曜石については、産地推定分析を実施している（第４節参照）。

第 63図　縄文土器
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第 64図　旧石器時代・縄文時代の石器（１）
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第 65図　縄文時代の石器（２）
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第４節　自然科学分析

　小山寺窪遺跡では自然科学分析として、放射性炭素年代測定（AMS測定）、樹種同定分析、珪藻分析・
花粉分析・植物珪酸体分析、黒曜石産地推定分析を実施しており、以下、分析結果の概略を報告する。分
析の詳細については、DVD収録の分析報告書を参照されたい。

１　放射性炭素年代測定分析（AMS測定）
　ＳＢ 02・ＳＫ 565 の埋土で採取した炭化材について、分析を株式会社加速器分析研究所に委託した。
分析試料はＳＢ 02 の１層から採取した１点（第 44 図炭№４）、２層から採取した１点（第 44 図炭№５）、４
層から採取した１点（第 44 図炭№６）とＳＫ 565 から採取した１点で、目的は放射性炭素年代測定分析
（AMS分析）により得た年代と出土した土器の年代を比較し、遺構の時期決定を行うための手掛かりを得
ることにある。
　測定の結果、各試料の暦年代範囲における最小値と最大値はＳＢ 02 の炭№４が 724calAD-890calAD、
炭№５が 674calAD-779calAD、№６が 675calAD-802calADで、それぞれ８世紀前半～９世紀末葉、７世
紀後半～８世紀後葉、７世紀後半～９世紀初頭であった。出土した土器の時期は９世紀前葉なので、炭
№４・６は整合的、炭№５は整合しない結果と言える。また、ＳＫ 565 の１点は 672calAD-810calAD で、
７世紀後葉～９世紀前葉となる。出土した土器の時期は９世紀前葉であり、整合的な結果と言える。

２　樹種同定
　ＳＢ 02・ＳＫ 565 の埋土で採取した炭化材について、分析をパリノ・サーヴェイ株式会社に委託した。
分析試料は放射性炭素年代測定（AMS分析）と同じ、ＳＢ 02 の１層から採取した１点（第 44 図炭№４）、
２層から採取した１点（第 44 図炭№５）、４層から採取した１点（第 44 図炭№６）とＳＫ 565 から採取した
１点で、目的は出土した炭化材の樹種を同定することにある。
　分析の結果、ＳＢ 02・ＳＫ 565 の試料全てがコナラ属コナラ亜属コナラ節に同定された。コナラは二
次林等を構成する落葉高木で、木材は重硬で強度が高く、火付きは悪いが持続性があり、薪炭材・燃料材
として適材とされた。ＳＢ 02 は埋没過程にある窪地で火が焚かれた竪穴建物跡、ＳＫ 565 は火が焚かれ
た土坑であり、薪炭材・燃料材としてコナラ属コナラ亜属コナラ節が選択されたと理解したい。

３　珪藻分析・花粉分析・植物珪酸体分析
　１区の水田跡１・２の畦畔で区画された内部で採取した土壌№１～５（Ａ地点：Ⅲｂ－１・３・４・９・
10 層、第 57 図）とＳＤ 02 の西側で採取した土壌№１～５（Ｂ地点：Ⅲｂ－４～６・11・12 層、第 57 図）、Ｓ
Ｋ 185 とその地山で採取した土壌№１～５（４層やや下部・最下部・５層、地山に相当する基本層序第Ⅳ・Ⅴ層、
第 55 図）について、分析をパリノ・サーヴェイ株式会社に委託した。目的は、遺跡の古環境や土地利用
を検討する手掛かりを得ることにある。
　水田跡１・２と近隣では、Ａ地点の土壌№１～３とＢ地点の土壌№１・２で珪藻化石が検出され、沼沢
湿地付着生種群を多く含む流水不定性種が多産したことから沼沢地のような湿潤な環境が推定された。花
粉分析では、Ａ地点の土壌№１～３とＢ地点の土壌№１・２にイネ科が多産し、栽培種のイネ属が上層ほ
ど高率になることからＡ地点のⅢｂ－１層、Ｂ地点のⅢｂ－５層は稲作地の可能性が高いと推定された。
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Ａ地点のⅢｂ－１層は水田跡１の床土に該当し、湿潤で稲作地の可能性が高いとする分析結果は整合的と
評価できる。また、分析結果では稲作地とは明言されていないが、Ⅲｂ－２・３層でイネ属の花粉が高率
で検出されていることから、Ⅲｂ－２・３層にＳＣ 04 やＳＤ 01・05・06 で構成する水田跡２の水田面が
あったと推測したい。一方、Ｂ地点も稲作地の可能性が高いと推定されているが、畦畔などの遺構は検出
していない。イネ属以外の栽培種としては、Ａ地点の土壌№１・２、Ｂ地点の土壌№１～４でソバ属が検
出され、周辺域においてそば栽培などの土地利用があったと推定された。遺跡の土地利用を検討するうえ
で、注目すべき結果と言えよう。
　ＳＫ 185 では、地山に該当する基本層序第Ⅴ層で採取した土壌№５（第 55 図）で珪藻化石を検出し、沼
沢湿地付着生種群を含む流水不定性種が多産する特徴から、沼沢域～湿地のような水域環境が推定された。
また、花粉分析では量は少ないが、土壌№１でイネ科植物の花粉が検出され、ＳＫ 185 周辺に生育したイ
ネ科植物を反映したものと推定された。この結果から、ＳＫ 185 はそうした水域環境であった場所に掘り
込まれ、水田が営まれた時期あるいはそれと近い時期に機能した井戸跡の可能性があろう。

４　黒曜石産地推定分析
　石器の黒曜石産地を推定するため、エネルギー分散蛍光Ｘ線分析法による黒曜石産地推定分析を元沼津
工業高等専門学校望月明彦氏に委託した。分析試料は 26 点で、内訳は旧石器時代のナイフ形石器・槍先
形尖頭器・スクレイパーが各１点、縄文時代の石鏃およびその未製品が 18 点、両極石器が３点、石核が
第 13 表　黒曜石産地推定分析試料

分析番号 登録 ID 地区名 出土位置 器　種 図版番号 ＰＬ番号 推定産地
1 4 ①区 ＳＢ 02　北東 両極石器 和田鷹山群
2 33 ②区 ＳＤ 07　ⅢＣ 01 石鏃 64－９ 17 蓼科冷山群
3 38 ②区 ＳＤ 08　ⅢＡ 09 上層 石鏃 64－５ 17 和田土屋橋西群
4 54 ⑤区 ＳＤ 15　ⅠＶ 07 下層 石鏃 64－６ 17 和田鷹山群
5 65 ③－３区 ＮＲ 02　ⅢＫ 22　黒色土 石鏃 64－７ 17 和田鷹山群
6 71 ②区 ⅢＡ 07　検出面 石鏃 64－４ 17 諏訪星ヶ台群
7 77 ②区 ⅢＢ 22　検出面 石核 64－15 和田鷹山群
8 95 ③－２区 ⅢＵ 06 石鏃 64－11 17 和田鷹山群
9 96 ③－２区 ⅢＵ 12　Ⅱｂ層　下部面 石鏃 64－８ 17 和田鷹山群
10 98 ③－３区 ⅡＯ 20　検出面 スクレイパー 64－３ 17 和田鷹山群
11 100 ③－３区 ⅢＫ 19　黒色土面 ナイフ形石器 64－１ 17 和田鷹山群
12 103 ③区 槍先形尖頭器 64－２ 17 和田小深沢群
13 109 ⑥区 検出面 石鏃未製品 64－12 17 和田鷹山群
14 15 ③－３区 石鏃 諏訪星ヶ台群
15 18 ⑤区 ＳＢ 20 石鏃 和田鷹山群
16 40 ②区 ＳＤ 08　ⅢＡ 09 石鏃 諏訪星ヶ台群
17 50 ②区 ＳＤ 13 石鏃 諏訪星ヶ台群
18 58 ①区 ＳＫ 0207 石鏃 和田芙蓉ライト群
19 59 ①区 ＳＫ 0320 両極石器 和田小深沢群
20 68 ①区 石鏃 和田鷹山群
21 70 ②区 ⅠＵ 19　表土面 石鏃 諏訪星ヶ台群
22 80 ②区 ⅢＢ 24　検出面 石核 和田鷹山群
23 86 ②区 ⅢＧ 21　かく乱 石鏃 諏訪星ヶ台群
24 102 ③区 石鏃 諏訪星ヶ台群
25 105 ⑤区 石鏃 諏訪星ヶ台群
26 110 ⑥区 両極石器 和田鷹山群
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２点である（第 13 表）。縄文時代の石器は検出面で出土したものとほかの時期の遺構に混入していたもの
であり、時期を特定できない。ただし、遺構外では縄文時代後期初頭～前葉の土器が出土しており、その
時期のものを含む可能性は高い。
　分析結果の全体的な傾向は和田鷹山の範囲に 13 点、50％がプロットされ、以下、諏訪星ヶ台が８点
で 30.77％、和田小深沢が２点で 7.69％、和田芙蓉ライト・和田土屋橋西・蓼科冷山が各１点で 3.85％と
なった。時代別では旧石器時代のナイフ形石器とスクレイパーが和田鷹山、槍先形尖頭器が和田小深沢
で、全て和田（ＷＤ）エリアにプロットされた。縄文時代の石器は 23 点中、和田鷹山が最も多く 11 点で
47.82％、諏訪星ヶ台が８点で 34.78％と続き、以下、和田小深沢・和田芙蓉ライト・和田土屋橋西・蓼科
冷山が各１点で 0.04％となった。この結果、縄文時代の石器は和田（ＷＤ）エリアの黒曜石で製作された
ものが最も多く、諏訪エリアの黒曜石で製作されたものが一定量存在し、蓼科エリアの黒曜石で製作され
たものも微量含まれていることが判明した。旧石器時代の石器が和田（ＷＤ）エリアに限定された結果と
は対照的である。

第５節　小　結

　今回の調査では、平安時代と中世の遺構を検出した。土坑など、個別の時期推定が困難な遺構も多く存
在するが、時期ごとに代表的な遺構を概観することで小結としたい。
　平安時代の遺構は１区、２区、３－３区、５区、６区において竪穴建物跡、溝跡、土坑などを検出した。
また、時期推定ができなかった掘立柱建物跡や多くの土坑の中に当該期のものを含むと考える。竪穴建物
跡は、ＳＢ 02・07・10・17・18・28 の６軒が１区と隣接する３－３区に位置する。１区に形成された谷
状地形の縁辺部に点在し、重複関係はない。時期はＳＢ 02・10 が９世紀前葉、ＳＢ 07・28 が９世紀中葉
で、ＳＢ 17・18 は不明確だが９世紀代と推測する。さらに、性格は不明だが掘立柱建物跡に含めて報告
した、柱穴と被熱部で構成するＳＢ 16 についても９世紀代と推測する。カマドはＳＢ 18 については不明
だが、ＳＢ 02・10・17 は北東方向、ＳＢ 07・28 は北西方向の壁に構築され、９世紀前葉～中葉にかけ
てカマドの位置が移動している。これに従えば、ＳＢ 17 も９世紀前葉とすることができるかもしれない。
土坑は、ＳＫ 565・568・569・570 がＳＢ 02 の南側に位置する。この４基は火が焚かれた土坑で重複する
が、関連性の高い土坑である。３－３区の西側は、佐久町教育委員会が発掘調査を実施した地点に隣接し、
その地点でも９世紀代の竪穴建物跡２軒が検出されていることから（町教委 2002）、１区と３－３区およ
び３－３区の西側にかけては、９世紀代の竪穴建物跡と土坑が、少なくとも２時期以上にわたり点在して
いたとみることができよう。溝跡は、１区と３－３区からやや離れた北側の２・５・６区において、Ｓ
Ｄ 07・08・09・24 などを検出した。時期は、中世の遺物も混じるが、主体は９世紀代のものであること
から９世紀代と判断した。ＳＤ 07・08 は、等高線に対して平行する北西―南東方向に延びる溝跡で、Ｓ
Ｄ 09 がＳＤ 07・08 を接続する。ＳＤ 07・09 は２区と６区の境界付近に延び、長さ 70 ｍを超える大型の
溝跡である。ＳＤ 24 は等高線に対して直交に近い方向へ延び、ＳＤ 07 からみると直交方向にある。ＳＤ
08 を挟んで東側と西側には、掘立柱建物跡のＳＴ 02・03・04・05 が２棟ずつ、ほぼ等間隔で並列して建
つ。掘立柱建物跡個別の時期は不明だが、長軸方向がＳＤ 07・08 と一致し、ＳＴ 03 に付属するＳＡ 02
がＳＤ 08 に面しているなど溝跡との関連性が窺え、溝跡と同時期に存在した可能性もあると考える。仮
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に同時期とすれば、小山寺窪遺跡で営まれた９世紀代の集落跡は、竪穴建物跡が点在する場所と、溝跡お
よび掘立柱建物跡が並列して建つ場所が分かれていたとすることができよう。
　なお、発掘時点では、廃屋後に火が焚かれた竪穴建物跡ＳＢ 02 と土坑ＳＫ 565・568・569・570 につい
て、黒色土器の内面を黒色処理した遺構の可能性を考えたが、今回の整理作業では十分な検討ができず課
題として残った。
　中世の遺構は１区、３－３区、５区で竪穴状遺構、掘立柱建物跡、溝跡、水田跡などを検出した。また、
平安時代と同様に、時期推定ができなかった掘立柱建物跡や多くの土坑の中に当該期のものを含むと考え
る。水田跡以外の遺構は、３－３区と５区の２か所に纏まる傾向がみられる。３－３区では竪穴状遺構の
ＳＢ 12 と、掘立柱建物跡の中で報告したＬ字状の溝跡および柱穴で構成する建物跡のＳＢ 14・15 を検出
した。時期はＳＢ 12 が 13 世紀後半～14 世紀、ＳＢ 14・15 は重複関係があり、13 世紀後半と推測する
ＳＢ 15 をＳＢ 14 が切ることから、ＳＢ 14 は 13 世紀後半以降と推測する。ただし、ＳＢ 14・15 は構造
が非常に類似し、両者の中間に位置する柱穴（ＳＢ 14 のＰ 12・23）の評価によっては重複せず、隣接して
建つ同時期の建物跡と推測することも可能である。５区では竪穴状遺構のＳＢ 20・21・22・23・26 と大
型土坑のＳＢ 27、溝跡のＳＤ 13・14 ａｂ・15 などを検出した。調査区の東側境界付近にＳＤ 15 が、等
高線に対して平行～やや斜め方向に延び、その内側（西側）に竪穴状遺構や大型土坑、溝跡などが分布す
る。遺構密度が比較的高く、竪穴状遺構や溝跡には重複関係が認められる。時期は、竪穴状遺構と大型土
坑が 13 世紀後半～14 世紀で、溝跡は 13 世紀後半～14 世紀の遺物を主体に 15 世紀の遺物も出土している
ことから 13 世紀後半～14 世紀または 15 世紀と推測する。このほか、同じ範囲には多数の土坑が分布し、
13 世紀後半～14 世紀と 15 世紀の土坑が混在するものと考える。なお、ＳＤ 13・15 は長さが 100 ｍを超
える大型の溝跡で、２区と５区の境界付近で９世紀代の溝跡ＳＤ 07・09 と重複し、そのまま６区との境
界方向へ延びる。９世紀代と中世において同じ場所に掘り込まれた溝跡だが、性格は不明で今後の課題で
ある。一方、水田跡は１区の低地部で２面を検出した。時期は不明確だが、13 世紀後半～14 世紀もしく
は 15 世紀と推測された。１区の東側は低地部が続く可能性が高く、水田域もさらに広がる可能性は高い。
なお、水田域の花粉分析では栽培種としてイネ属とともにソバ属が検出され（第４節参照）、分析報告では
水田域の周辺でそば栽培などの土地利用があったと推定された。発掘調査ではそうした痕跡を検出してい
ないが、遺跡の土地利用を検討するうえで注目しておきたい結果である。そのほか、３－１区には時期を
推定できない掘立柱建物跡のＳＴ 08・09・10 と多数の土坑が分布する。隣接する３－３区では前述のと
おり９世紀代と 13 世紀後半～14 世紀の遺構を検出しており、３－１区の遺構もどちらかの時期に帰属す
る可能性があろう。
　ところで、３－３区の西側に隣接する佐久町教育委員会の調査地点では、中世の建物跡や墓域群が検出
され、鎌倉時代後半期～江戸時代に至る各時期の五輪塔が多数出土したなどの状況から、当地にあったと
伝わる津金寺との関係が検討されている（町教委 2002）。今回、埋文センターが調査した地点には墓域と
推定できるような場所はなく、五輪塔もＳＢ 27 で水輪１点が出土したにすぎず、佐久町教育委員会の調
査地点とは内容が明らかに異なる。さらに、仏教関連遺物や寺院に直結するような遺構が存在しない点を
考慮すると、当地に津金寺が存在していたとしてもその場所は今回の調査区ではなく、周辺部に残る未調
査の場所ということになろう。

参考・引用文献

佐久町教育委員会 2002『小山寺窪遺跡　伝承の寺跡および鎌倉時代～室町時代の墓群の調査』
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第６章　上野月夜原遺跡

第１節　遺跡の概観と調査の概要

１　遺跡の概観
　上野月夜原遺跡は南佐久郡佐久穂町の旧八千穂村畑地区に所在し、調査区の標高は 868～870 ｍを測る。
この地域は八ヶ岳起源のローム層が厚く堆積した台地で、千曲川に直交するいくつもの小河川が台地を浸
食し、上野月夜原遺跡もそうした台地縁辺の崖上に位置する（第 66 図）。
　近隣遺跡の状況は、本遺跡の西側には埋文センターが調査した馬込遺跡があり、縄文時代の陥し穴５基
や平安時代と中世の遺物を検出した（埋文センター 2005）。本遺跡の南側には封地遺跡があり、旧八千穂村
教育委員会の調査では、縄文時代後・晩期の竪穴建物跡、土坑、黒曜石集積などが検出されたほか、早期
から晩期の遺物が出土した（八千穂村教育委員会 2005）。また、本遺跡の東側には、縄文時代の遺物散布地
として登録されている反り峯遺跡や、中世城館跡の下畑城跡と下畑下の城跡がある。

２　調査の概要と経過
　本遺跡は事前の調査歴がなく、遺構密度などを確認するため、2008（平成 20）年度に 19 本のトレンチ
を掘削した（第 67 図）。その結果、遺跡北側の緩斜面には遺物包含層が残存し（１区１～４トレンチ）、その
部分周辺を面的に拡張したところ土坑２基を検出した（４・５トレンチ）。それ以外の地点は削平が著しく、
地山が露出していた場所もあり、遺構・遺物ともになかったことから面的調査は行わなかった。

３　基本層序
　基本層序は第Ⅰ～Ⅲ層に大別できる（第 67 図）。第Ⅰ層は、腐植土を含む調査区全体の表土を一括する。
第Ⅱ層黒褐色土は、①ではａ～ｄに細分され遺物を包含する。第Ⅲ層は遺跡全体の基盤を成す褐色土で、
遺構は第Ⅲ層上面で検出した。なお、第Ⅰ～Ⅲ層の堆積が認められるのは１～４トレンチまでであり、５
～19 トレンチは削平の影響を受け、第Ⅰ層直下が第Ⅲ層であった。

参考・引用文献

埋文センター 2005『馬込遺跡』

八千穂村誌刊行会 2003『八千穂村誌』第四巻　歴史編

八千穂村教育委員会 2005『封地遺跡発掘報告書』
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第 66図　遺跡範囲・調査区位置図
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第１節　遺跡の概観と調査の概要

第 67図　トレンチ・調査区配置図、土層柱状図
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第６章　上野月夜原遺跡

第２節　遺構と遺物

１　遺　構
　本遺跡で検出した遺構は、以下の土坑２基のみである（第 67・68 図）。
　ＳＫ 04（第 68 図）

位置：４トレンチ。検出：基本層序第Ⅲ層上面で検出。重複関係：なし。形状・規模：平面形は円形もし
くは楕円形と考えるが、西側が調査区外へ延びるため不明確である。断面形はＶ字形を呈する。規模は残
存部で長軸 140㎝以上、短軸 132㎝以上、深さ 100㎝を測る。遺物：なし。時期：時期決定の根拠がなく
不明である。
　ＳＫ 05（第 68 図）

位置：５トレンチ。検出：基本層序第Ⅲ層上面で検出。重複関係：なし。形状・規模：平面形は不整形、
断面形はＶ字形を呈する。規模は長軸 374㎝、短軸 174㎝、深さ 60㎝を測る。遺物：縄文時代早期から前
期前半と推測する、繊維を微量に含む土器の小破片が出土した（第 69 図１）。時期：時期決定の根拠がな
く不明だが、出土した遺物を考慮すれば縄文時代早期から前期前半であろうか。

第 68図　ＳＫ 04・05　遺構図
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第３節　小　結

２　遺　物
　本遺跡では、縄文時代早期～前期・後期の土器と古代の土師器・須恵器、中世の内耳土器、近世以降の
陶磁器類などが出土したが、小破片のため図示できるものはほとんどない。石器は、打製石斧のほかは黒
曜石・チャートなどの剝片類が少量出土したのみである。また、図示していないが、金属製品として時期
不明の火打金１点と鉄釘が出土した。
　第 69 図１・２は同一個体の口縁部と胴部で、無節縄文を施文する。内面は剝離のため不明確だが、ナ
デ調整であろう。胎土に微量の繊維を含み、縄文時代早期～前期前半の土器と考える。１はＳＫ 05 から、
２は５トレンチから出土した。３は胴部で沈線により文様を描き、単節縄文を施文する。縄文時代後期前
葉の堀之内Ⅰ式である。３トレンチから出土した。４は打製石斧の基部で、石材は泥岩と推測する。17
トレンチから出土した。

第３節　小　結

　今回の調査は、かく乱を受けた範囲が広く、遺構・遺物も極めて少量の検出にとどまるなど、遺跡の性
格を解明するような成果は得られなかった。しかし、かく乱の影響を考慮しても、遺構数や遺物量からす
れば本遺跡に大規模な集落が存在したとは考えにくく、土坑が極めて稀に散在する様相から集落の縁辺、
もしくは集落からはやや離れた場所で、居住とは異なる土地利用を考えざるを得ない。
　遺構の時期は、ＳＫ 05 やトレンチから出土した遺物を考慮すれば、縄文時代早期から前期前半もしく
は後期前葉となろうが不明確である。さらに、古代以降の遺物がわずかに出土していることから、本遺跡
が位置する同一台地上に古代以降の遺跡が存在する可能性もある。

第 69図　縄文土器・石器
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第７章　満り久保遺跡

第７章　満り久保遺跡

第１節　遺跡の概観と調査の概要

１　遺跡の概観
　満り久保遺跡は八ヶ岳北麓から東側に伸びる丘陵の末端部で、東に千曲川、南に大石川を望む標高 850
～900 ｍの河岸段丘上に位置する（第 70 図）。この地域一帯は、千曲川が形成した礫層を基盤とする河岸
段丘が発達し、上部には八ヶ岳の噴出物（上部佐久ローム層）が堆積する。遺跡内の地形は、南側の尾根
稜線部とそこから北側に下る谷部に区分でき、境界を町道畑 35 号線が東西に走る。
　周辺遺跡の状況は、本遺跡の北側に畑寺久保遺跡と細久保遺跡が、東側に満り久保東遺跡と千ヶ日向団
地上遺跡がある。満り久保東遺跡は旧石器時代の遺物散布地、それ以外は縄文時代の遺物散布地とされて
いるが、詳細は不明である。また、本遺跡の南側には馬越下遺跡があり、中部横断道建設に伴う埋文セン
ターの調査では、平安時代の竪穴建物跡３軒などを検出した（第８章参照）。

２　調査の概要と経過
　満り久保遺跡では、2009（平成 21）・2013・2014 年度の３か年にわたり本調査を実施した。調査範囲は
尾根稜線部の１区、谷部の２区、その境界を走る町道畑 35 号線部分の３区および１～３区の西側に隣接
する１ｂ・２ｂ・３ｂ区で（第 71 図）、調査面積は合計 6,250㎡である。
　2009 年度の調査は１・２区で実施した。１区では、本調査に先立つトレンチ掘削で黒曜石が多く出土
したことから、任意の８ｍグリッドを設定し、さらに２ｍの小グリッドに分割して人力で掘下げた。その
結果、槍先形尖頭器、細石刃・細石核などの石器 2,962 点が出土した。しかし、遺物は第Ⅰ層表土・耕作
土から出土したものがほとんどで、本来の遺物包含層が耕作で撹拌されたことにより、第Ⅰ層に混入した
ものと考えた。また、第Ⅰ層には、少数だが縄文時代以降の遺物も混在する。一方、２区では 19～21 ト
レンチ拡張部で、時期不明の溝跡１条（ＳＤ 01）を検出したほか、22～24 トレンチ拡張部およびその周辺
で、槍先形尖頭器９点を含む 61 点の石器が、縄文時代・古代の遺物と混在して出土した。
　2013 年度の調査は、１区に隣接する３区で実施した。調査区に任意方向（道路に対して平行・直交）の２
ｍグリッドを設定し、グリッド単位で掘り下げた。その結果、第Ⅰ層表土・耕作土より、槍先形尖頭器や
細石刃・細石核などを含む 86 点の石器が、縄文土器や中世以降の遺物と混在して出土した。また、第Ⅲ
層上面では、縄文時代の可能性がある土坑３基（ＳＫ 01～03）を検出した。
　2014 年度の調査は、１～３区の西側に隣接する１ｂ・２ｂ・３ｂ区で実施した。１ｂ区では、槍先形
尖頭器と石核を含む 22 点の石器が、第Ⅰ層表土・耕作土において、縄文時代や中世以降の遺物と混在し
て出土した。３ｂ区では、第Ⅰ層表土・耕作土で剝片１点が出土したのみであった。１ｂ区・３ｂ区とも
に石器の出土点数は少なく、２ｂ区では遺物が出土しなかったことから、当該年度の調査範囲は遺物分布
の主要範囲からは外れていると考えた。
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第１節　遺跡の概観と調査の概要

第 70図　遺跡範囲・調査区位置図
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第７章　満り久保遺跡

第 71図　トレンチ・調査区配置図
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第１節　遺跡の概観と調査の概要

３　基本層序
　第 71 図に基本層序を記録した位置、第 72 図に基本層序を示した。第Ⅰ層は、耕作土・造成土・かく乱
等を含む調査範囲全体の表土を一括する。遺物の大半が本層から出土しており、本来の遺物包含層が耕作
等で撹拌されたものと考える。第Ⅱ層は２区のみに認められ、22～24 トレンチ拡張部の②地点ではⅡ－
１・２層に細分した。第Ⅲ層は遺跡全体に認められる黄褐色シルト（ローム層）で、第Ⅲ－１層以下は細
分される。１区の⑦地点では最大第Ⅲ－１～10 層に細分した。
　なお、土壌サンプルを１区⑦地点、１ｂ区⑥地点、３区③～⑤地点で採取し、その内、１区⑦地点の第
Ⅰ・Ⅲ－１～10 層より採取した 17 点（№１～７・９・12・16・19・22・24・26・28～30）、Ⅰｂ区⑥地点の第
Ⅲ－１～３層より採取した５点（№１～５）、３区③地点の第Ⅰ・Ⅲ－１～５層より採取した 12 点（№１
～12）、３区④地点の第Ⅰ・Ⅲ－１～３層より採取した９点（№１～９）、３区⑤地点の第Ⅰ・Ⅲ－１～３
層より採取した９点（№１～９）、合計 52 点について、火山灰分析を実施した（第４節参照）。

第 72図　土層柱状図

Ⅰ 表土 調査区全体の表土（耕作土、造成土、かく乱を含む）を一括 
Ⅱ 黄褐色(10YR5/8) シルト。粘性弱。しまりややあり
  10～50mm黄褐色ブロック多混
Ⅱ-1 オリーブ褐色 シルト。粘性弱。しまり弱
 (2.5Y4/4)
Ⅱ-2 黒色(2.5Y2/1) シルト。粘性ややあり。しまり弱。3～10mm小礫混
Ⅲ-1 黄褐色(10YR5/6) シルト。粘性弱。しまりややあり
  5～10mm橙色粒・2～5mm白色粒・黒曜石の自然石混
Ⅲ-2 褐色(10YR4/6) シルト。粘性・しまりややあり。2～5mm橙色粒・白色粒混
Ⅲ-3 褐色(10YR4/4) シルト。粘性ややあり。しまりあり。2～5mm白色粒少混
Ⅲ-4 褐色(10YR4/4) シルト。粘性あり。しまり弱。2～5mm白色粒子少混
Ⅲ-5 褐色(10YR4/4) シルト。粘性あり。しまりあり。2～5mm白色粒子少混
Ⅲ-6 にぶい黄褐色 シルト。粘性あり。しまり強。2～5mm白色粒子少混
 (10YR4/3) マンガン・鉄分集積
Ⅲ-7 にぶい黄褐色 シルト。粘性あり。しまり強。2～5mm白色粒子少混
 (10YR5/4) マンガン・鉄分集積
Ⅲ-8 にぶい黄褐色 シルト。粘性あり。しまり強。2～5mm白色粒子少混
 (10YR5.5/4) マンガン・鉄分集積。Ⅲ-７層より色調明るい
Ⅲ-9 明黄褐色(10YR7/6) シルト。粘性弱。しまり強。やや砂質。マンガン少量集積
Ⅲ-10 にぶい黄褐色 シルト。粘性ややあり。しまり強。小礫少混
 (10YR7/4)
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第２節　旧石器時代の遺物

１　出土状況
　旧石器時代の遺物は１区・１ｂ区・２区・３区で出土したが、その多くは１区で出土したものである。
　１区では遺物の大半が第Ⅰ層表土・耕作土から出土しており、わずかに 12 点が第Ⅲ－１層（ローム層）

から出土した。第Ⅲ－１層から出土したものは、黒曜石の原石２点、剝片６点、砕片３点と安山岩の剝片
１点である。出土遺物には、縄文時代の遺物を含んでおり、旧石器時代の剝片類を抽出することは難しい
が、縄文時代の土器や石器は少なく、剝片・砕片の大半は旧石器時代の遺物と推定した。本来は複数のブ
ロックを形成していたと推測するが、原位置の詳細はわからない。
　２区では 22～24 トレンチ拡張部とその周辺で、槍先形尖頭器９点を含む 61 点の石器が縄文時代・古代
の遺物と混在して出土した。第Ⅰ～Ⅱ層の出土で、第Ⅲ－１層出土のものはない。
　３区では、槍先形尖頭器と細石刃・細石核など７点を含む 86 点の石器が、縄文時代以降の遺物と混在
して出土した。全て第Ⅰ層表土・耕作土から出土したもので、第Ⅲ－１層出土のものは存在しない。３区
は１区の隣接地であり、本来はブロックを形成していたと推測するが、原位置の詳細は不明である。
　このほか、１ｂ区では槍先形尖頭器と石核を含む 22 点の石器が縄文時代以降の遺物と混在して出土し、
３ｂ区では剝片１点のみが出土した。全て、第Ⅰ層表土・耕作土から出土したものである。
　なお、調査段階では各地区の遺物分布図を作製しているが、第Ⅰ層表土・耕作土出土のものがほとんど
で、遺物の原位置が不明確であることから、本報告では遺物分布図の掲載を割愛した。

２　遺　物
　上記のとおり、旧石器時代の遺物は、第Ⅰ層表土・耕作土から縄文時代以降の遺物と混在して出土した
ものが多い。ここでは、旧石器時代から縄文時代草創期の石器と判断したものを提示する。また、黒曜石
の石器は蛍光Ｘ線分析による産地推定を実施した。分析結果は第４節に記載する。
　各地区で出土した石器群の合計は槍先形尖頭器 77 点、ナイフ形石器３点、削器・掻器 10 点（その内１
点は石錐の可能性有）、石刃 10 点、石核 20 点、細石刃 12 点、細石核４点である。剝片・砕片が 3,000 点以
上出土しているが、縄文時代の剝片が含まれており、旧石器時代の剝片・砕片を抽出することは難しい。
１区の剝片には槍先形尖頭器製作に関わるポイントフレイク（尖頭器調整剝片）が 41 点出土したことから、
旧石器時代の石器製作が行われた場所であり、石器ブロックが存在していたと推定できる。
　第 73～75 図１～42（ＰＬ 18）は槍先形尖頭器、第 81 図 78～85（ＰＬ 20）はポイントフレイクで、全て
黒曜石である。１～19・21～26 は両面加工、20・30～35 は片面加工の槍先形尖頭器で、27～29・36～42
は粗い周辺加工が施され、不整形であることから、槍先形尖頭器の未製品と判断した。7は半月形石器も
しくは半月型尖頭器で、縄文時代草創期にも認められるものである。槍先形尖頭器石器群の黒曜石産地
は、和田鷹山群（３）、諏訪星ヶ台群（４・６・30）、産地不明ＮＫ群（２・８・18・34）、蓼科冷山群（前記
以外）の４か所だが、蓼科冷山群が主体である。また、図示したポイントフレイクはいずれも蓼科冷山群
産であり、本遺跡での槍先形尖頭器製作は、蓼科冷山群産の黒曜石を用いていたと想定できる。
　第 76 図 43～45（ＰＬ 19）は黒曜石製ナイフ形石器で、蓼科冷山群産の黒曜石と推定された。
　第 76・77 図 46～51（ＰＬ 19）は削器類で、47 は抉入削器である。第 77 図 52～55（ＰＬ 19）は掻器類で、
53 は旧石器時代末から縄文時代草創期にみられる掻削器であろう。石材は 46 がチャート、47 がホルンフ
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ェルス、54 が珪質頁岩、ほかは黒曜石で諏訪星ヶ台群（48・53）、高原山甘湯沢群（49）、和田鷹山群（52）、
蓼科冷山群（前記以外）の産地が推定された。
　第 78 図 56～58（ＰＬ 19）は石刃で 56 が珪質頁岩、57 が黒曜石（蓼科冷山群）、58 がチャートである。
　第 78 図 59～65（ＰＬ 19）は細石刃、第 78・79 図 66～69（ＰＬ 19）は細石核、第 79 図 70 は細石核の打
面再生剝片である。68 は細石刃剝離作業面を打面として剝片を剝離する。70 はガジリにより打点が失わ
れている。これらはいずれも黒曜石で、産地は蓼科冷山群（59・60・62～64・68～70）、諏訪星ヶ台（61・
66）の２か所であるが、蓼科冷山群が主体となる。なお、65・67 は産地分析をしていない。
　第 80・81 図 71～77（ＰＬ 20）は黒曜石製石核で、産地はすべて蓼科冷山群である。図示した石核の中
には、縄文時代のものを含む可能性があるが、旧石器時代においても、蓼科冷山群の原石を持ち込んで石
器製作を行っていたことが想定される。
第 14 表　石器観察表

図№ 整理№ 調査区 層位 遺物№ 器種 材質 産地 長㎜ 幅㎜ 厚㎜ 重量ｇ 備考
1 2037 １区 耕作土 2037 槍先形尖頭器 黒曜石 蓼科冷山群 39 16 6 3.62
2 2021 １区 耕作土 2021 槍先形尖頭器 黒曜石 不明ＮＫ群 33 15 8 3.12
3 1697 １区 耕作土 1697 槍先形尖頭器 黒曜石 和田鷹山群 34 14 5 3.18
4 37 １区 耕作土 37 槍先形尖頭器 黒曜石 諏訪星ヶ台群 34 16 7 2.57
5 2236 １区 耕作土 2236 槍先形尖頭器 黒曜石 蓼科冷山群 35 18 7 4.71
6 2026 １区 耕作土 2026 槍先形尖頭器 黒曜石 諏訪星ヶ台群 27 17 6 2.27
7 2015 １区 耕作土 2015 槍先形尖頭器 黒曜石 蓼科冷山群 50 30 10 15.21
8 444 １区 耕作土 444 槍先形尖頭器 黒曜石 不明ＮＫ群 27 19 8 2.3
9 783 １区 耕作土 783 槍先形尖頭器 黒曜石 蓼科冷山群 12 18 6 1.13
10 213 １区 耕作土 213 槍先形尖頭器 黒曜石 蓼科冷山群 15 15 7 1.09
11 782 １区 耕作土 782 槍先形尖頭器 黒曜石 蓼科冷山群 15 20 6 1.48
12 2104 １区 耕作土 2104 槍先形尖頭器 黒曜石 蓼科冷山群 17 17 5 1
13 643 １区 耕作土 643 槍先形尖頭器 黒曜石 蓼科冷山群 17 22 6 2.16
14 1105 １区 耕作土 1105 槍先形尖頭器 黒曜石 蓼科冷山群 20 23 6 3.15
15 1431 １区 耕作土 1431 槍先形尖頭器 黒曜石 蓼科冷山群 22 22 9 3.95
16 2337 １区 耕作土 2337 槍先形尖頭器 黒曜石 蓼科冷山群 29 26 7 6.42
17 1383 １区 耕作土 1383 槍先形尖頭器 黒曜石 蓼科冷山群 22 27 10 6.07
18 1077 １区 耕作土 1077 槍先形尖頭器 黒曜石 不明ＮＫ群 20 17 6 1.93
19 5033 ２区拡張 8 槍先形尖頭器 黒曜石 蓼科冷山群 32 17 8 4.04
20 1082 １区 耕作土 1082 槍先形尖頭器 黒曜石 蓼科冷山群 36 18 10 5.69
21 1602 １区 耕作土 1602 槍先形尖頭器 黒曜石 蓼科冷山群 17 17 6 0.91
22 5070 ２区拡張 42 槍先形尖頭器 黒曜石 蓼科冷山群 18 15 7 1.26
23 1111 １区 耕作土 1111 槍先形尖頭器 黒曜石 蓼科冷山群 22 19 8 2.82
24 3280 １区 耕作土 3280 槍先形尖頭器 黒曜石 蓼科冷山群 21 25 8 3.09
25 2249 １区 耕作土 2249 槍先形尖頭器 黒曜石 蓼科冷山群 20 20 6 1.24
26 459 １区 耕作土 459 槍先形尖頭器 黒曜石 蓼科冷山群 33 28 9 5.36
27 5028 ２区拡張 4 槍先形尖頭器 黒曜石 蓼科冷山群 28 22 6 3.79
28 828 １区 耕作土 828 槍先形尖頭器 黒曜石 蓼科冷山群 32 30 8 8.01
29 2247 １区 耕作土 2247 槍先形尖頭器 黒曜石 蓼科冷山群 40 32 11 13.58
30 1911 １区 耕作土 1911 槍先形尖頭器 黒曜石 諏訪星ヶ台群 29 11 5 0.84
31 393 １区 耕作土 393 槍先形尖頭器 黒曜石 蓼科冷山群 25 21 4 1.63
32 2233 １区 耕作土 2233 槍先形尖頭器 黒曜石 蓼科冷山群 21 15 7 1.46
33 2273 １区 耕作土 2273 槍先形尖頭器 黒曜石 蓼科冷山群 23 21 6 2.78
34 2624 １区 耕作土 2624 槍先形尖頭器 黒曜石 不明ＮＫ群 26 20 8 3.24
35 369 １区 耕作土 369 槍先形尖頭器 黒曜石 未実施 22 26 7 0.13
36 5112 ２区表採 耕作土 槍先形尖頭器 黒曜石 蓼科冷山群 36 21 10 6.78
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図№ 整理№ 調査区 層位 遺物№ 器種 材質 産地 長㎜ 幅㎜ 厚㎜ 重量ｇ 備考
37 1995 １区 耕作土 1995 槍先形尖頭器 黒曜石 蓼科冷山群 63 30 15 28.81
38 1300 １区 耕作土 1300 槍先形尖頭器 黒曜石 蓼科冷山群 41 31 10 11.65
39 1974 １区 耕作土 1974 槍先形尖頭器 黒曜石 蓼科冷山群 17 23 4 1.22
40 3320 １区 廃土 3320 槍先形尖頭器 黒曜石 蓼科冷山群 38 43 14 18.67
41 410 １区 耕作土 410 槍先形尖頭器 黒曜石 蓼科冷山群 34 31 8 8.06
42 1052 １区 耕作土 1052 槍先形尖頭器 黒曜石 蓼科冷山群 34 31 9 11.05
43 175 １区 耕作土 175 ナイフ形石器 黒曜石 蓼科冷山群 32 15 10 3.47
44 2226 １区 耕作土 2226 ナイフ形石器 黒曜石 蓼科冷山群 32 17 8 3.22
45 2158 １区 耕作土 2158 ナイフ形石器 黒曜石 蓼科冷山群 33 20 6 3.56
46 1010 １区 耕作土 1010 削器 チャート 53 42 10 19.99
47 2222 １区 耕作土 2222 抉入削器 ホルンフェルス 53 72 17 76.2
48 2993 １区 耕作土 2993 削器 黒曜石 諏訪星ヶ台群 25 25 7 3.45
49 811 １区 耕作土 811 削器 黒曜石 高原山甘湯沢群 35 25 9 7.95
50 1089 １区 耕作土 1089 削器 黒曜石 蓼科冷山群 36 27 9 10.33
51 1338 １区 耕作土 1338 削器 黒曜石 蓼科冷山群 29 34 9 9.66
52 66 １区 耕作土 66 掻器 黒曜石 和田鷹山群 21 18 7 2.65
53 1842 １区 耕作土 1842 掻削器 黒曜石 諏訪星ヶ台群 40 28 15 14.9
54 2277 １区 耕作土 2277 掻器 珪質頁岩 46 25 11 11.6
55 3033 １区 耕作土 3033 掻器 黒曜石 蓼科冷山群 29 23 6 4.7
56 1480 １区 耕作土 1480 石刃 珪質頁岩 30 25 7 5.71
57 381 １区 耕作土 381 石刃 黒曜石 蓼科冷山群 47 19 9 7.26
58 1041 １区 耕作土 1041 石刃 チャート 60 19 7 8.11
59 519 １区 耕作土 519 細石刃 黒曜石 蓼科冷山群 17 7 2 0.18
60 170 １区 耕作土 170 細石刃 黒曜石 蓼科冷山群 11 9 2 0.26
61 800 １区 耕作土 800 細石刃 黒曜石 諏訪星ヶ台群 17 9 2 0.37
62 889 １区 耕作土 889 細石刃 黒曜石 蓼科冷山群 12 5 2 0.13
63 2313 １区 耕作土 2313 細石刃 黒曜石 蓼科冷山群 14 9 2 0.23
64 1708 １区 耕作土 1708 細石刃 黒曜石 蓼科冷山群 10 6 1 0.11
65 ３区 耕作土 4226 細石刃 黒曜石 未実施 33 7 2 0.11 67 と接合
66 2343 １区 耕作土 2343 細石核 黒曜石 諏訪星ヶ台群 37 22 26 21.21
67 ３区 耕作土 4057 細石核 黒曜石 未実施 47 26 22 31.42 65 と接合
68 1527 １区 耕作土 1527 細石核 黒曜石 蓼科冷山群 26 46 21 19.91
69 1952 １区 耕作土 1952 細石核 黒曜石 蓼科冷山群 27 14 32 6.83
70 2170 １区 耕作土 2170 打面再生剝片 黒曜石 蓼科冷山群 22 28 11 5.88
71 1915 １区 耕作土 1915 石核 黒曜石 蓼科冷山群 30 54 15 16.81
72 2086 １区 耕作土 2086 石核 黒曜石 蓼科冷山群 32 61 19 33.68
73 685 １区 耕作土 685 石核 黒曜石 蓼科冷山群 35 25 26 31.86
74 980 １区 耕作土 980 石核 黒曜石 蓼科冷山群 47 23 21 22.02
75 1794 １区 耕作土 1794 石核 黒曜石 蓼科冷山群 32 43 19 17.53
76 911 １区 耕作土 911 石核 黒曜石 蓼科冷山群 39 31 19 25.24
77 1352 １区 耕作土 1352 石核 黒曜石 蓼科冷山群 38 31 38 31.28
78 329 １区 耕作土 329 ポイントフレイク 黒曜石 蓼科冷山群 19 12 2 0.45
79 1267 １区 耕作土 1267 ポイントフレイク 黒曜石 蓼科冷山群 15 16 4 0.92
80 2165 １区 耕作土 2165 ポイントフレイク 黒曜石 蓼科冷山群 16 21 5 1.07
81 505 １区 耕作土 505 ポイントフレイク 黒曜石 蓼科冷山群 16 14 2 0.59
82 2420 １区 耕作土 2420 ポイントフレイク 黒曜石 蓼科冷山群 11 17 3 0.44
83 1875 １区 耕作土 1875 ポイントフレイク 黒曜石 蓼科冷山群 15 12 2 0.43
84 1284 １区 耕作土 1284 ポイントフレイク 黒曜石 蓼科冷山群 21 23 5 2.01
85 246 １区 耕作土 246 ポイントフレイク 黒曜石 蓼科冷山群 17 35 12 4.47
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第 73図　旧石器時代の石器（１）

は欠損を示す
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第 74図　旧石器時代の石器（２）
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第 75図　旧石器時代の石器（３）
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第 76図　旧石器時代の石器（４）
は欠損を示す
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第 77図　旧石器時代の石器（５）
は欠損を示す
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第 78図　旧石器時代の石器（６）
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第 79図　旧石器時代の石器（７）
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第 80図　旧石器時代の石器（８）
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第２節　旧石器時代の遺物

第 81図　旧石器時代の石器（９）
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第７章　満り久保遺跡

第３節　その他の時代の遺構と遺物

１　遺　構
　旧石器時代以外の遺構として溝跡１条、土坑３基を検出した。
（１）溝　跡
　ＳＤ 01（第 82 図）

位置：２区。ⅠＵ 15・20、ⅠＶ 11 グリッド。検出：基本層序第Ⅲ層上面で検出。重複関係：なし。形
状・規模：等高線に対して直交する方向に延びる直線的な溝跡で、断面はＵ字状を呈する。規模は長さ
7.1 ｍ、幅 30㎝、深さ 10㎝を測る。遺物：なし。時期：時期決定の根拠がなく不明である。
（２）土　坑
　ＳＫ 01（第 82 図）

位置：３区。ⅢＦ 05 グリッド。検出：基本層序第Ⅲ層上面で検出。重複関係：なし。埋土：２層が堆積
する。形状・規模：平面は円形、断面は段掘り状を呈し、規模は直径 84㎝、深さ 12㎝を測る。遺物：な
し。時期：不明だが、縄文時代後期と推測するＳＫ 03 に隣接し同一面で検出した点、ＳＫ 01 の南側で縄
文時代中期後半の土器（第 83 図４）が出土した点などから、縄文時代中期後半もしくは後期の可能性があ
る。
　ＳＫ 02（第 82 図）

位置：３区。ⅢＦ 05 グリッド。検出：基本層序第Ⅲ層上面で検出。重複関係：なし。埋土：不明。形
状・規模：平面は円形、断面はタライ形を呈し、規模は直径 92㎝、深さ 20㎝を測る。遺物：なし。時
期：不明だが、縄文時代後期と推測するＳＫ 03 に隣接し同一面で検出した点、ＳＫ 02 の東側に位置する
ＳＫ 01 の周辺で縄文時代中期後半の土器（第 83 図４）が出土した点などから、縄文時代中期後半もしく
は後期の可能性はある。
　ＳＫ 03（第 82 図）

位置：３区。ⅢＦ 05 グリッド。検出：基本層序第Ⅲ層上面で検出。重複関係：なし。埋土：単層。形
状・規模：平面は楕円形、断面はすり鉢状を呈し、規模は直軸 1.9 ｍ、短軸 1.7 ｍ、深さ 32㎝を測る。遺
物：縄文時代後期土器の小破片（第 83 図１～３）と打製石斧、黒曜石・チャート砕片が出土した。時期：
不明確だが、出土した土器の時期から縄文時代後期と考える。

２　遺　物
　縄文時代中期後半～後期の土器、土師器、中世以降の陶磁器類と石鏃、打製石斧などの石器、時期不明
の臼玉が出土した。この内、ＳＫ 03 および３区の遺構外で出土した縄文土器と臼玉を報告する。
　第 83 図１～３は、ＳＫ 03 から出土した縄文時代後期の土器である。１は石神類型もしくは加曽利Ｂ１
式併行で、３条の横位沈線を描く。２は石神類型で、横位沈線の間に連鎖状の沈線を描く。３は無文部の
破片であり、外面にミガキを施す。
　４・５はⅢＦ 05 グリッドで出土した。４は縄文時代中期後半の土器で、口縁部を渦巻き状の文様と楕
円区画で構成する。楕円区画の内部には、単節縄文を施文する。頸部は無文となり、胴部との境付近に刺
突を施す。胴部は縦位方向の単節縄文を地文とし、沈線および隆帯で構成する主文様の間に、蛇行沈線を
描く。５は臼玉で直径 8.3㎜、孔径 0.8㎜、厚さ 6.0㎜を測る。石材は不明である。
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第３節　その他の時代の遺構と遺物

第 82図　２区・３区　遺構全体図、ＳＤ 01、ＳＫ 01・02・03　遺構図
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第７章　満り久保遺跡

第４節　自然科学分析

　満り久保遺跡では自然科学分析として、黒曜石産地推定分析と火山灰分析を実施しており、以下にその
結果を報告する。各分析の詳細については、DVDに収録した。

１　黒曜石産地推定分析
　出土した黒曜石について産地を推定するため、エネルギー分散蛍光Ｘ線分析法による黒曜石産地推定分
析を、元沼津工業高等専門学校望月明彦氏に委託した。
　分析試料は１区出土の黒曜石 1,910 点と、２区で表面採集した槍先形尖頭器１点である。３区出土の黒
曜石（細石刃と細石核を含む）の分析は実施していない。
　器種別の産地推定結果を第 15 表に示した。10 か所の産地が示され、90％が一番近い距離にある蓼科冷
山群である。このほか、諏訪星ヶ台群の黒曜石が槍先形尖頭器と細石刃・細石核に少数用いられている。

第 83図　縄文土器、臼玉
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第 15 表　黒曜石産地推定結果
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諏訪星ヶ台群 ＳＷＨＤ 5 4 1 2 1 1 1 31 46
和田高松沢群 ＷＯＴＭ 1 1
和田鷹山群 ＷＤＴＹ 2 1 1 1 5 10
和田土屋橋西群 ＷＤＴＮ 2 2
和田土屋橋南群 ＷＤＴＭ 1 1
和田土屋橋北群 ＷＤＴＫ 1 1
蓼科冷山群 ＴＳＴＹ 3 54 37 5 2 2 1 1 5 1593 3 13 4 1723
蓼科擂鉢山群 ＴＳＳＢ 1 22 23
不明ＮＫ群 ＮＫ 5 3 8
高原山甘湯沢群 ＴＨＡＹ 1 4 5
推定・測定不可 1 11 79 91
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第５節　小　結

縄文時代の石鏃には、諏訪星ヶ台群と和田鷹山群が用いられナイフ形石器、槍先形尖頭器、細石器に多く
用いられる蓼科冷山群はみられない。このことから、剝片・砕片の多くは旧石器時代のものと推定するこ
とは、おおむね妥当であると思われる。

２　火山灰分析
　１～３区で採取した土壌について、火山灰分析をパリノ・サーヴェイ株式会社に委託した。分析試料は、
１区⑦地点で採取した 17 点（№１～７・９・12・16・19・22・24・26・28～30）、Ⅰｂ区⑥地点で採取した５
点（№１～５）、３区③地点で採取した 12 点（№１～12）、３区④地点で採取した９点（№１～９）、３区⑤
地点で採取した９点（№１～９）である（第 72 図参照）。なお、基本層序の統一を図るため、整理作業にお
いて採取時点（分析報告）の層名を以下のように変更した。
　１区⑦地点：１層→第Ⅰ層、２・２ａ層→第Ⅲ－１層、３層→第Ⅲ－２層、３ａ層→第Ⅲ－３層、
　　　　　　　４層→第Ⅲ－４層、４ａ層→第Ⅲ－５層、５′層→第Ⅲ－６層、５層→第Ⅲ－７層、
　　　　　　　５ａ層→第Ⅲ－８層、６層→第Ⅲ－９層、６ａ層→第Ⅲ－ 10 層
　１ｂ区⑥地点：Ⅲａ・ｂ層→第Ⅲ－１層、Ⅳ層→第Ⅲ－２層、Ⅴ層→Ⅲ－３層
　３区③～⑤地点：Ⅰ・Ⅱ層→第Ⅰ層。以下は同じ
　分析の結果、姶良丹沢火山灰（AT）由来の火山ガラスと八ヶ岳新期第Ⅳ軽石（YPm-Ⅳ）が検出された。
また、AT由来の火山ガラスが検出された１区第Ⅰ層と１ｂ区第Ⅲ－１上層および３区第Ⅰ～Ⅲ－１上
層が、YPm-Ⅳが検出された１区第Ⅰ・Ⅲ－１上層と１ｂ区第Ⅲ－１下層および３区第Ⅲ－１層最上部が、
それぞれ対比された。１区第Ⅰ層や３区第Ⅰ層は表土・耕作土であることに加え、出土した槍先形尖頭器
と細石刃・細石核の年代観が、AT由来の火山ガラス・八ヶ岳新期第Ⅳ軽石よりも新しいことから、これ
らの石器群を包蔵する本来の層準は、耕作により撹拌された部分にあったと推測する。

第５節　小　結

　今回の調査では、第Ⅰ層表土・耕作土出土のものが大半だが、旧石器時代の槍先形尖頭器と細石刃・細
石核が出土した。本来は１・３区を中心に、複数のブロックを形成していたものと推測する。槍先形尖頭
器には、本遺跡と原産地が近い蓼科冷山群の黒曜石が多く使われている。未製品と判断したものや、ポイ
ントフレイクにも蓼科冷山群の黒曜石が認められるので、この場で蓼科冷山群の黒曜石を原石とする槍先
形尖頭器の製作が行われていたことを示していよう。細石核は削片系のもので、類例は南牧村中ツ原第１
遺跡Ｇ地点や第５遺跡Ｂ地点などで出土している（堤・八ヶ岳旧石器グループ 2015）。なお、７の半月形石
器もしくは半月型尖頭器と 53 の掻削器は、縄文時代草創期にも存在する石器で、今回は草創期の土器を
抽出できなかったが、遺跡の下限が縄文時代草創期に下る可能性はある。本遺跡の南側を流れる大石川の
源流部には、冷山などの黒曜石原産地が控え、本遺跡は大石川と千曲川の合流点に位置することから、黒
曜石原産地と消費地を結ぶ、黒曜石流通ルートの中継地点としての側面をもっていたと推測する。

参考・引用文献

堤　隆・八ヶ岳旧石器グループ 2015『矢出川』
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第８章　馬越下遺跡

第１節　遺跡の概観と調査の概要

１　遺跡の概観
　馬越下遺跡は、八ヶ岳北麓から東側に伸びる尾根の末端部で、甲武信岳を源流とする千曲川と麦草峠に
源をもつ大石川の合流点から、南西方向へ約１㎞の段丘上に位置する（第 84 図）。遺跡内の地形は、西側
の尾根部と東側の谷部、その間の緩やかな斜面部からなり、中部横断道用地は斜面部から谷部にあたる。
　周辺遺跡の状況は、本遺跡の東側に中原遺跡が、南側には古屋敷遺跡と向窪遺跡が所在し、縄文時代の
遺物包蔵地とされているが、調査履歴がなく詳細は不明である（2003 八千穂村誌刊行会）。一方、本遺跡の
北側に旧石器時代の満り久保遺跡があり、中部横断道に伴う埋文センターの調査では、槍先形尖頭器を代
表とする時期と、細石刃・細石核を中心とする時期の石器群を検出した（第７章参照）。

２　調査の概要と経過
　馬越下遺跡は、2008（平成 20）年度の中部横断道に伴う県教委の試掘調査により初めて所在が確認され、
登録された遺跡であり、その結果を受けて 2010・2012 年度に発掘調査を実施した（第 84 図）。
　2010 年度の調査区は尾根上の小さな谷間にあり、谷部と緩やかな斜面部に分かれる。斜面部の北側で
は平安時代の竪穴建物跡や土坑、焼土跡を検出したほか、縄文時代後期の土器と石器が少量出土した。一
方、谷部では、遺構・遺物ともに検出できなかった。
　2012 年度は、2010 年度調査区の南側に隣接する谷部の地点で発掘調査を実施した。結果は中世の陶磁
器類１点が出土したのみで、ほかに遺構・遺物は検出されなかったことから、2010 年度に検出した平安
時代の集落範囲からは外れていると考え、調査を終了した。

３　基本層序
　基本層序は第Ⅰ～Ⅳ層に大別できる（第 85・86 図）。第Ⅰ層は耕作土、造成土、かく乱を含む調査区全
体の表土を一括する。第Ⅱ層は、谷部にあたる調査区東側に堆積する黒褐色～黒色土である。Ⅱ a層とⅡ
b層に細分した。Ⅱ a層は、最低部の５区北部のみに存在する。第Ⅲ層はⅡ b層からⅣ層への漸移層であ
る。高位部にあたる３区は表土直下がⅢ層となる。低位部は、６区ではⅡ b層・Ⅳ層と区分したが、５
区では区分していない。第Ⅳ層は遺跡全体の基盤を成す黄褐色土である。遺構検出面は第Ⅲ層上面だが、
３区の一部では第Ⅰ層直下で第Ⅳ層が露出するため（第 86 図①）、第Ⅳ層上面で検出した。

参考・引用文献

長野県南佐久郡誌刊行会 1998『南佐久郡誌　考古編』

八千穂村誌刊行会 2003『八千穂村誌』第四巻　歴史編
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第１節　遺跡の概観と調査の概要

第 84図　遺跡範囲・調査区位置図
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第８章　馬越下遺跡

第 85図　トレンチ・調査区配置図
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第 86図　土層柱状図

 Ⅰ 表土
Ⅱa 黒褐色(10YR3/2～2/2)
Ⅱb 黒色(10YR2/1)
 Ⅲ 黒褐色～灰黄褐色(10YR3/2～4/2)
 Ⅳ 黄褐色～にぶい黄褐色(10YR5/6～5/4)

調査範囲全体の表土（耕作土・造成土・かく乱を含む）を一括
シルト質粘土。しまり弱。粗～細砂粒・小礫混。低地部埋積層
シルト質粘土～シルト。しまり弱。粗～細砂粒・小礫混。低地部埋積層
シルト。粘性あり。しまり弱。粗～細砂粒・50～200mm亜角礫・亜円礫混。漸移層
シルト。粘性あり。しまり弱。粗～細砂粒・50～200mm亜角礫・亜円礫混

856.00
①

Ⅰ

ⅡbⅣ
855.00 ②

854.00
③

④

853.00 ⑤

852.00

856.00

855.00

854.00

853.00

852.00

851.00 851.00

⑥

Ⅰ
Ⅱb
Ⅲ
Ⅳ

Ⅰ

Ⅱb

Ⅲ

Ⅱa

Ⅰ

Ⅱb
Ⅲ

Ⅳ

Ⅱa

Ⅰ

Ⅲ

Ⅰ
Ⅱb

Ⅲ
Ⅳ

0 2m

第２節　遺　構

　今回の調査では竪穴建物跡３軒、土坑 15 基、被熱部５基を検出した（第 87～89 図）。

１　竪穴建物跡
　ＳＢ 3004（第 90 図、ＰＬ 10）

位置：ⅢＥ 16・17・21・22 グリッド。検出：試掘トレンチで柱穴を検出し、トレンチ壁面で床面と壁の
立ち上がりを確認したので竪穴建物跡と判断した。試掘トレンチがＳＢ 3004 の中央を掘抜いてしまい、
残りのプランを基本層序第Ⅲ層上面で検出した。重複関係：ＳＫ 3001 と切合うが新旧関係は不明。埋
土：２層が堆積する。壁際から床面に２層黒色粘質シルトが堆積し、その上部を１層黒褐色粘質シルトが
埋積する。形状・規模：やや不整の長方形を呈する。南北方向は残存部で5.6ｍ、東西方向は残存部で4.0
ｍを測る。床・壁：掘方を整え床面とする。壁は深さ 20㎝で、斜め～垂直に立ち上がる。柱穴：円形で
直径 30～40㎝、深さ 15㎝を測るＰ１～４を柱穴と考える。周溝・カマド・付属施設：検出できなかった。
遺物：黒色土器坏の破片などが出土した。時期：遺物量が少なく不明確だが、土器の時期から９世紀後半
と推測する。
　ＳＢ 4001（第 90 図、ＰＬ 10）

位置：ⅢＥ 08・13 グリッド。検出：基本層序第Ⅲ層上面で検出した。重複関係：なし。埋土：２層が堆
積する。２層の焼土・炭化物ブロックを多く含む黒褐色土が床面から壁際に堆積し、その上部を１層黒褐
色土が埋積する。床面から２層に炭化材が残存し、焼失住居と考える。形状・規模：長方形を呈する。南
北方向 4.8 ｍ、東西方向 4.1 ｍを測る。床・壁：掘方を整え床面とする。北壁付近と南壁付近の一部を除
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く広い範囲に硬化面が認められた。壁は深さが 30～40㎝で斜めに立ち上がる。柱穴：不明確だが長軸 35
㎝、短軸 22㎝、深さ 20㎝を測る楕円形のＰ２を柱穴と考える。周溝：検出できなかった。カマド：東壁
中央からやや南側へ寄った位置で、石組みカマド１基とそれに伴う煙道の残痕を検出した。左右の袖石は
残存するが、天井石は失われていた。その他の施設：性格不明だが、カマドの右側で長軸 74㎝、短軸 65
㎝、深さ 37㎝を測る隅丸方形のＰ１を検出した。埋土上部（９～11 層）に炭化物と焼土を多く含むが、Ｓ
Ｂ 4001 を焼失住居と推測するので、炭化物と焼土はＳＢ 4001 の焼失時に堆積した可能性が高い。遺物：
カマドとその付近から黒色土器・土師器坏、土師器甕などが出土した（第 93 図１・２・４・７～13）。また、
カマドの前面から刀子１点、西壁際から鎌１点（第 95 図１）が出土した。時期：出土した土器の時期から、
９世紀後半と推測する。炭化材２点（炭№１・２）の放射性炭素年代測定（AMS測定）の結果では、８世
紀前半～９世紀末葉と、７世紀後半～８世紀後半の年代を得た（第４節参照）。
　ＳＢ 4003（第 91 図、ＰＬ 10）

位置：ⅢＤ 20、ⅢＥ 16 グリッド。検出：基本層序第Ⅲ層上面で検出した。重複関係：なし。埋土：７層
が堆積する。壁際に６層にぶい黄褐色シルトと７層黒褐色シルトが堆積し、５層暗褐色砂質シルトが床面
の一部を埋める。その上部に４～１層の黒褐色・暗褐色シルトが堆積する。形状・規模：長方形を呈する。
南北方向 4.3 ｍ、東西方向 3.8 ｍを測る。床・壁：掘方を整え床面とする。貼床や硬化面は確認できなか
った。壁は深さ 50～55㎝で、斜めに立ち上がる。柱穴：不明確だが直径 40㎝、深さ 17㎝を測る円形のＰ
３を柱穴と考える。周溝：検出できなかった。カマド：北壁中央で、カマド１基と煙道の残痕を検出した。
石組みカマドだが支脚と袖石は失われ、袖部を構築する黒褐色粘質シルトが残存するのみであった。袖部
の内側では袖石の抜取り痕を検出した。カマド前面では、構築材と推測する礫が出土した。その他の施
設：性格不明のＰ１・２を検出した。Ｐ１は断面形がタライ形を呈し長軸 72㎝、短軸 60㎝、深さ 15㎝を
測る楕円形の土坑で、南西壁コーナー際に位置する。Ｐ２は断面形がＵ字状を呈し直径 80㎝、深さ 30㎝
を測る不整円形の土坑で、中央に位置する。遺物：黒色土器坏・埦、土師器・鉢・甕などが出土した（第
93 図 16～28）。時期：出土した土器の時期から、９世紀後半と推測する。

２　土　坑
　土坑個別の詳細は第 16 表に示した。表中の平面形状は開口部の長・短軸長の比により、断面形状は底
部と壁の状態から、それぞれ以下のように分類した。
　平面形状　・円形・方形　　：長軸長／短軸長＝ 1.2 未満のもの
　　　　　　・楕円形・長方形：長軸長／短軸長＝ 1.2 以上のもの
　断面形状　・逆台形状：底部が平坦で壁が斜めに立ち上がるもの
　　　　　　・タライ状：底部が平坦で壁が垂直ないし垂直近くに立ち上がるもの
　　　　　　・Ｕ字状：底部が丸みを帯び、壁が垂直もしくは斜めに立ち上がるもの
　　　　　　・擂鉢状：小さく丸い底部から壁が斜めに立ち上がるもの
　土坑はＳＢ 3004・4003、ＳＦ 4001・4002 と同一範囲に分布するＳＫ 3001・4002～4007、土坑のみが分
布するＳＫ 3002～3008、単独のＳＫ 4001 が存在する。時期は、須恵器甕や黒色土器坏および土師器坏・
碗・甕などが出土したＳＫ 3002・4001～4003 については、竪穴建物跡と同じ９世紀後半と考える。その
ほかの土坑は不明だが竪穴建物跡と同じ第Ⅲ層上面で検出し、時期が推測できる遺構に９世紀後半以外の
ものが存在しないことに加え、遺物が出土した土坑の位置などからみて、９世紀後半と推測しておきたい。
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３　被熱部
　被熱部個別の詳細は、第 17 表に示したとおりである。ＳＦ 4002 は周辺部に土坑が分布するが、被熱
部との関連性が認められないことから、被熱部単独の遺構と判断した。被熱部はＳＢ 3004・4003、ＳＫ
3001・4002～4007 と同一範囲に分布するＳＦ 4001・4002、単独のＳＦ 3001～3003 が存在する。時期は須
恵器坏、黒色土器坏、土師器坏・甕などが出土したＳＦ 3001・4001・4002 については、竪穴建物跡と同
じ９世紀後半と考える。ＳＦ 3002・3003 は不明だが、竪穴建物跡と同じ第Ⅲ層上面で検出した点、時期
が推測できる遺構に９世紀後半以外のものが存在しないなどの点から、９世紀後半の可能性が高いと推測
する。

第 16 表　土坑一覧表

図版
番号

ＰＬ
番号 ＳＫ グリッド 平面形状 断面形状 長軸

㎝
短軸
㎝

深さ
㎝ 出土遺物 備考

92 3001 ⅢＥ 16・21 楕円形 逆台形状 150 78 63 ＳＢ3004と重複するが新旧は不明
92 3002 ⅢＩ 09 円形 Ｕ字状 74 72 24 土師器埦（第 93 図 29）
92 3003 ⅢＩ 09 楕円形 Ｕ字状 44 34 28
92 3004 ⅢＩ 09 方形 Ｕ字状 37 36 25
92 3005 ⅢＩ 09 楕円形 擂鉢状 56 42 36
92 3006 ⅢＩ 09 円形 擂鉢状 34 30 26
92 3007 ⅢＩ 09 楕円形 Ｕ字状 36 28 17
92 3008 ⅢＩ 09 楕円形 Ｕ字状 43 38 31
92 10 4001 ⅢＤ 24 長円形 逆台形状 212 98 32 黒色土器坏、土師器甕・

甕（第 93 図 30）
黒色土器坏に墨書「万」？有

92 10 4002 ⅢＤ 20 円形 Ｕ字状 86 76 38 灰釉陶器皿（第93図31）皿見込み部が摩耗
92 10 4003 ⅢＥ 16 楕円形 Ｕ字状 65 54 20 須恵器甕、土師器坏・甕

（第 94 図 32～34）
土師器甕は甲斐型か？

92 4004 ⅢＤ 20 円形 タライ状 78 74 22
92 4005 ⅢＥ 16 円形 Ｕ字状 56 50 18
92 4006 ⅢＥ 16 円形 Ｕ字状 36 36 23
92 4007 ⅢＥ 16 円形 逆台形状 90 90 44

第 17 表　被熱部一覧表

図版
番号

ＰＬ
番号 ＳＦ グリッド 平面形状 長軸／短軸 長軸

㎝
短軸
㎝

深さ
㎝ 出土遺物 備　　　考

91 3001 ⅢＪ16 楕円形 1.21 194 160 ― 黒色土器坏、土師器 坏・
甕（薄手）

91 3002 ⅢＪ02 楕円形 1.38 50 36 ―
91 3003 ⅢＥ18 楕円形 1.42 54 38 ―

91 4001 ⅢＥ11 楕円形 1.75 56 32 ―
黒色土器坏、土師器
甕（薄手）・甕（ロクロ）、
須恵器坏

91 4002 ⅢＥ16 楕円形 1.27 74 58 ― 土師器坏、甕 最大の焼土のみ計測
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第 87図　遺構分布全体図
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第 88図　遺構分布部分拡大図（１）
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第 89図　遺構分布部分拡大図（２）
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第 90図　ＳＢ 3004・4001　遺構図

SB3004

カマド

カマド袖石抜取痕

SB4001

 1 黒褐色(10YR2/2) 粘質シルト。褐色シルト混砂ブロック混
 2 黒色(10YR1.7/1) 粘質シルト。粘性やや強。細粒砂多混。暗色
 3 黒色(10YR1.7/1) 粘質シルト。黒褐色砂混粘質シルトブロック多混
  Pit1埋土
 4 黒色(10YR1.7/1) 粘質シルト。砂質シルトブロック混。Pit2埋土
 5 黒色(10YR1.7/1) 粘質シルト。細粒砂多混。小偽礫混。Pit3埋土
 6 暗褐色(10YR3/3) シルト。細粒砂多混。Pit4埋土

  1 黒褐色(10YR2/2) 粘性弱。しまりややあり
  1～3mm炭化物粒・黄褐色土粒少混
  2 黒褐色(10YR2/2) 粘性弱。しまりややあり
  焼土ブロック・炭化物ブロック多混
  壁際に黄褐色土ブロックあり
  3 黒褐色(10YR3/1) 粘性ややあり。しまり弱。焼土粒微混
  4 灰黄褐色(10YR4/2) 粘性ややあり。しまり弱
  1～5mm焼土粒・1～5mm炭化物粒混
  5 黄褐色(10YR5/6) 粘性・しまり弱。焼土主体。カマド崩落土か
  6 オリーブ褐色 粘性あり。しまり弱。灰混
 (2.5Y4/4) 焼土粒・1～3mm炭化物粒・黄褐色土粒少混
  7 黒褐色(10YR2/2) ３層土主体。５層土ブロック多混。カマド煙道埋土
  8  カマド袖石掘方埋土
  9 黒褐色(10YR3/1) ３層土主体。炭化物やや多混
10 黄褐色(10YR5/6) ９層土主体。炭化物多混
11 黒褐色(10YR3/1) 焼土主体
12 灰黄褐色(10YR4/2) 13層土主体。1～5mm黄褐色土粒混
13 灰黄褐色(10YR4/2) 粘性ややあり。しまりなし。粒子細。土器片混
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第 91図　ＳＢ 4003、ＳＦ 3001～3003・4001・4002　遺構図

カマド図

SF3001 SF3002 SF3003 SF4001 SF4002

SB4003

  1 黒褐色(10YR2/3) 砂質シルト。粒子細
  2 黒褐色(10YR2/2) 粘質シルト。粘性やや強。細粒砂多混

2mm以下軽石・暗褐色シルトブロック・炭化物粒・土器混
  3 暗褐色(10YR3/3) シルト。粘性やや強。黒褐色砂混シルトブロック・黄褐色砂質

シルトブロック。極多混。炭化物・土器混
  4 黒褐色(10YR2/2) 粘質シルト。黄褐色砂質シルトブロック・炭化物・土器混
  5 暗褐色(10YR3/3) 砂質シルト。粒子細。黄褐色砂混シルトブロック多混。硬化
  6 にぶい黄褐色 シルト。黄褐色砂質シルトブロック・黒褐色砂混粘質シルトブロ
 (10YR4/3) ック多混

  7 黒褐色(10YR3/2) シルト。粘性強。細粒砂多混。黄褐色砂質シルト
ブロック混

  8 暗褐色(10YR3/3) シルト。細粒砂多混。褐色シルトブロック混
  9 黒褐色(10YR2/3) シルト。粘性やや強。細粒砂多混

褐色シルト混砂ブロック・軽石混
10 暗褐色(10YR3/3) シルト。粘性やや強。黒褐色砂ブロック・

褐色シルト混砂ブロック・焼土・炭化物粒多混
11 褐色(7.5YR4/6) 砂質シルト。粒子細。焼土極多混。細粒砂多混

黒褐色砂混シルトブロック・褐色砂混シルトブロ
ック混

12 褐色(10YR4/4) シルト。明褐色砂質シルトブロック・黒褐色粘質
シルトブロック・炭化物混

13 明赤褐色(5YR5/8) シルト混砂。粒子細
14 黒褐色(10YR2/3) 粘質シルト。黄褐色シルト混砂ブロック極多混。

細粒砂多混。カマド袖構築土

15 褐色(7.5YR4/4) 粘質シルト。細粒砂・焼土ブロック・炭化物粒
多混。掘方埋土

16 黒色(7.5YR2/1) 粘質シルト。細粒砂多混。掘方埋土
17 黒褐色(10YR2/3) シルト。黄褐色粘質シルトブロック混
18 暗褐色(10YR3/4) シルト。黒色粘質シルトブロック・明黄褐色

砂混シルトブロック混
19 黒褐色(10YR2/3) シルト。粘性やや強。細粒砂・明赤褐色シルト

混砂ブロック・明黄褐色シルトブロック多混
20 黒褐色(10YR2/3) 粘質シルト。粘性強。細粒砂多混。

黄褐色シルトブロック混
21 黒褐色(10YR2/2) シルト。細粒砂多混
22 暗褐色(10YR3/3) 砂質シルト。粒子細。

褐色砂混シルトブロック・焼土ブロック多混
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第２節　遺　構

第 92図　ＳＫ 3001～3008・4001～4007　遺構図

SK3001 SK3002 SK3003

SK3004 SK3005 SK3006 SK3007 SK3008

SK4001 SK4002

SK4003 SK4004

SK4005 SK4006 SK4007

1 黒褐色(10YR2/2) 
 粘質シルト。細粒砂多混
 暗褐色シルトブロック混
2 黒色(10YR2/1)   
 シルト。細粒砂・明黄褐色シル
　トブロック・黒色粘質シルトブ
　ロック多混

1 黒色(7.5YR2/1) 
 粘質シルト。細粒砂多混
 明黄褐色シルトブロック・
　土器混

1 黒色(7.5YR2/1) 
 粘質シルト

1 黒色(10YR2/1) 
 粘質シルト。黄褐色シル
　トブロック・にぶい黄褐
　色砂混シルトブロック混

1 黒褐色(10YR2/2) 
 粘質シルト。細粒砂多混
 黄褐色シルトブロック・
 黒色粘質シルトブロック混

1 黒褐色(10YR2/2) 
 粘質シルト。細粒砂多混
 黄褐色シルトブロック・
 にぶい黄褐色砂混シルト
 ブロック混

1 黒色(10YR1.7/1) 
 粘質シルト
　ブロック土混

1 黒色(10YR2/1) 
 粘質シルト
　ブロック土混

1 黒褐色(10YR2/3) 
   シルト。しまり弱。粘土多混。10mm
　炭化物ブロック・5mm焼土粒混
2 黄褐色(10YR5/8) 
   シルト。焼土主体。粘土多混。１層土・
　10～20m炭化物ブロック混
3 黒褐色(10YR2/3) 
   シルト。粘性・しまりあり。粘土多混
　10mm明黄褐色土粒ブロック混
4 黄褐色(10YR5/6) 
   粘土。粘性あり。しまり強。シルト・
   明黄褐色土ブロック多混
5 黒褐色(10YR2/3) 
   シルト。しまり弱
   粘土・黄褐色土細粒多混。３層に類似

1 暗褐色(10YR3/3) 
 粘質シルト。細粒砂多混
 褐色シルトブロック・
　炭化物粒混

SK4003～SK4007
1 黒色(10YR1.7/1) 粘性弱。しまりなし
2 黄褐色(2.5Y5/4) １層土・地山土粒混合層
3 黒褐色(2.5Y3/2) 粘性なし。しまり弱
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第８章　馬越下遺跡

第３節　遺　物

１　平安時代の遺物
（１）土　器
　ＳＢ 4001（第 93 図１～15、ＰＬ 20）

　１・２・４・７～13 はカマドおよび周辺、３は床面付近から出土した。１～９は黒色土器である。１
～８は坏、９は皿で、外面は回転ナデ、内面は口唇部直下に横方向の、以下、放射状のミガキを施す。底
部は回転糸切りで、４・８は底部周縁にナデを施す。７は体部外面に墨書があり「井」の字に読める。10
は土師器坏で器形がやや歪む。内外面に回転ナデを施し、内面には黒斑が残る。底部は回転糸切りである。
11～15 は土師器の甕である。11～13 は器壁が薄く、口縁部にナデを、体部上半に横方向のケズリを、底
部には縦方向のケズリを施す。11 は口唇部直下の外面に、１条の沈線が巡る。14 は、全体を回転ナデに
より整形する。15 は甕の体部破片で、外面は縦方向の、内面は横方向のハケを施す。
　ＳＢ 4003（第 93 図 16～28、ＰＬ 20）

　16～22 は黒色土器で、17～19 は坏、22 は埦、16・20・21 は坏もしくは埦である。外面は回転ナデで、
内面は口唇部直下に横方向の、以下、放射状のミガキを施す。16・18・19 は、横方向のミガキが体部下
半におよぶ。17 は内面の体部下半が摩耗する。底部はいずれも回転糸切りである。18・22 は体部外面に
墨書があり、18 は判読不明だが、22 は「左」の字に読める。23～28 は土師器の甕である。23 は底部で
器壁が薄い。外面に横方向・斜め方向のケズリを施す。24～26 は口縁部もしくは頸部の破片で、頸部が
「く」の字状に屈曲し、口縁部が短く外反する。外面はナデ調整で、内面は口縁部に横方向のハケ後、ヨ
コナデを施し、頸部以下はナデ調整となる。24 は口唇部に沈線状の凹みが巡る。27・28 は体部で、外面
は縦方向の、内面は横方向のハケを施す。24～27 は胎土中の雲母が目立つ。24～28（特に雲母が目立つ 24
～27）は、器形やハケ調整の特徴から甲斐型甕と推測する。
　ＳＫ 3002（第 93 図 29、ＰＬ 20）

　29 は土師器の埦である。外面は回転ナデで、内面は口唇部直下に横方向の、以下、放射状のミガキを
施す。底部は回転糸切りである。
　ＳＫ 4001（第 93 図 30）

　30 は黒色土器の坏である。外面は回転ナデで、内面は口唇部直下に横方向の、以下、放射状のミガキ
を施す。放射状のミガキは細かな単位が複合し、全体的に花弁状を呈する。体部外面には墨書があり、不
明確だが「万」の字に読める。底部は回転糸切りである。
　ＳＫ 4002（第 93 図 31、ＰＬ 20）

　31 は灰釉陶器の皿で、施釉はハケ塗りによる。見込み部は全体的に摩耗し、周縁部には重焼き痕（高台
端）が残る。
　ＳＫ 4003（第 94 図 32～34）

　32・33 は須恵器の甕で、32 は頸部付近、33 は底部の破片である。32 は自然釉が付着し不明確だが、外
面は疑格子タタキと推測する。内面は当て具痕をナデ消す。33 は外面が疑格子タタキで、内面は当て具
痕をナデ消す。底面の内部は指オサエが明瞭に残り、底面の外部は砂礫やその抜痕、不整な凹凸などがあ
り平滑ではない。34 は土師器の甕で、外面に縦方向の、内面に横方向のハケを施す。胎土中の雲母が目
立つことから、甲斐型甕と推測する。
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第３節　遺　物

第 93図　平安時代の土器（１）
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第８章　馬越下遺跡

　遺構外（第 94 図 35～39、ＰＬ 20）

　35 は須恵器の坏で、内外面に回転ナデを施す。底部は回転糸切りである。36～39 は土師器の甕である。
36～38 は口縁部から頸部にかけての破片で、頸部が「く」の字に屈曲し、口縁部が短く外反する。36 は
外面がヨコナデで、内面は口縁部に横方向のハケ、頸部には横方向のハケ後、ヨコナデを施す。また、口
唇部に沈線状の凹みが巡る。37 は内外面にヨコナデを施す。38 は外面がヨコナデで、口唇部から口縁部
内面にかけては横方向のハケ後、ヨコナデを施し、頸部は横方向のハケが残る。39 は体部の破片で、外
面は縦方向の、内面は横方向のハケを施す。また、胎土に雲母を含む。36～38 は、器形やハケ調整の特
徴から甲斐型甕の可能性がある。
（２）金属器（第 95 図、ＰＬ 20）

　金属製品はＳＢ 4001 から鎌１点と刀子破片２点（１点は残存状態が悪く不明確）、遺構外の１区から銭貨
１点（寛永通宝）が出土し、残存状態が良好な鎌を掲載した。１はＳＢ 4001 出土の鎌で、基部から刃部に
向けほぼ同一幅で移行し、尖端付近で幅を減ずる。基部（着柄部）は、端部上端から棟側にかけて折り返
しており、鈍角で柄と装着する。時期は、ＳＢ 4001 から出土した土器より９世紀代と考える。

第 94図　平安時代の土器（２）
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第３節　遺　物

２　その他の時代の遺物
（１）縄文土器（第 96 図１～５）

　後期前～後葉の土器が出土した。１は４単位の波状口縁で、環状把手が付く。内外面ともに把手の両側
には円形刺突があり、外面の円形刺突は単沈線でつなぐ。頸部以下は無文で、横位方向のナデ調整もしく
はミガキを施すが、胴部中央付近は環状の貼付文と幅広の横位沈線で加飾する。茂沢類型であろう。２～
４は後期前葉と推測する。２・３は胴部で、同一個体の可能性が高い。単沈線で文様を描き、無節縄文を
施文する。４は口縁部付近の破片で、外面は広く剝離するが、単節縄文の地文上に縦位・斜位などの沈線
を組み合わせて文様を構成する。５は後期後葉と考える口縁部で、２条の横位沈線と単節縄文で文様を構
成する。器面内外のミガキが顕著である。
（２）石器（第 97 図１～８）

　１～３は石鏃である。１・２は凹基無茎鏃で、１は素材剝片の剝離面を表裏に広く残し、縁辺部や基部
に細かな加工剝離を施し形状を整える。３は茎部を欠損するが凹基有茎鏃で、側縁部が鋸歯縁を呈する。
石材は全て黒曜石である。４は石匙で、片面からの加工剝離で刃部を作出する。石材はチャートである。
５はスクレイパーで、やや大型の両極剝片を素材とし、両面からの加工剝離で削器的な角度の刃部を作出
する。石材はチャートである。６は横刃形石器で、横長剝片を素材とし、打点側の片面に多くの加工剝離
を施す。また、打点と逆側の縁辺部には、使用痕の可能性が高い微細な剝離が連続して残る。石材は泥岩
と推測する。７・８は打製石斧で、撥形を呈する。８は両面の刃部に、使用痕の可能性が高い摩耗痕が顕
著に残る。石材は泥岩と推測する。なお、石器観察表をDVDに収録した。

第 95図　金属製品

第 96図　縄文土器
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3 4
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第８章　馬越下遺跡

（３）その他の遺物
　そのほか、小破片のため図示していないが、遺構外から中世に所属する古瀬戸壺の胴部破片と連弁文を
もつ青磁碗の体部破片、見込み部に菊花刻文をもつ近世以降の施釉陶器皿の底部破片が出土した。

第４節　自然科学分析

　馬越下遺跡では、炭化物２点について株式会社加速器分析研究所に委託し、放射性炭素年代測定
（AMS測定）を実施した。以下、結果を報告するが、詳細はDVDに収録した。
　分析試料は、竪穴建物跡ＳＢ 4001 床面出土の建築材と推測する炭化物片２点で、目的は竪穴建物跡の
時期に関わる資料を得ることにある。測定結果は第 18 表のとおりで、暦年代範囲の最小値と最大値は、
試料１が 714calAD-892calAD、試料２が 665calAD-779calAD であった。ＳＢ 4001 は、出土した土器か
ら９世紀後半と考えており、そのため試料１は整合的、試料２は不整合な結果と言える。

第 97図　縄文時代の石器
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第５節　小　結

第 18 表　分析試料と測定年代

№ 測定
番号 種類 採取位置 暦年較正用

（yrBP） 1 σ暦年代範囲 2σ暦年代範囲

1 IAAA
103206 炭化物 ＳＢ 4001　床上№１ 1207 ± 27 778calAD-870calAD（68.2%）714calAD

-745calAD（7.5%）
767calAD-892calAD（87.9%）

2 IAAA
103207 炭化物 ＳＢ 4001　床上№２ 1276 ± 27 685calAD

-722calAD（38.0%）
741calAD-770calAD（30.2%）665calAD

-779calAD（95.4%）

第５節　小　結

　2008 年度の試掘調査で初めて所在が確認された馬越下遺跡が、今回の本調査により平安時代の集落跡
であることが明らかとなった。以下、遺構・遺物を概観することで小結としたい。
　検出した遺構は竪穴建物跡３軒、土坑 15 基、被熱部５基である。竪穴建物跡３軒は出土した土器の時
期から９世紀後半に所属するもので、それぞれが 12 ｍ以上離れて位置することから、同時に存在した可
能性も指摘できる。形状は長方形を呈し、等高線と同一の南北方向に長軸があり、ＳＢ 3004 は不明だが、
ＳＢ 4001 は東壁に、ＳＢ 4003 は北壁にカマドが構築されていた。土坑と被熱部は、ほかの時期のものを
含む可能性はあるが、ＳＢ 3004・4001 とともに分布するもの、ほかの遺構が存在しないⅢＩ 09 グリッ
ドへ纏まるもの（土坑）、単独で分布するものが存在する。土坑と被熱部の性格は不明だが、ＳＢ 3004・
4003 の周辺には、遺物が出土した土坑と被熱部が比較的纏まる傾向が認められる。また、ⅢＤ 24 グリッ
ドにおいて単独で検出したＳＫ 4001 は、ほかの土坑にはない長方形プランを呈するもので、墨書土器な
どが出土した。平面形状などから墓跡の可能性を考えたが、その根拠を得ることはできなかった。
　今回調査した集落跡は、東側が谷部を形成し、谷部には遺構が存在しない点から、谷部縁辺に営まれた
９世紀後半の小規模集落とみることもできる。しかし、西側の調査区外には平坦地が残り、そこで当該期
の遺構が検出される可能性もあることから、周辺部における今後の調査には注目していきたい。
　遺物では、甲斐型甕もしくは甲斐型甕に類似する土器について若干触れる。甲斐型甕としたものは、頸
部が「く」の字状に屈曲して口縁部が短く外反するもので、体部外面に縦方向の、内面には横方向のハ
ケ調整を施し、胎土中の雲母が目立つといった特徴をもつ。馬越下遺跡ではＳＢ 4003、ＳＫ 4003 および
遺構外などで出土している（ＰＬ 20）。このほか、体部の調整は同様だが雲母が目立たないものなど、甲
斐型甕に含めることを躊躇した破片が存在する。冨沢一明氏によれば、甲斐型土器は佐久地域では古代官
道・街道沿いに分布し川上村、小海町、佐久市、小諸市所在の合計 15 遺跡で確認されており（冨沢 2008）、
馬越下遺跡で出土した甲斐型甕もそうした類例の１つとして追加できた点は成果と言えよう。同時に、甲
斐型甕が出土したことにより、馬越下遺跡で営まれた集落跡の場所は、古代官道・街道沿いもしくはその
周辺部であったこと示唆している。

参考・引用文献

冨沢一明 2008「反田遺跡出土の甲斐型土器について」『小山崎遺跡群　反田遺跡』佐久市教育委員会
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　本報告では南佐久郡佐久穂町内の、千曲川左岸に位置する５遺跡の発掘調査記録を収録した。遺跡の時
期は旧石器時代から中近世にわたるが、特に旧石器時代、古代、中世に成果が多かった。
旧石器時代
　満り久保遺跡では、槍先形尖頭器と細石刃・細石核が出土した。表土・耕作土出土が大半であるが、本
来は複数のブロックと推測する。槍先形尖頭器には、蓼科冷山群の黒曜石が多く使われ、未製品やポイン
トフレイクにも同産地の黒曜石があるので、これを原石とする槍先形尖頭器が製作されていたと考える。
細石核は削片系のものである。南側を流れる大石川の源流部には黒曜石原産地が控え、遺跡が大石川と千
曲川の合流点に位置するため、原産地と消費地を結ぶ黒曜石流通ルートの中継地点の役割を推測する。小
山寺窪遺跡では、旧石器時代終末期の黒曜石製ナイフ形石器、槍先形尖頭器、スクレイパーが出土した。
古　代
　奥日影遺跡では、奈良時代の須恵器窯跡１基を検出した。時期は８世紀初頭から第２四半期と推測し、
南佐久地域においては初見である。出土した器種は蓋、坏、高台付坏、高台付盤、長頸瓶、横瓶、鉢、甕
である。歪みや亀裂、表面の弾けなど、不良品がほとんどで、窯体内へ遺棄された可能性が高い。須恵器
は胎土に黒曜石粒を含むため、同種胎土の須恵器分布を追求すれば、本窯跡産須恵器の供給先の解明が可
能であろう。小山寺窪遺跡では、平安時代の遺構は竪穴建物跡６軒があり、時期は９世紀前葉と中葉であ
る。他に大規模な溝跡や、長軸方向が一致する掘立柱建物跡、杭列などがあり、仮に同時期とすれば、９
世紀代の集落跡は竪穴建物跡が点在する場所と、溝跡および掘立柱建物跡が並列して建つ場所が分かれて
いたことになる。馬越下遺跡では平安時代９世紀後半の竪穴建物跡３軒を検出した。遺物では甲斐型甕、
もしくは甲斐型甕に類似する土器が注目される。甲斐型土器は佐久地域では古代官道・街道沿いに分布し、
これまで川上村、小海町、佐久市、小諸市所在の合計 15 遺跡で確認され、類例の１つを追加できた。
中近世
　奥日陰遺跡で中世の可能性がある多数の土坑を検出した。時期は 13 世紀と 15 世紀の遺物が出土してい
ることに加え、遺構に切り合い関係が認められるため、２時期以上の遺構が存在するのであろう。小山寺
窪遺跡では竪穴状遺構、掘立柱建物跡、溝跡、水田跡などを検出した。竪穴状遺構とＬ字状の溝跡および
柱穴で構成する建物跡、竪穴状遺構と大型土坑、溝跡で構成する遺構群などを検出した。遺構密度が比較
的高く、竪穴状遺構や溝跡には重複関係が認められる。時期は、竪穴状遺構と大型土坑が 13 世紀後半～
14 世紀で、溝跡は 13 世紀後半～14 世紀の遺物を主体に 15 世紀の遺物も見られることから、13 世紀後半
～14 世紀または 15 世紀と推測する。このほか、同じ範囲には多数の土坑が分布し、13 世紀後半～14 世
紀と 15 世紀の土坑が混在するものと考える。長さが 100 ｍを超える大型の溝跡は、９世紀代と中世にお
いて同じ場所に掘り込まれている。水田跡は低地部で２面を検出し、13 世紀後半～14 世紀もしくは 15 世
紀と推測された。
　以上のとおり、今回の調査によって、地域の歴史を物語る埋もれた資料を記録保存できたが、残された
課題も多い。今後の地域の歴史研究に、この調査成果が活用されることを願うものである。
　擱筆するにあたり、発掘調査に御理解、御協力いただいた関係者の皆さま、発掘作業から報告書作成ま
でに貴重な御教示をいただいた多くの皆さまに、この場を借りて深く感謝申し上げます。
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所在遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

奥日影遺跡 集落跡
生産域

奈良
平安～中世

須恵器窯跡１、
掘立柱建物跡３、
溝跡 25、土坑 168

窯跡から出土した胎土に黒曜石を
含む須恵器、中世土器・陶磁器、
鉇、砥石

南佐久地域では初見と
なる８世紀前半の須恵
器窯跡

小山寺窪遺跡 集落跡
生産域 平安～中世

竪穴建物跡・竪穴
状遺構 17、掘立柱
建物跡 13、杭・柵
列１、溝跡 21、被
熱部１、土坑 1059、
水田跡２

旧石器時代のナイフ形石器・槍先
形尖頭器・スクレイパー、須恵器、
黒色土器、土師器、三足土器、土
師器ミニチュア壺、無底甑、中世
土器・陶磁器、人形木製品、銭貨、
刀子、砥石、硯

津金寺伝承地の隣接地

上野月夜原遺跡 遺構散布地 縄文？ 土坑２ 縄文土器、打製石斧

満り久保遺跡 遺物散布地 旧石器 遺物集中 槍先形尖頭器、細石刃・細石核 槍先形尖頭器の製作遺
跡

馬越下遺跡 集落跡 平安 竪穴建物跡３、土
坑 15、被熱部５

須恵器、黒色土器、土師器、墨書
土器、灰釉陶器、甲斐型甕 ９世紀代の集落跡
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